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都市ガスは供給カず安定しており 、 ク リ ー ン で 安 全 性 の 高 い 燃 料 で あ る こ と に 加 え 、 省 エ ネ ル ギ ー

化 を 図 り や す い エ ネ ル ギ ー と し て 高 い 評 価 を う け て い ま す 。 こ れ ら の 特 長 を い か し た ビ ル 冷 暖 房

シ ス テ ム は 、合 理 的 な 冷 房 料 金 制 度 と も あ い ま って 、 い ま 着 実 に 実 績 を ひ ろ げ て い ま す 。

一 大 型 ビj レの冷暖房に一

ガス冷暖房機く新吸収式〉

- 冷房H寺ガス消費量が20- 25%軽減されました 。

・l吸収式ですから、 低負荷H寺でも有効率運転ができます。

・年間空調を l 基で行なえる冷暖房採用機ですから、機械室

面積は小 さくてすみ、床スペースの有効利用がはかれます0

・振動がほとんどなく、燃料貯蔵タンクも不要なため、中間

|絡や屋上などにも設置できます。

・運転にボイラー技士などの・有資格者は不要で、保守人件費

が大幅に軽減できます。

・都市ガス 使用ですから、大きな受変電設備 ( 電気室) は不要

で、設備 費の低減とス ペースの有効利用がはかれます。

・内部が真空の l吸収式であること、安全装置を具備 した自動

制御を行なっていることなど、安全設計が行き届いています。

| 耐叉冷暖房|

一 快 適 な 都 市 環 境 を 実 現 す る 一

冷暖房エネルギー・都市ガス

- クリー ンなエネルギーです

都市ガスは、ばいじん、硫黄酸化物、 一酸化炭素などをほ

とんど発生しないクリーンなエネルギーです。

・供給が安定しています

パイプライン供 給ですから、 年間を通じて常に安定して

お使いいただけ ます。

・安全性の高いエネルギ です

都市 ガスは、取り扱いやすく、また燃料貯蔵タンクが不要

なため、輸送・ 貯蔵にともなう災害発生もありません。

・省エネルギーに適しています。

都市 ガスは、完全燃焼しやすい気体燃料ですから、高度な

燃焼技術が適用 しやすく、省エネ ルギーに適していま す。

ｾ大阪針叉
本社 〒541 大阪市東区平野町 5 丁目 1 電 話 大 阪06 (202)  2221  



P  

もr

ｾ ｲ 原風景への思惟」
一 一外空間作家・深谷光軌氏に聞く 一 一

深谷光軌氏

(ふかやこう吉)

外空間作家

1926年( 大正15年) 東

京に生まれる 。

1960年( 昭和35年) ご

ろか ら外空間倉IJ 作に取

り組む。

作品 目野自動車工業

本社外精、 王子スポー

ツガーデン、京王プラ

ザホテ Jレ4 号街路各外

構

現在、イランで「水を

欧< ( 石の墜)J を制作

中、

写真作品集 r外空間

一写真: 村井修氏」

建物と風景ーとの接点… そこに人びとがやすらぎ「を覚 え、また人の

深層に語りかけるような「空間」を創り出すことに情熱をかけてお

られる外空間作家の深谷光軌氏にご、来阪いただき、お話を 聞 くこと

にしました。

氏はまた、その原風景の内にある武蔵野の雑木林、縄文の普から

人が求めてやまなか った 水、そして石を構成要素に人びとが忘れか

けている自然界の輪廻を呼びもどすことも主要なテ ーマにされてい

ます。

最近は海外でもご活躍ですが、先ごろ 出版された作品集『外空間

一撮影・村井修』や京王プラザホテルの外構などの作品でご存知の

方も多いと思います。

聞 き手には深谷氏と親しい建築家の狩野氏にお願いして、私たち

との接点にな っていただく予定です。ふるって ご参加下 さい。

日 時 12月3 日( 土) ・開場13 ・00

開会13 :  30→閉会16 :  30 

会 場 あまべ( 余部) 邸

( 大阪市福島区玉川 4 丁目 7 - 14 T E L06- 441- 6020)  

ただし大阪 ・地下鉄、千日前線「玉) l IJ 駅( 野田阪神の 1 ツ手前)

または国鉄環状線「里子回」駅下車、徒歩 5 分… 参加者には地図で

お知らせします。

講 師 深谷光軌氏( 外空間作家)

聞き手 狩里子忠、正氏( 竹中工務底、設計課長)

定 員 40名

会 資 700円

申 込 今回に限り電話にで 申込受付をいたします。

〆切、 11月28 日( 月) までに参加される方の氏名・勤務先名

. 年令 ・連絡電話番号 ・参加証送付先を建築協会事業課へ

お申越願います。ただし定員になり次第 〆切 ります。

( 事業課専用電話・ 06- 231- 9640)

参加者には12月 1 日までに参加証をお送りします。

A 作品 : 京王プラザホテル4 号街路歩行者テ' ッキ

かつての武蔵野の一角が跨憎のないたたずまいに変り果てた。

もし、水が湧き出るとしたら … - ーー ・。

日本建築協会会告一一一ー

過ぎし日に私の体厳した自然のしくみが抽象して鰻りひろげられている。( 深谷)

青年技術者特集号を 12月号に順延

第24回青年技術者特集号は、本号の 11月号( 省エネルギ特集と併

用) に予定しておりましたが、主と して経費の関係上、 12月号に順

延させていただくことになりました 。 ( したがって 、12月号予定の

「水」の特集は、昭和53年 2 月号に] 1 限延します。)

なお、青年技術省特集の掲，1夜内容については一切変更ありません。

以上、よろしくご了示のほどお願い申しあげます。

社団法人 日本建築協会編集委員会

平板型太陽熱集熱器のパイオニア

闘

昭 和 アル ミニ ウ ム 株 式 盆 杜

建築 と社会/ 1977年II 月号 1  



」一一日本建築協会会田

4神戸・三富市街地改造事業フ。ロジ、ェクト

セミナーと A棟新築工事の見学

昭和41年に着手されたミ神戸 ・三宮市街地改造事業とは、戦後の

土地区画整理事業でできなかった建物の整備と公共施設の建築を同

時に行い、土地の有効利用をはかるとともに、三宮を名実ともに神

戸市の表玄関にふさわしい街にっくりなおす、いわば都心の新しい

顔づくりとして注目されております。

事業区域は、全体を 3 プロ ックに分け、すでに45年 4 月に「さん

プラザ」 … ( 本会で竣工前に見学) 、 50年 7 月には「センタープラザ」

として 2 地区がオープンしており、残る第 l 地区A 棟の工事もまも

なく完成を迎えようとしています。

この三宮市街地改造事業は、総合的な衡の体質改善をはかり、都

心商業地区としての魅力にあふれた ミまちづくりミをめざして 10年

有余の粁余曲折を乗り越え、ミナト神戸の新しいと顔との誕生とし

て各方面より期待されていますが、今回、神戸市都市計画局のご厚

意により、都心部の再開発事業についての意義を含めてのセミナー

と合わせて完成間近の A 棟新築工事の見学会を開催することにいた

しました 。

奮ってご参加下さい。

見学に際しでは鹿島建設株式会社にご協力をいただきます。

日 時 12月9 日( 金) 集合14: 00→解 散16 : 00 

集 合 場 所 セ ンタープラザ 1 階西階段付近・目標会旗

ただし、神戸・三宮、国鉄・阪急電鉄「三宮J 駅の南側、西寄りすぐ 。

( 集合場所は右下の地図 をご参照のこと )

員 40名

費 300円

込 往復はがき 1 名に 1 枚限りとし、はがきには氏名 ・勤務

先名 ・所属部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名・郵便番

号を記入し、「三宮の再開発事業」と明記の上12月 3 日( 土)

までに建築協会事業課へ。

定員を超過した場合は抽せんにて決定します。

定

会

申

〔三宮市街地改造事業建築概要〕

所 在 地 神戸市生回区三宮町 1 - 2 丁目

地 区 名 第 l i也区A 棟

第 2 地区B 棟 第 3 地区C 棟

( 七 ンタープラ ザ) ( さんプラザ)

1量 骨十 (栂日建設計 ( 掬日建設計 世帯日建設計

￱ｾ＠ 工 鹿島建網悌 清水建設側 ( 掬竹中工務底

敷地面積 3.76伽f 5. 910m 6. 76伽f

建築面積 3.  690m 5. 850m 6. 60伽f

延床面積 32. 34伽f 55.20伽f 55. 00仇-r1

f持 造 S R C造 S R C造 S R C造

続 模 地下 2 階、地上 7 階 地下 2 階、地上19階 地下 2 階、地上10階

工 期 昭和51年 1 月- 52年12月 昭和48年 1 月- 50年12月 昭和43年11 月- 45年12月

守三宮の厳しい S つの頗. 1 . : より A 線、 B鎌( 1r ン 11ープラザ) 、c. ( さんプラザ)

2  

4建築 8 団体合同新年交礼会

恒例により建築 8 団体合同の新年交礼会を下記のとおり開催いた

します。相互廻礼の煩を省 き、一堂に会して年頭の祝辞を交換いた

したいと存じます。

日 時 昭和53年 1月4 日( 水) 午後 1 時30分- 2 時30分

会 場 大阪コクサイホテル 8 階宴会場( 東区内本町)

会 費 2，000円( 当日欠席されても会費はいただきます。)

申 込 12月15 日までに会費を添え、本会 (541 大阪市東区北浜 3

- 37 日本建築協会総務課 T E  L 06- 231- 9648) へお申込

み下さい。参加者名簿を作成いたしますので〆切日を厳守

願います。

昭和52年中に建設関係功労者として叙勲および褒章を受けられた

方を招待してその栄誉を祝します。

共催団体

日 本 建 築 協 会 大 阪 府 建 築 士 会

日本建築学会近畿支部 日本建築家協会関西支部

大 阪 建 設 業 協 会 日 本 建 築 材 料 協 会

大阪建築士事務所協会 大 阪 建 築 設 計 監 理 協 会

( 昭和53年より 8 団体の共催となりました )

4 会員忘年懇親会の中止と「建築クラブ忘年

懇親会」開催お知らせ

恒例の日本建築協会主催、太閤園における会員忘年懇親会は本年

も諸種の事情で中止することになりましたが、会員有志、で組織する

建築クラプの忘年懇親会が、下記のとおり開催されますので、ビジ

ターとして参加ご希望の方は、 11 月30 日まで協会事務局建築クラブ

係 (231- 9648) まで会費を添えてお申込み下さるようご案内申し上

げます。

記

と き 昭和52 年 12月 13 日( 火) 午後 6 時 - 7 時半

ところ 大阪グランドホテル 3 階エンパイヤルーム

( 北区中之島 2 - 22新朝日ピル 202- 1212)  

会員有志による崇品のご寄贈により豪華商品の当る抽せん

会を行います。

会 費 6，000円( ピジター料)

定 員 150名( 建築クラブ会員を含む)

集 令 揚 対

ゼユ? ー 7
o
'?グ l 時 台 時 段H .t!L
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表紙デザイン ・ 吉引顕久 Ｈ 竹中工 ｦｾｬ［ｬｩ Ｉ

イヲリアのアッシ ジ

サンフランチェスコ大聖堂

・12月号特集/ 第24回青年技術者

. 1 月号特集/ デザインの動向一新旧のコントラ

スト

・2 月号特集/ 水

・3 月号特集/ 計画特集

おことわり 青年技術者特集はこの 11 月号の予定

でしたが、都合で 12月号に順延します。 したがっ

て、 12月号予定の水特集は明年 2 月号に順延しま

す。

編集委員会 (昭和52年度 ) 0 印刷委n長6 f. 1I幹事

編集委員長 j  横 川 隆 一 ;  柳生研太郎
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ru 回 祐 j 怯 村 茂 樹 J刻 川 康
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三1m二三男 :  中 塚 {古 i  岡 町 i前夫

山 悶 幸 一 : 6中 東 達 男 ;  桑 田 和 IIJJ

波 辺 志 j ・設備分科会 j  下 iiiJ 宇1i 一

編 集 委 員 j  河崎孝太郎 i  杉 村 勝 三

・作品作肋'J ，t l!合 j 河 津 隆 之 j  十 倉 殺
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. 建築計画

阪急グランドピ Jレは、阪急電鉄の村正回駅拡張移伝

によ って生れた旧駅跡地 に計画された接合高層建

築である 。 これにより 、 阪急t'lIT欽 の梅 田 ターミナ

ル整備，1i 回 は 完 了 し 、 昭 和 初J! J J より半世紀にわた

って築き継がれてきた締 田 阪急 ピ ル の- )ili の 工事

をキ冬えたことになる 。

この 計l曹l は!.IJi 機 能 を 一層 充 実 発 展 さ せ るべく 、 タ

ーミナ ｊ レ空 間 と百 Ｑｾ ｲ，ｴ ｩ をはじめとする簡ＺｉＧ￭Ｚｾ Ｏｬ ｮ の

融 合 を初恋! のベースとされた 。 したがって建 築の

基本計画は歩行者の通行混雑の緩和と安全の確保

を第一 の要点とした 。 とりわけ 駅 より大阪のメイ

ンストリートである御堂筋方而へ歪る歩行者は一

日約40万人といわれ、このため敷地中央に 1T;，¥Cl.18

m の大コンコースを 南 北 に1' t通 させ 、 これに 点 凶

街区 や地 下 街へ の サ ブ通 路 を後続させている 。 天

升 日 6. 5m、長され. J l 3 0 mのコンコース空間は、阪

急グループの建 築砕 を結ふ、街路としての機能を待

ンズとキャストアルミのきらびやかな光の帯をフ ウトと ＨＱ由度 の日 Ｂｾ t..、欽'l' j ラーメン 精 進 を係り 、セ

ァサードのデザイン基調としている 。 そしてベー ンターコア方式として 、 南 北 2 プロ y クに大きく

ジュ色の大型石とパターン貼の床石によ って椛 成 フリーな室空 IUJ を提供し得る 配 i E とした 。

された空IWは 、駅、 三 Ifi街からあ.'1 < - 1't したテー このような 彼合同途の述物にあ っては、とりわけ

7 tl: をも って泌出され た歩 行 空 II.I"J であり 、南端の 防災而からの西日成が重要である 。 コアを 挟 ん でI朝

日さ 1 8 m にl次抜けたグランドドームとともに阪急 北 に 安 全区画された平面形式とともに、両端の遊

グループのシンボル空r: nを形成している 。 ぜ ｦｾ 階段 と直結したパ ｊ レコニーを科階 ｼ用問 に設け 、

法準階の ｬ ￴ ｦｬ 途は大 きく 四 つのゾーンに分けられる 。 Ｑ Ｑ ｾ ｫＺ冬巡Ｇｩｩ ｦ ｧ 通路としての機能と、火災 ｈ キの ｬ￬ Ｇｩｬ ｬｩｊ 遮断

上 l宵の27- 31附 には 眺 望 を魅力とす る飲食腐な ど 効果を持たせて安全tt を雌似している 。 またこの

の営業庖舗 を、 22- 26附 に は 文化 教室 、美 容 室、 バルコ ニ ーは日光の直射をやわらけ｜空湖 Ｚｴｾ＿ｯ Ｚￍ を

会 議 室 、 クリニックセンターを、西側 を既 存 建 物 軽 減するとともに 、窓ガラスなと' の i"，'i ｦｾｬｾ メインテナ

に巡 られ る 6 - 12階 に は 解 放 式 スキ y プフロアー ンスにも 利 用 されるなど、品ff 特れ E史上 にも 大 きな

型 の 駐 車助 を配 し、そ の J-l aの 中 層 部はff 事 務 所 用 役 ［ＱＱＱＱ を ｪｬ｛ っ ている 。 そして ｆ 層 Ｚｾ ｉｓ のオー プン 方式

途で柿成されている 。 またアプローチの容易な I也 の_ UW.J-11とデザインの調布l を閃り 、 i¥l i ，、グレーの

下 Ｑ 階より地上 Ｕ 階には銀行など託 Ｚ Ｚ Ｚｲｭｾ 客告 ＱＱ 分を 外 装 色 とともに 、 彫 りの深い陰影でまとめた終調

配して、それぞれの階の牛I'i ' t を活かした用途椛 j戊 とリズムをフ ァサードの基調としている 。

とな っている 。 エレベーターもこれら用途織 成 に わが同においては、ここ 10年 ほどの r: :1 に数多くの

応じ 、市府 多目 的 階用 、 中 府 事 務 所附斤i の 2 パ ン 日層ピ Jレが建設されたが、それらと比較しでこの

ち、防災上のき，Hl hともな っている 。 阪急グランド ク各 Ｗ 台 をｾ ，Ａ，Ｇ本 としている 。 阪急グランドピ Jレは、商業ピ Jレとしての多綴性、

ピJ レのj J lj 商はこのコンコースに向か つて聞 かれ、 基準階は多微な用途椛/ & に対応し 、柔 軟 な 形態 を 立地特性の複 雑 さ、 工 事 上の l殺しい1I i 11約条 f' 1ニなど 「

対面する 百 貨庖のショーウインドとともに、プロ 探り得るよう検討された 。柿 造 面 では内 部 レ イア を克服し、梅聞のJ也に実現したかなり特災性のある

電気訟備 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 T E L  06- 375- 6000 

電気訟備 栗 原 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区高 垣 町 16 東 阪 急 ピ ル T  E  L  06- 3 13- 1101 

電 気 訟 備 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 大 阪 市 福 島 区 福 島7- 22- 8 T E L  06- 452- 1151  

電気設備 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 ト 10- 17 T  E し 06- 44 ト 8231

電気訟錆 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪市 淀 川 区 新 北 里子 1- 4- 21 T  E  L  06- 302- 0231 ( 代)

空 調 設 備 高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 阪 市 北 区 芝 田 町55 北 阪 急 ビ ル T E し 06- 372- 2511 

空調Z量傭 株 式 会 社 大 気 社 大 阪 支 底 大 阪 市 北区 中 之島 3- 5- 1 住 友 中 之 島 ビ ル T  E  L  06- 448- 5871 ( 代)

給排水衛生設備 株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底 T  E  L  06- 458- 3531  

昇 降 機 訟 備 三 菱 電 機 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 大 阪市 北 区 梅 田 町 8 西 阪 神 ビ ル T  E  L  06- 347- 2274 

1，日日O K Wガス空ービン

発 電 装 置

石 川 島 播 磨 重 工 業 株 式 会 社 京 都 田 無 市 向 台 町3- 5- 1 T  E  L  0424- 66- 1255 

.... 



建築であるといえる。力日うるに見12移伝計 i!!!1 から数

えて 17年 間 にわたるターミナル践的事 業実現のfT

izf には、 ! 細菌特有の着実な社会的風土性を感じさ

せる 。 この建物の完成により+ 毎回界限は新たなス

テ ップを迎え、阪急グランドピルは周辺の再開発

事 業 促 進の伐としての役割l を果していくものと想

像される 。 ( 木村幸司/ 竹中工務 J;5本応)

- 構 造 計 画

この建物は天満砂際廓に直後 2 .0m のベノト杭に

より支持させている 。

平 筒 形 は 計 画 1: の基本条件、間造的な安全性と経

済性の配底の下に、短辺方向 2 スパン、長辺方向

9 スパンの位:'i l] りとし 、椛途上噌ましい対初、形と

なっ ている 。 しかし、 6 階から 12附に至る! J : . I II .tJJ.;

{tlS分はスキ y プフロアーを椛 成 し然椛形態が多少

綴幸f( であるが、動的解析を含めて充分な安全性の

検討を行っている 。

椛 ｩ 主干 ｾｦｩ 別は Ｒ 階以 下 は鉄 ｦｩ 鉄筋 コンクリー卜造と

なっている 。 これは周辺既存建物との接続、比較

的 階高がおくかっ変動 のあること 、さ らに 高制l力

位 の24害の教訓などを勘案して、できるだけ変形

の少ない岡1m骨造 とするためである 。

建物の主体である 3 階以上のあ骨造は充分な籾聞こを

持ち、かつ比較的峰抵で純工性の良い鉄1 ' j- ラーメン

構 造 とし、床) 坂はデ y キ プ レ ー ト 捨 型 枠、105mmJ' J

の軽虫コンクリートで、梁 と は ス タ ッ ド ジ ベ Jレに

より緊結されている 。

大梁はプレート組立の I 形 断 面 で 梁 成 は一般 附 で

80cm、才反 j平lまフランジHでト16- 4αnm、 ウ エ プ 材 で

10 - 1伽 mである 。位は然椛が比中止的大スパンであ

ること 、 スキップフロアーのｾＧｴ ｩ ｬｬＺの偏在による振

れに対処するため、経済的で剛性の日れ、 ｂｏｘ ｊｦｾを

用い、位成は 60- 75c m、板厚は 19 - 7伽 mとな って

いる 。 小 梁 は 設fliii 配1Y上 の 配fをよりハニカム梁を

用い、スパンの長い大梁の俄座屈を有効に l坊ぐ位

置に配置した 。 なお、柿造wの一次固有周WIは、

短 辺 方向4. 4秒、 長辺方向 3 .6秒 である 。

( 森 本 将 / 竹 中工務唐木応)

十

. 設 備 計 画

設備計画に当 っては、' 8 エネ Jレギー化、防災設備

の充実、 ピル管理の省力化を基本方針としている 。

S'!J!，¥J m熱 iml として可逆型熱回収ヒートポンプ T A

C N E S - H R を採用 、全 'ZIT力方式とするととも

に、 ピJ レ内に共存する冷房負荷と暖房給湯負荷を

熱回収し 省エネルギー 化 をはか つでいる 。 また ti

エネ J レギーにはこのピ J レの外 在!l J -.の特 色 とな っ て

いるパ Jレコニーもピ Jレへの lオ射負荷を経滅する点

で大いに 干寄与している 。 防災設備としては、述E普I主

n 封I，t雫、排気ダクト自動消火設備、ガスもれ検知

総など端末設備 での持徴に加 えて、防災センター

内の総合操作主主を小型化し、フ ェ イ Jレセーフを j京

ｊＡｬ ｊ としてｾｾ Ｎ計見、操作の容易なものとしている 。 非

常泡源にはＧ鐙虫小型で起動の信頼性の ｾＧＺｪ t . 、ガスタ

ービン発電機を採用している 。 また 中 央 民 税 設 備

にはコンピ ューターを導入、膨大な .t 円相141I を的確

に処理し、保守人員の削減をはかるとともに、負

荷 予 il 刊誌ri Z I - なとに基く経済的 かっfii i車i化 制 御 を行

い、i "iエネ Jレギーに貢献しでいる 。

(荒 JI I一郎 / 竹 中 工 務 底 本 庖)

¥'  

抗 打 日 本 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 阪 市 東 区 本 町4- 4- 1 本 町 聖 子 村 ビ ル T  E  L  06- 262- 1761  

陶製床タイル内装タイル 伊 奈 製 陶 株 式 会 社 大 阪 支 唐

外装磁器タイル 45ニ 丁 鉛 岩 尾 磁 器 工 業 株 式 会 社

内装および外装 Ｈ ｂｬ ｾ Ｓｆ Ｉ タイル 有 限 会 社 関 西 タ イ ル 商 会

11イル打込バルコニーパネル

(13F より上階)

株 式 会 社 大 和 建 材 唐

T  E  L  06- 532- 6081 (イセ)

佐 賀 県 西 独 浦 郡 有 田 町 1288 T E L  09554- 3- 2111 (代 )

T E  L  06- 353- 6171 東 京 T E L  03- 56ト 1191

大 阪 市 東 淀 川 区 豊 里 町9 17- 3 T  E  L  06- 329- 2087 (代)

社 三 重 県 員 弁 郡 大 安 町 大 字侮 戸 字 笹 谷 T  E  L  05947- 7- 0821 

阪 市 住 吉 区 長 居 町 中 2 ー 1 7  - 2  T  E  L  06-694- 1070 

P Ca緩外壁プラス宮 ロイ

塗布 仕 上

サ ン プ ラ ス 建 材 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 空 心 町2- 92 T E L  06- 358- 3616 (代)

中高層 P C版外装版一式

オムニア版製造 ー販売
日 本 ハ ウ ジ ン グ 株 式 会 社 大 阪府 堺 市戎 島 町5 T 43- 1  T  E  L  0722- 21- 4345( 代)

硝 子 株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖 大 阪 市 東 区 本 町5- 4 ｔｅ し ＰＶ Ｍ ＲＶＲ Ｍ ＳＵ Ｓ Ｖ ｾＸ

硝 子 株 式 会 社 山 田 商 庖 大 阪 支 唐 大 阪 市 西 区 南 堀 江立 花 通 り6- 23 T  E  L  06- 53卜 6871

ヱルミン懇 日 本 工 ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 7- 9 東 洋 ビ ル T  E  L  06- 44卜 1978
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日'J 変 7江主主

32附

13併t

地 F 2  f!IT 

れ Ｇ ｉｈ ｾ ｾ 階 Ｓ Ｎ ＵＰＰｭ

372台

1171利48{ 1' . 31-J - lI ll利 52年 7 Il 

M ノ匂レコニー付 タイル. j " j 込プレキャス ト

コンク リー ト板

サ y シ 7 Jレミ盟十- t 1!i 解2 次 発 色

1* V  A タイ J レ

日で A L C 版 下I也フラスター、L E P

x 川 岩利｜ ｛ Ａ品 Ｍ ｴ ｲ 似 システ ム ヲ Ｇ ｾＱ Ｑ

22 K  V  3 1"1線 スポットネ y トワーク

22 K  V / 6 .6 K  V  4 .500 K  V  A  X 3乾 式

本 線 付ii f線 切J免) i 式

3 かi' lr

6. 6 K  V / 3 .3 K  V  

2 .000 K V A X I  ｾｚ 孟 ｴ

6.6 K  V / 440 V / 254 V  

1  .750  K  V  A  X  2  ｾ Ｚι 孟 ｴ

6.6 K  V / 440 V / 254 V  

1. 250 K  V  A  X  2  位 式

6.6  K  V  13  .  3  K  V  

l 、500 K V A X I 申t 王t

6 .6  K  V  1440 V  1254  V  

1  .500 K  V  A  X  2  (iZ3' ¥ 

It!.!. に 3)6 200 V 、1)6 100 V /Il タイト ランス Ji ti ti

非 常 用 発 ，E機 ガス ター ビ ン発 泡機

3 )6 3  ¥司1 6 .6 K V 1. 250 K V A  

直流' i U淑 全 市 ｬ 別式鉛 告 書 Ｇ ＮＺｬＮ Ｑ ｾ 也

100 V !TJ  700 A  H 、900 A H 、800 A H  

. 給 排 水 衛 生設 備

給 水

受 水何i 800m'  ( コン 7 ') ー ト製I也 F 2 附)

給 水 ) J 式 虫 力 式

給 水 ゾーン 32- 23附

22- 11 附

10- 地下 3 附

Jμ 亦 ポ ン プ 125 )6 X  2  .000e/ m i  nX  160mX 90kwX  2  t; 

江:j先: ノjくhl v

給 湯

給 湯 方 式

65 )6 X  540e/ rn i  n  X  J  26m X  22k w X  2f， 

75 )6 X 680e/ minX 67rn X I5kw X 2f， 

30ni  X  2(11l'!五 I 附)

14ni  X  2  (24附)

13ni  X  2  (12附)

空気熱 ｩ ｬｾＡ ヒ ー ト ポンプよ り ｊ ｉ Ｇ ｪ Ｇ ｩ ｍ ｩｉＢ ｩ を経

内 装 株 式 会 社 阪 急 百 貨 底 室 内 装 飾 部 大阪市北区角田町41 T  E  L  0 6- 3 6卜 1381 ( 代)

シーリングおよび美装 株 式 会 社 大 協 建 材
T  E  L  0 6- 6 4 9- 4 1 0 5  

シポレ ックス
T E し 0 6- 5 3 8- 0521

気 中 塗 断 器

ノーヒ ューズブレーカ、分 電 銭

寺 崎 電 気 産 業 株 式 会 社 阪市阿倍野区阪南町7 - 2 - 10 T E L  0 6- 6 9 2- 1131  

高 低圧 配電 盤 . 監 視 鍍

制 御 盤 、分 電 盤

日 満 電 気 株 式 会 社 大阪市淀川| 区十八条3 - 19- 8 T E L  0 6- 3 3ト2261

全 熱 交 換 器

エコノベン ト

株式会社バーナーインターナショナル大阪営業所 阪市東区道修田T4- 31 大阪屋道修町ビル T  E  L  0 6- 2 0 2- 8 8 8 6  

400V級 乾 式 変 圧 器 ( ブランチャ)

業 務 用ラウンドミュージγ クシステム

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社 近 畿 電 設 営 業 所 大阪市東区高麗橋ト 12 和 幸ビ ル T  E  L  0 6- 2 0ト 1 4 2 1

宮ーホ' 冷 凍 綴 ーポ ン プ 株 式 会 社 荏 原 製 作 所 大 阪 支 社 大阪市北区中 之島2 - 2 2 新朝 日ビル T  E  L  0 6- 2 0 3- 5441 

T  E  L  06- 328- 5780 ( 代)

衛 生 ・空 調 設 備 用 ポ ン プ 株 式 会 社 相 互 ポ ン プ 製 作 所

安 芸 ビ Jレ T  E  L  0822- 44- 3671 

防 水 型 化 経 用 7 ンホールヨE

防 水 型 マ ン ホ ー ル 蓋 ・ 鋳 鉄 格 子 蓋

福 西 鋳 物 株 式 会 社 T E し 0 6- 541 - 2924  



て 給 iM kti *Nj 墨ノk 作 為 附 に 投 iFt 、 11 附 以 上はメメ 11 、ホ ー ス 14- 21  附 ベ リメ ー デ -

給協i ゾーン 32階、 12階、 I也 F 2 断の) I ';'i 劫何'i よ り れ 怖納給付 ( 3 附 1i J )

. 消 火 殺 備

F昔に給湯 ブ ー ス タ ー ポ ン フ

32- 23断 JI'y必l ¥"i3 .5nt

22- 12!'l'i ｊ 円Ｚ ｾも Ｎｽｨｬ ｴ ＡＳＮ Ｕ ｲｮＧ

6 - 地 下 3 附 J! 'j: iMh"j 2. 6rn'  

げil リIjJIJ ノk

125.O x l .600e/ mi n X I 16 mX 5 5k¥¥ 

l 附 にJ 2iFt

. 冷 暖 房 換 気 設 備

熱 源

以外l ii'j 火 怜 科附スプリン Ｗ ラー ｊｉ Ｇ 設 内ＱＧ ＱＱＱ 分 に ｬ ￬ ｾ［ｪ Ｇ ｾ c:':j J..'1f1J  

消 火 ポノ 7

空気品 ｩＯｾＡ ヒ ー トポ ンフ品 ＱＢＱ 収式

500 R  T 、400 R  T  (32問仇没 ;i 'D

75戸 X 750el min X  82m X  22k w 

75.O X 450el mi n X 47mX 7. 5k¥¥' 

65.O x 300e/ mi nX 5 l mX 7 . 5k¥¥' flJ: MI TI  

ス7 リンアラー 科附に設 ｩｩｾＨ ( 泡消 火 設 内 総1mを除く)

ス フ リ ン ク ラ ー ポ ン フ

150.O x 2 .700e  I mi n X 74m X 5 5k¥¥' 

1立!IQJ タ ー ボ 冷凍 機

650 H  T  ( 32附 設 内)

宅主1熱 ilMヒ ー ト ポ ン フ 熱川 収 式

400 R  T (J也 F 2  JI}'i )  

'，IH9J タ ー ボ 冷泌 機

300 H  T ( J 也ド 2 附)

150.O x 2 .700el m 川 X 59mX 45k¥¥' fl i 母島N'i 750m'  1  900m'  

150.O x 2 .700e/ mi n X 45m x 37k¥¥' 全然交J東部 II  fi 

i( oJi i'i 火 地 下 2 断、 5 - 11 階 ! H・11助 にl市lzii 式 泡 空 調 方 式

消火設ｾ j 也ド 1 - 1附 'it ダクト ) j 式 11 系 統

泡 消 火 ポ ン プ 地ド Ｒ 附 にｾ ｾＮ｜Ｑｉ幾 ｊ 生 ｩ ｊｬ

125.O X I. 350el m 川 X 104 m X 37k¥¥' 2  - 5 附 -' i1 . ・ダクト }j 式 6 系 統

ハロンプ'i' A 'Ilt 気 室 な ど 6 か 所 に 設 内 Ｑ Ｒ 、 Ｑ Ｓ 附にｾ，Ｑｊ Ｎ｜ ｊ 機 設 ｩ ｆｦ

1 階 に 投 ;Ef

2 2 - 31附

. 昇 降機 設 備

lii - ダクトおよび 7 ，" ンコイルユニ y

ト) j 式 、 点 Ily 2 系 統 イ ン テ リ ア

単 A ダ 7 ト) j 式 4 系 統

ベ リメ - 9 ー

7 アノコ イル ユ ニ y ト) j 式 2 系 統

インテリア

lji. - ダク トノj 式 16系 統

，:':jM川来f I I エ レベーター

I 断、 2 3 - 31附

20/、x 240rn/ rn i  n  7  Ti  

ＧＱＧ ｾＱ 川飛川 エレベーター

l  断、 14- 23附

20人 x 180rn/ rn i  n  7  Ti  

ｊｉ ・ ｾｩ［［［ 川ｾＨ＼Ｇ人 ＨＧＺｩ 川 エ レ ベーター

I也ド 3 - 3 2断

1. 350kg X 150m/ mi n 2 f .  

そ の 他 エ レベ ー タ - 8 t- i  

エ ス カ レ ー デ ー 16r- i  

(; 1，) 附 i主概要 ι ついては、「他都とやi 会 J '976' J'. 1211 }; .  ( 仰'I Jil の

ｾＨＳＰＮ＠ P.  63) と 1977' 1'. ' 11 };. (t岬i立の以 31. P  . 108) を参

J!(( f / ) ニと.

金 属 製 鋼 製 建 具 T E し 06- 482- 0101 - 5  

シャ ッタ一 株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会 大 阪 市 北 区 茶 屋 町33 T E  L  06- 37ト 41 51 ( 代)

防 火 防 煙 シ ャ ッタ ー 製 作 施 工 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社 社 大 阪 市 東 区 両替 町 1- 12 日 生 ビ ル T  E  L  06- 943- 6571 ( 代)

ドアーチェ ック フ ロ ア ー ヒ ン チf 日本ドアーチェック製造株式会社 T E L  06- 758- 1251- 6 

カ ー テ ン ウ オー ル ・金 属 装 飾 菊 川 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 靭

造 園 阪 急 園 芸 株 式 会 社 吹 田 市 佐 竹 台 ト4- 1 T  E し 06- 834- 0721

石 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖 大 阪 支 庖

ビジュアルサイン一式 株 式 会 社 び こ う 社

慶 内 外 広 告 全 般

飯富十施工

審 備 保 障 日 本 パ ナ ユ ー ズ 株 式 会 社

T  E  L  06- 202- 4905 

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 110 T E L  06- 313- 3741 - 5  

T  E  L  06- 942- 4012( 代)

T  E  L  06- 573- 2101 

T  E  L  06- 443- 2870 





32番街

飲 食 庖 物 販 庖

127 

会搬室包6

文化教室

美容室 23

ヴリニ ｾ ＿ 22 

センター

阪急 空ーミナルピル

国鉄高架線

断 面 図 1  : 2000 

• 
-

• .，. 

i

 

s

t

i

l

l

 

-

-

• 
• • 

• • 
‘  4 ・

.，. .・
.  .  .  .  
.  .  .  
.  

.  .  .  .  
.  .  .  

. ・

• • • • 

• • .  

ｾ＠

• • 
‘

 

• 
• •• • 

• 

•• 
• 
• 

・
.
・

、

.

.

 

・

¥

.

‘
、

• 

-
.  

-U

 

.  .  
• • -• 

‘、

1iE舟 ++  

]桝 軍

1階 平 面 図 1:  1200 

f打品船附.J"抗似肘ld似以tU比;h彩; ?汚;珍三 村州J川介|ド fI修l晦基 ("マ万引
E

勺J

|  川 i悩l正耐E臼i )引
1
刊( 引 T②.  ⑦. @ ，(8) ， ⑨ .  ⑩， (fi)) 

28階 (和 食 フ ロ ア ー) 平 面 図 1:  1000 

-
・桃'"



肥後橋センタービル

設 計 帝 人 殖 産

大 林 組

新 日 本 設 備 計 画

施 工 大 林 組

ｾ〆

. . /'  

ーーーーーーー



基 準 階 平 面 図

寸(0

① 

O  

L一; 宅百

[ ' " ' : 3 

事 業 主 帝 人 肥 後 橋 ビ ル 株 式 会 社

所 在 地 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1丁目 9番 1号

敷 地 面 積 2，860而

建 築 面 積 1，410ni  

延 床 面 積 24 ，560ni  

精 進 規 模 R C  ( 8 2) ， S R C  ( 8  1  - 1  F ) ， S  ( 2 F以 上)

8 2， 1 9 F，P  1  

工 期 昭 和50年6 月~ 昭和52年 9 月

これは l凡|つ附 筋に l師し地 ド$;1; 肥 後 的駅 1: 近く 初 公

l立|を1T  ＩｪｾＧ に ＧＱＧ 之 ん Ｓ を Ｑ Ｑｪ ｾ 下 にみる ｊ ぶ まれた ｊ 也 で 、 オ

ーナーの 1' t ピル:J !，. i l l i ，'1  Ｂ のｾ ｾ -'Fji として i泊所化 した

占 ｉ ｓ ＢＢ をより 効 市 Ｈ ｉ ｾ ｊ ' 快 適 に川川 するため 、 安 全 '1'1:

1 ， t; 'j 込

2  コミ 処 I' 制 定

3  タ ワ ー ハ ー キ ン グ

4  排 気 院

5  ター ノ テ ー プ ル

6  '  (O:i 捌jJ，j

i ， 1ま可1

8 ， 0  S  

9 ， P  S  

10 ， E  V  

11 附 '干

12 .  ｾＧｲＭ ｆ ｐＮＺｦｴ＠

13 ， ;1];孔可ぎ

14 ， E  ¥ホ ー ル

15 ， x. ン トラ ン ス ロ ビ ー

16 ， 止 Ｚ［ＧｽｾｴｬｦＧ［Ｚ

l i ， 8 mi l l 尚

18， !軒近

19 ， IIqつ紙 筋

20 ， ｓ ｾ ｉ ｔ＠

21 ， ¥V C  

④ 1階 平面図( 配置図 ) 1  :800 

機 ￭ｪｾ ｩＧ Ｑ を臼 標 とし た地上 Ｑ Ｙ ｭ の ， ＺＧ［ｪ ｊ Ｇ将 オフィスピ

Jレである 。 計画 と し て 総 合 設 付制度 を適月 l し公 11日

空地 を 卜 分に設けること に より 、 ＪＢ，を 円じ し ＺｾＡ いと

ｉ Ｑ 日 ｊ ，、のある広 土坊 をつくって 自 ｾ ｓ ，打環筑の向 上 を灰l る

だけでなく 、 凶区 の 11j: llfj}Eの 拠点 的役;iilJ をも 裂 し

て い る。 設 計 として 安 全性 ・機 能 性 ・総済的ーを 村

に旦 視 し、 手商 は七ンターコア 方 式のオーフンタ

イフにより 市 北 面 に分'，ii IJ し無 位 の ・F.f.五空 1/1] を従f J t

し、 どの.tM所 からもコア 内へ の ( 1出 会n'. 人り 及 び

二) j 向巡' i i ffi が可能 とした 。外 観はずイ Jレ打込 み P

C I坂の .i.!l J'j さと熱線 l吸収 ガラスのア Jレミカーテン

ウオールの粍 快 さを組 合 せ 、 ( 1と 'Hのモノトーン

によるi ! 'iitHさとシンフ ル な美しさを 引1った。 fl lI Jil 

は且単1品純'hな匁然J椛 とともに ，:目月い似 f刊う を持 つ3欽Hηi

メ ン村椛ii造i宣Eと大 円f径壬J拡広底わ杭Lのf印史mによる J北占E礎霊椛 造 と

て呼 壬 ｊ済斉 Ｑ七性 Ｑ笠 主 を 閃 つた。設 。 ｩ ｩｦ は ＡＡｉｾ 公 宇 ｾＺＧ Ｈ ￬ エネ ル ギーの

Ｎ ｉ ｾ ｉ＠ Ｎｩ ，から 屯気 プ ｦ ス ｦｪｦｊｔｉ の ＱＧ Ｑ ＱＧ リ ｪ 訓告 ｩ￮ｩ による Ｑｾｭ ｊ ｾ 湖 シ

ステムと 、防 災セン ターでの完全 小央i Il ll倒l方 式 で

防 災投uiii とともに 完 備 した 防 災システムを 敷 いて

いる 。 (ゴ?5良 鉄ー / 大林組本! 日

"1  2  I  3  

1  

|  

1  ， ｾｴ ｬｬＮＨより外相 ｴ をみる

2 公 IUI""! 也

3  ，銀行7べ車 市 附f!l:

4 ， }; I担l ホ ー ル

5.  ｾ ￜ Ｋ， ｪ コー ナ ー



三菱銀行西尊上院寮

設 計 施 工 戸 田 建 設



建 築 主 三 菱 銀 行

所 在 地 京 都 市 北 区 衣 笠 西 尊 上 院 町2 5番 地

敷 地 面 積 1 ，2 7 9 . 4 5 m 

建 築面 積 5 0 0 . 7 4 m 

延 床 面 積 7 0 4 . 1 0 m 

( 1階 ー4 8 9 . 9 3 m 2階 一2 1 4 . 1 7 m)

屋 根 ア ス フ ア ル ト ・シンクル葺

タ十 壁 ス プ レ ー ス タ ッコ 吹 付 コ テ 押 え

エ
期 昭 和51 年 10月 ~ 昭 和5 2年 6 月

|し

25 

配置 図 1 :600 

納 1;

2  .  ｾｉｉＧ 長 Ｖ r:: 

ＮｾＮ＠ n- flH人11'1;

4 .  D K  

5 .  1:1対

(; .  ｪ［ ｽｊｦｾ＠ t  t :i.e  

7.  1m f'i 1  

8 .  ｾｉ ， ｬ Ｈ＠

9 食，'u'INl

10. ｾ ｪＩＩ［＠

11 ハノ ケー ジ ル ー ム

12 .  Ｑｊ ｾ ｾぞ京

ｉｾＮ 食平

14.  ，t車It，fj 弔

15 受 l.t' J¥f語、t

16. j< IlJ，J;" ー ル

17.  j1'1.丘

18. テ ラ λ

19. Iff 

20.  1M ド

21.  N! ，司

22. パ明

23  パ ル J ニー

24.  'M +  

25  道 路

に合 ったものを 計画上 どのよう に 表 現 して い くか もに 、柏裁 も{!"1極 的 に取り 入 れ 、 玄 1¥l 1へ の ア プ ロ

ということを設 計 上の大きなテ ー マとした 。 ーチまわ り、 ホー J レに 而 した. l ' I ' 庭 、 さらには 談 話

シンプ Jレな 切 安居中艮 とし 、和風訴l に計 画するとと 釜ーからの外出11空 間へのつながりと い ったものに |

もに 、 外 :'111はよ山、 l副長 に?淳子茶色の 墜 と筒 紫で務ち 分配 ほ し、 近 隣のt U J;:t岐 にマ ッチ し た 泌 ち つ い た

つきのある 色 淵 とした 。機 能 的 には 、 寮室械 と共 族問 気づくりを ;f l'1
11i

l した 。

f rj . 符 f虫干点 とを 動 線 的 に1りl{i時:に 分 離すること によ (小 柳 修紘 / 戸 田辺 設株式 会社 大 阪支 !日

り、 プライ ハ シーの係 保 を日| るとともに 、 内 部 空

r: nもが ちつきがあり気品の あ るものでまとめ 、 と

かく lji ;U，lJ になりがちな 単 身 赴任を 少 しでも il'ij l 、の

あるものにするよう 心佐トけ た。

'I IJtl t よ り止:1剖を み る

ＱＺ ｉ ｾ ｊ ［ Ｑ ・ー ル Ｈ イ ｩ ｻｬ 引 は・ Ｇ ＺＡＭｦ Ｎ ｴ Ｇ ｮ ｦｾ 司 Ｙ

止、 l盟! ホー ル よ りj'I ' IUi をみ る

、'i ， Ｑ Ｑ 問地 は 、点目 ｾ ｓ の左大文字の 山初、令ｼ拡 ｬ 千 ｉ にほど 外 村 』 工 τ ｪ Ｑ においでは 、 Ｉ［ＨＱＱ 持地 の ￍｬｬｴｾＱｊ ｊ ゆえ、敷地間
日匹;

回目囚

食ｾ ｾ Ｚ、 ｊ 丸山宅

近い ｉｾｬ ｨＧ ￭ ｪ￭ な住宅 地 にある 。 こうした 恋 まれた 環境 問 の既 存樹 をそのまま 生 かすことに 傍 芯するとと
5 .  .It 州 よ り外/ 111 をみ る



. 2;nと 担 軽 要 を ど し ど し お 送 り 下 さ い 。

凡 ｦ ｾ ｊ ・ ｡Ｎ A斤花I也 b 敷 地 面 倒 c. ｩｬｬ 築而似 ､ 延而附 ･Ｎ ｴ Ｎｙｊ ｪＮ ｩｾｭ ｴ ｾ r 工 山1

1297 

13凹

13閃

18 

妙 見 宗 本 滝 寺 妙 見 廟

設 計 tlJ 美 設 計

施 工 奈 良 建 設

｡ 大阪府ｊｬｾ能郡能 併 町里 ｔＧ Illl 145 ー l f也

b .  Ｓ ， ＵＰＰ ＮＱ Ｐｾ＠

c .  856 ＮＲ Ｑ ｾ＠

d .  2  ，733 Ｎ ＰＸ ｾ＠

e.  R C . 4 F  

f  昭 和 51 年 7 JI - 昭 和 52 11' .  7  11 

岸 和 田 市 立 北 中 学 校

設 計 : 渡 辺 遥 築 事 務 所

施 工 : 才 門 遮 設

a 大 阪 府 i i! .fI 1  rn r! i  ｾｦ 木地開 ｲ 861- 1  I也

b.  Ｑ ＶＮＷＵＳ Ｎ ＷＴｾ＠

c  .  4  ，222 Ｎ ＴＲｾ＠

d  .  8  . 039 Ｎ ＹＶｾ＠

e.  R C ，一 部 5 . 3 F  

r . II百 事1 51 年 4 !l - " 円相 52 年 2 11 

欄

甲 南 御 影 ハ イ ム

設 計 甲 南 興 産

施 工 ・大 日 本 土 木

a 神 戸 市 点 灘 区 御 影 町 l出 家 ド 山 l到 69 ー 14

b.  ＵＰＷ Ｎ Ｗ Ｑ ｾ＠

c.  277 Ｎ Ｔ Ｙｾ＠

d.  758 Ｎ ＷＰｾ＠

e  .  R  C .  3  F .  121'" 

f . I I ({ 剥1 52 11'. 1  11 - II fl 訓1 52 11'. 6  11  

1298 

1301 

1304 

長 堀 新 興 産 ビ ル

殺害十: 創 美 設 計

施 工 : 小 坂 井 組

a 大 阪 市 岡 皮 肉 長 線 Iti jffi 1  r 白 5 1ft )也

b.  454 Ｎ ＷＰ ｾ＠

c.  358 Ｎ ＵＷ ｾ＠

d.  3  ，510  Ｎ ＲＵｾ＠

e.  5 R C . II F  

r .II 円 相1 ｾ＠ 1J'. 12  JI - IIfl 剥I 52 年 5 11 

大阪府立第4特別養護老人ホーム

設 計 . 大 阪 府 連 築 部 営 繕 工 事 諜

施 工 : 森 本 組

a  大阪 Ｑ 印刷 ｾｵｉ I付 加 :>>.11;[ 町、ド J t': 595 併 の l

b.  Ｑ Ｖ ＮＱ ＸＷ Ｎ ＳＵｾ＠

c.  1  .581  Ｎ ＸＸｾ＠

d.  3 .233. 29同f

e.  RC.  - ;11;5. 3  F  

r .  JI?{ 有1 51 年 11 JJ - - II({ 訓1 52 !J'. 6  11 

シ ャ ト 一 豊 田

設 計 創 美 Z宣 言十

施 工 : 浅 沼 組

a 大 阪 市 泌 述 lメ 花 開r 2  r  11 10  

b.  ＲＷＷｾ＠

C.  ｾｏｾ＠

d.  Ｑ ， ＵＰＰｾ＠

e.  R C .  7 F  

r .llfl 手11 51  1/，. 1  11  - Irrl 剥1 51  ij'. 12  11  

1299 

1302 

1305 

日 生 実 業 株 式 会 社 社 宅

設 計 創 美 設 計

施 工 ・ 大 野 盗 殺

a.  1次 [ 日 市 下 虫 111 丙 3 r  n  57 の 4

b.  Ｔｾｾ＠

c  ｭｾ＠

d.  ＳＳＰｾ＠

R  C .  3  F  

r. I I 7{ 府 I 50 1V. 8  JI -- II({ 府I 52 子/'. 1  J I  

門真市立第一中学校分校及び給食練

設 計 創 造 社

施 工 松 村 組

a.  I"J J. l  di '1
'

開f 1  0  [) 5  

b.  3 町835 ＮＶＷｾ＠

c.  1  .419  Ｎｏｏｾ＠

d  .  4  .663 Ｎ ｏｏｾ＠

c.  R C .  4 F .  P I  

f  .  ｉｉＨｾ 布 Ｑ 51  1/，. 12  11 - IIfl 剥1 52 (t'. 6  11 

シ ャ ト ー 鶴 見

設 計 . 創 美 設 計

施 工 大 末 建 設

a 大 阪 市 鶴 見 限 今 11l ' I' 4  r  11 3  - 1 他

b.  3 .700 .57m'  

c.  1. 787 Ｎ ＲＶｾ＠

d.  Ｘ ，Ｓ＼ ＱＴ Ｎ ＹＷｾ＠

c.  S  R  C .  10 F  

r .llfl -111 50 !J'. 12  11 - 11円 相 52 1J'. 1  11  
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仮設建築物に対する制限の緩和( 法第85条) について

非常災害などがあ った場合の家屋の応急の修繕ま

たは、消失した後に建設する応急の仮設建築物や、

建築工事を施工するために現場に設ける事務所 ・

下小屋、材料程局、あるいは、仮設の興行場、陣

覧会建築物、仮設1;!; 舗等、一時的に使用する建築

物に ついては 、建築基準法の総定をそのまま適用

しではあまりにもきびしすぎるので、その内容に

応じて法の帝 IJ 限を緩和している (表 1 )。 またこれ

ら各項目の内容については、その取り扱い、適用

の仕方が明確でないので法85粂 2 項後段( 工事姥

工のための現上場事務所) に該当するもの、 85条 4

項に該当する仮設建築物について、その取り扱い

要綱を定めて運用している。

1 . 建築物等工事を施工するために現場に設ける工

表 1 仮設建築物の適用範囲

法第85条第 1 f(i 

( 防火地峨以外)

I.il l 乃

図、地 }J 公共FH

対車と骨る仮設建察物

体、 赤 f 字社が

災害救助のため

の建築

W. 2  }} 

被災r. が建築す

るもの@伽イ以内)

3 ヵ n

ｉｾ＠ 遺 山l 1111 

杵可ー 2 年以内

イZ
1:' 

許 可 の 嘗 百

G川こ)
える時、1 : '

値 {蔀認6;;' の革 1要8晶) 否
不 哩

liI 高7岳 連険査事と物使に用関車す認る

困 窮12呆 定 期 報 告

宿 高15;;' 届出および統計

節 目 長 計 画 通 知 関 係

高 ＱＹｾ 位地の衛生安全

高初ｾ構造耐 ｨ

描21長 造止、処原模倒建、物外的情唆

ｗＮ ＲＳｾ＠

高箭224533長佐木本造遺).;符縦速傾の向外外壁照

部26，拒防 大 明

均沼27呆一 耐ベl ! 筒き耐t控F にすIl! 

部 ＲＸｾ 居室町採光換 ￱

筑29来 日 ｾ￭ｻ＠

串Ｓｏｾ地階の底 ｪｬ 摂止

車 部31i長 I要 所

f  

1 都33l 長 選 前 設 備
r、z

市高 ＳＴｾ 叫 降 慢

て

高 ＳＵｾ 特注町避雑防火

革 ＳＵｾ の Ｒ 特注内接 過

酷35，長田3 煙のド窓軍情居 ｩｾ 室部 m 

第36長中 19部6長に聞 す

る $ }
さ

令 21 "  

今 26φ 

れ

'争 31 今

(t 

4砂 33 今

t 、

"  34 '2  I(i 

.  35φ 

高 ＳＷｾ 漣悪材料の品質

高39l 長 提 存 危 険 医 域

ｷ吟 ｾＴＰｾ 免 、I申車l 五F公H 共H同J 体的111 

日品ｾ I  W，63旧 米 免 防何回火恨犠の防不止燃地峨化

出6節 翼 観 地 区

1}  上Ze以外的蔀 3 車問組定

Sf 令Er 令の22.28. 29. 30. 37. 46

49.67.70 ' 章八節 112

ｾ［ｬｬＱｾ 五世田 ーほＹ＼ＧＩ ＱＳ の Ｒ

ｾ￭＠ 1129町
13抑 3

ヨた 令の41. 42. 43.48 5 皐

第 8 5条第 2f( i 第 8 5 条第2 f(i

，jiJ 段 後 段

山富時的公縫上 工事 総工のため

必要企応急、建築 の現助事務所.

物 材 料:l U.品等

3 ヵ 11 工 Ｉ ｊ ｉｉ ｾ 1: ' する

持 "f - 2  年以内 l問 11/1

不 要

不 ｾ＠

える H阜、書〆

不 要 不 要

x  

x  

x  

x  

x  ( 91(i は適用〕

通 JII

×  

適 削

×  

i車 m

遮 用

適 ITI

適 用

?草色

x  

通 111 ( 2fl1は x )

x  

i車 111

i直 111

×  

×  

×  

×  

×  

×  

×  

x  

〉え

×  

x  (SOrrl をニ えるものは適! 日)

×  

x  

ヨ巴

x  

部 8 5  ｾ 長ＱＮｩｬ Ｔ ｊｦ￬

仮設興行湖、問

覧会建築物、

仮 設 l占 舗

そ σ〉 他

l 年 以 内

Ｈー ニ ｾ Ｉに代える 建

はその ｛ｊｊ ｾ

1111 

宮

事

適 m 

×  

適 月l

適 朋

適 用

適 用

×  

×  

×  

×  

適 問

遮 附

適 m 

×  

遁 閉

適用 ( 2I1i は x )

適 111 

×  

×  

適 ITI 

適 III 

適 川

適 m 

通 用

適 lfI 

適 用

適 111 

適 111 

過 ITI 

x  

通 m 

×  

×  

適 m 

事用仮設建築物( 恵務所、下

小屋、材料置場、従業員宿舎)

1. ) 法85条 2項に該当する

と認められるもの

i ) 建築工事現場事務所等

a ) 工事現場の敷地内に当

該施設を設置するもの

画割;

b ) 工事現場の敷地に接し

ている他敷地内に当該施設

を設置するもの

巳ニイ寸万芳芳ヨ 1道

ｼ百 Ｑ 語Ａ監 ｾｉ 路
L 一一一」ー一一一一一」

c ) 工事現場の敷地に道路

または木路等で分雌されて

いる敷地内に当該施設を設

iFt す るもの

ｾｬ 喧
d ) 工事現場から当該施設

が設置されている敷地まで

の距離が半径 300M以内に

あり、下記の要件を満足し

ているもの

イ 当該施設が設置される

敷地は、幅員 4 M以上の道

路等に接していること

ロ 当該施設が設置される

倣地は、工事現場か ら容易

に当該施設を兄通すことが

できる所に位置しているか

または、工事現助の敷地に

接し ている 道路の延長線 (直

線またはこれに類する曲線

等)1こ当該施設の数地が接し

ているか、または、それに

準じていること

ii ) その他の工事現場事務

所等( 道路、土木、ガス、電気

a) 工事現場( 単一工区) に接している敷地 に当

該施設を設置するもの

b ) 工事現場に接していない敷地に当該施設を設

位するものについては、当該施設は、工事現幼か

ら、ド径 300 Mの範囲内に設置するもの

2  ) 法85条 4 項に該当すると認められるもの

l ) 建築工事現湯事務所等

a) 工事現幼から当該施設が設置されている敷地

までの距維が半径 1，000M以内にあり、下記の要

件を満足し ているもの

イ) 当該施設が設置される敷地は、幅員 4 M以上

の道路に俵し ていること

ロ) 市街化区域内に工事現場がある場合において

は、当該胞設は原f ! IJ として市街化区域内に設置す

るものとする。

ハ) 市街化調整区域内に工事現場がある場合にお

いては、原J ! l J として市街化調書E区域内に設ぼされ

る当該施設の敷地は1000m' 以下とする 。

ニ) 第 1 極住居専用地域内に当該施設を設ほする

ぬ合は、 l点目 IJ として附近住民の同意を取るものとする 。

ii ) その他の工事現場事務所等 (道路、上木、ガ

ス、屯気等で工事が道路敷等 t で行われるもの)

a) 工事現幼に接していない敷地に当該施設を設

位す るものについて は、当該施設は工事現場から

半径 600Mの範囲内に設置するものとする。

このよ坊合においては原則として当該工事引場の位

註する市町村の範囲内に当該施設を設位するもの

とする。

b) 工 'JJ の施工上、工事区域を設定し工事を行う

場合においては、当該区域内に施設を設位するもの

2.  85条 4 項に該当する仮設建築物

a) 仮設庖由m

銀行、商庖等の用に供する建築物で、主I ! て伴えの

聞の一時休業等により、近隣住民の fl J ( 更が符しく

損なわれる と認めら れる施設であ って、 下記の条

件を満足するもの

イ) 仮設庖舗の設置位置は、逮て伴え庖待I i から半

径 300Mの範囲内であること

ロ) 建て答え底舗は、確認済みかまたは市町村お

よび府の受け 付け済みであるこ と

ハ) 仮設応舗の規様はおおむね建て伴えを行う既

存l苫舗の焼成以内であること

b ) 展示住宅等

イ) 規給型・…・・・・・量産型住宅等の展示

ロ) 分液マンション ・・・ 仮設展示場に ついては 本

建築物の間取りとほぼ同程度 の間取り にオ¥: Fの管

埋ス ペースを合め た計画面積内であるこ と。木建

築物は ｾｲｬｩ ｾＱＡ Ｎｩ 斉みまたは市 町 村および府 の受け 付け

済みである こと

c ) 郵便局附属建築物

イ) 対象純設・ ・・冬期 (年賀) ・U J1J l 用郵便物の仕分

け、保管、並びに関係職員の更衣、休厄!等に供す

るB包，i支

ロ) 使月J J t j ) 聞は原則として

l冬 則 附 初 旬 か ら 1 月中旬

U熔J 6 月中旬から 8 月末

d ) 選J信用事務所

使用IY1HjJ は告示 日から投票日の 7 Fll ままでとする 。

e) 小 中 学 校 仮 設 校 舎

存続期間については建符工事期間中とする 。

f ) 海水浴場等の敷地に設置する広告I i 等

使間J!:JlHlIは 6 月初旬から 9 月末までとする 。

( 大 阪府 建 築 部建築 指 導寝 山 田 為 行)



〈鐙築技術者への従 ヨ〉

児童公闘考

( 株) オオパ大阪支 1. 1:i .Hz. t十日11 下 角喜 由

今 あ る 児 童 公 園 の 多 く は 、 児 主 の 要求 を本l 1i

lこ? 尚たしたものになっていないようです。 n

本の郎市のオー プ ン ス ペ ー ス が少 な い という

こ と は 言 わ れ て 久 し い こ と で す が 、 そ の 少 な

い ス ペ ー ス の ひ と つ で あ る 児 蛍 公 園 が 質 的 に

も 編 め て 問 題 を 持 っ て い る と 思 い ま す 。 お と

な は 盆 殺 を な が め た り 、 き れ い に 幣 (rii i された

遊 歩 道 を 散 策 す る だ け で 心 を な ご ま せ た り で

きますが、 子供はそんなものには興味を示さ

ないものです。も っ と動的なもの、 子供とし

て の ク リ エ ィ テ ィ ブ な も の を 求 め て い ま す 。

小さなスペースにブランコやイ沙助やすべり台

を並べて、その造 ｊｦｾ 岡山置をいじく ・ りまわして

いるだけに車冬わっているようです。 そして必

ず「球技はやめましょう」の手守板を立ててい

るのがおちです。 幼 児 遊 園 と し て の 機 能 か ら

一定の施設は必要でしょうが、 ρj とlli9c は 戸 外

で遊ぼうとしなくな ってしまうでしょう 。 子

供に枠のはま った遊びを強いてしま っている

ことにおとなは気づきにくいもので、す 。

子供はゴテゴテしたものを白いていなし、広Ｎｲ ｪＯｾ

の ) J が 遊 び や す い も の だ と 思 い ま す 。 そこで

は 一人 ぽ っ ち で は な か な か 遊 べ ま せ ん 。 Lj - え

られたものを 目主受 す る だ け で も 遊 べ ま せ ん 。

友達を作り 、 遊 びを (1 分速で行1mしなければ

ならないのです 。 従来の幼児公| 必以外にも f

供 述 が 集 Il- Iで 遊 べ る よ う な ( 遊 ば な け れ ば な

らない) 広助を tj 今えてやりたいと思います 。

土 木 で 政 地 造 成 段 附 で 法 I菌ができます 。 今ま

では大法面は別として" 百さ 5 m以内の日、子は宅

I也z彩をあげるため 、ノd本石干氏側H設などで処f'll

さ れ て い ま す が 、 緑 化 の た め に も 法 而 処 埋 が

I l f ましいし、 子供の遊び場 としての斜面不IJ!TJ

も考えられます。 l映 像 文 明 と い う こ と で チ 供
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読者の頁

に マ ン ガ や テ レ ビ ぱ か り 与 え る こ と は 危 険 な

ことであるように、 jこf共がr9
'
llnを作って集同

で遊ぶのが下手だからということで、 一 人 で

J.rt.J ごようなも σ ) ( ; f かり与ーえることは、世子まし

くないと jd、います 。

児 lIi 公図のことを取り l二げて 話 が 狭 い も の に

なりましたが、自 ｾｬ 市計画全体で、も、文化的で

快 適 な 住 環 境 を ulJ っ て ゆ く た め に 建 築 技 術 者

や プ ラ ン ナ ー に ぶ せ ら れ た 課 題 は 非 常 に 大 き

い と 思 い ま す。 行政的な制約も多いでしょう

が 、 単 に 外 国 の 例 を あ げ て JI 本 の 現 実 で は 無

f理なんだと、 とどめるのではなく 、そのE盟主E!

の 実 現 へ の jlliif1J拘 としての t活動もプランナー

に求められている 1I t - 代ではないでしょうか。

頑張 って ド 郎 、

( iI! 策伎術者への鎚 e。

建築と 設備 の真 の統轄者を

， Ｈｩｦｾ＠ 工業( 株 ) 大 阪 支 1.'; ＮＺ生，ｦｉ ＧＺｾＱ :}Il 次 長 香川 英 則

近 年 、 建 築 に お、け る 設 備 の 比 重 がJMし、その

内 平手も '..J 度 化 し 、 し か も 被 維 に な ってくると、

どうしても ｾｮＢｊ 化せざるを Ｑ 号なくなる 。 設備

な ど 各 分 野 の '!l- 門 技 術 を 駆 使 し て 計 画 す る 建

築 佼 術 者 は 綜 介 的 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と し て

Jj;/: た る も の とfa - じている 。 ところが皆目では

狭 設 の 建 築 技 術 岳 、以11 ちデザイン、椛造、設

備 と 大 別 し て の デ ザ イ ン の み に 偏 重 し た 視 野

で、の 判 断 しかしないものもいる 。

辿 築 の 静 ( 空11:1 ) 、技術の if1J (機 能 ) と言 わ

れる ｾ ｉｉ く、それぞれの特性は常識ではあろう

が、最近のような昏迷J ! : I Jの低い主主築需要のな

かでは、そのイ ニシャ ルコストを Mf ; g，先に考

えでの，: i f'iilflになりがちで、 fl 先だけの効率に

追 わ れ 、 設 備 の 機 能 保 持 、 保 守 点 検 、 部 品 の

交 J換などを身l芭に入れての，l ! -I叫が少ないよう

に 思 う 。 竣 工 叩lキの設備性能はよく冷える、

H友- まる、明るい、ノ'J ，がよ く山るな ど、その 11寺

ｽ，Ｇ，ｩ，での ｾＧｾｦｩｬｬｩ は ｲｾｊｩｬ Ｚｊ ｴｉ ｉｦｬ ｈ とのｼ問イＪＧもあ って 、ま

ず ‘ も っ て見 ｬｾ かろう＿芹はなし当 。 また、 {-X'f. f:でb

今削 “ 読者の頁" では、 「建築技術書への提言」

のテーマで、建築技術布以外の }J (主主築技術者 と

→絹 lこ仕事をしておられる) ] 、 よく 桜触される} ] 、

j"l らかの形で| 地f系をもたれたことのある) i ) か ら、

建築技術者に対して抱いておられる印象、批判、

注文などのご怠: 兄を述べていただきました。

( 投品11側 小 委μ 会 )

り主主えは余程慎重に建設当初より考えておか

ね ば な ら ぬ も の で あ る 。

また 、 施工 に お い て も 、 工 程 に し ろ 、 納 ま り

に し ろ 、 建 築 と 設 備 は 真 に 対 等 の 立 場 に あ っ

て 、 互 い に 歩 み 寄 り 協 調 す べ き も の が、現 笑

に は 遊t慨 し た 状 態 に あ る の は 、 や は り 良 の 統

戦 者 が 少 な い と こ ろ に 起 因 し て い る の で は な

カ、ろうヵ、。

〈 悠ｾ伎術者への 従 ＺＱＩ

画一性よりの脱皮を

信組化学工 業( 株 ) 大阪支防司' 4 幻 業 部 部 長 倉 橋循倍

建築技術主? という文字は、技術的、論則的、科

学的 iJ!i J商 を迎恕させる 。般 か に 指 向 す る べ き

jc.たる内容は、 f:述 の 簡 を 光 分u:市たしていな

け れ ば な ら ぬ こ と は 言 う ま で も な く 、 引 に 1行l

分里子に於る発展はすばらしい 。建 築 技 術 の 本

i荒としての活動ぶりに草色大なる m目宇を: 乏した

し、 。

更 に 、 技 々 は一 歩道んで、かくも{ 愛れた問技

術 布 の 行 動 の 精 神 的 パ ッ ク ボ ー ン に 、 現 代 の

文 化 人 と し て の 紫 養 と 誇 り を 侍 っていて此. い

たいと念願する 。 こ れ は 個 人 並 び に 業 界 全 体

の 問 題 で も あ ろ う が 。

現 代 の 社 会 思 潮 は r ( j 然と社会の，l ) ，¥J . f 日」にあ

る。 に も か か わ ら ず 札 幌 も 点 以 も 、 似 か よ っ

た郎市景観を宅している 。 占nl di とl品村、 U.J村

と較べてみると、 ｩ 泣近の 古 ｾ ｬ di的i U ! 築線式の山

村 、UI 村 へ の 泌 透 は す さ ま じ い 。

「建築はH寺it の 反 映 」 と 言 わ れ る が 、 こ の ま

まで良いのであろうか、 J是々は多大の長選問を

感 じ て い る 。 ( 農村、 UJ 村 に は 予 近 に 良 い 材

料 が 笠 宮 に あ る 点 も 身 成 す れ ば 、 な お さ ら で

ある)

J長々は、設，汁 、 構造. 1 : の筑間! l l i についての技

術 的 進 歩 は 大 い に 歓 迎 す る け れ ど も 、 そ の 分

聖子に偏る余りどうも包雪に対する| 則心が i¥l f いよ

うに 1' ，: g じられる 。

あえて湿式壁材メーカ ー のｩｉＮＮｲ ｊＯｾ を ｽＩ ｉｉｉ Ｊ しでも Ｒ

の 技 術 的 綴 歩 の た め の 不 仰 合 さ も 、 汁 11l l i した ，J させていただけるならば、壁はぷ' i ' fij 波人ま

lJi Ｇｊｾ＠ 1与がそ の ポ ス ト に 従 席 し て い る 11: 1は宇flli か せ と な っ て い る 。 建 物 の け つ 機 能 と 、 社 会

に了的J し合 って いる 。 f:: J 題 は そ の 後 で あ る 。 との調不11 をふまえた 1:で、もっと j Mパ 壁 の 長

終始後 卸 ｪ の Ｂ 生Ｈｩ ｩｾ はそのメイン テ ナンスによ っ Ni " について再認識をいただき、教縫人として

て舟命は長短されるとしても、その而十周 年数 の伝. rJ/} か らの適 切 な御指導をお、 1.9ti ，、したい。

は寄り合短いものである 。 1 0 0 年前後は優 に 1:述の、工場からの良い俊材、良い混手11剤 、良

耐 え ら れ る 他 築 椛 造 体 と 比 E絞し て 、活 ~泌 が い コー ト斉rJ はかくある べ し と の似 倒 的 な 挺 三

車内十不のところであろう 。 変イヒ の iW. しい当| 丘、 を、』包+- : に士、f し、またメーカーに付し行って

辿築物もその機能がすくす陳腐化し て 大改造を 凶きつつ、大建築にはそれなりの保科さを、

余 儀 な く さ せ られ る こ と も 多 い が 、 そ のH寺は 小 越 築 に は そ れ な り のH浸 か さ 、 作 地 に は お 地

別 と し て で も 、 特 に 集 合 住 宅 な とで は設備だ なりの楽しさ、自 ｾｬ rli には伺Sdl と し て の 機 能 性

け の 更 新 は 遅 か れ 早 か れ 必 ず お こ る 。 共 有 財 を布し、楽しくてｾかな社会生活の土坊の削迭

で あ る こ と と 、 休 11: し鰍いこれらの s没(riif の取 に、共にはげみたい 。



〈建築技術省 への!l.! ci )

造国家と計画への参画

富士遊園土木( 株) 代表取締役 金岡秀車両

私 ど も は 、 か ね て か ら 緑 の 快適 な生活環境 作

りを社会的 な使 命 と 考 え 不 断 の 努 力 を傾 注し

てまいりました。 欧米諸国では、 都 市計 画 は

もとより 、住 宅、 ビル デイングなどに至るま

で 新 築 さ れ る 場 合 は 、 建 築 家 と 共 に 造 国 家 も

敷地 の 地 割 や 環 境 の 調 和 の 関 係 上 、 参 幽 す る

の が通 例 の 様 に な っ て い る と 聞 いています。

しかし、: J li 国 で は 始 ん ど の 湯 合 、 建 築 家 が 地

ｾｩｩｊなどの計画をされ 、 造園家の参画する場合

が殆んどないために 、施 工 の 段 階 に な っ て 困

る/1日姐 として 一例をあげると 、t!f 端 な も の に

は玄関 脇 に浄化 槽 を 設 け ら れ た り し て 催 の 修

ぷを 非 常 に 似 じ ら れ た こ と が あ っ た 。 進 国 家

としては施主、辿築家の ) J にJ長身の立場を認

識して f(i き た い と 思 い ま す 。 こ れ ら の !日j組 に

l刻して造図家もよく自己反省をし、 ，HI 函への

希 望 l立十 分とは言えないま で も、ある程度達

せられたと思います。

設 計 者 は 、企 業 の 意 向 で あ る 、狭 い 土地 でい

かに 利 益 を あ げ る か と い う こ と に の み 重 点 を

笹き 、環 境 を無 視 して設 計 を し た た め に 、 住

民 を 反 対 運動 に 立 ち 上 ら せ て 設 計 変 更 を 余儀

なくされ 、最 初 に 得 ょ う と し た 利益 ま で も 失

ってしまう結果になったのだと思います。

こ れ か ら マ ン シ ョ ン を 建 て る 際 に は 、 も う 少

し周囲の環境を考え 、附近に住んで、いる人身

に 対 し て 思 い や り の あ る 血 の 通 っ た 設 計 を し

てほしいと思います。

二度と私達のような死にものぐるいの品目いを

しないで、もよいように 、役: 戸斤は、あくまで、も

住 民 本 伎 の 立 場 で 、 私 達 が 誇 り に 思 っ て い る

神 戸 の 山 と海を 、 も っ と も っ と 大 切 に し て ほ

しいと思います。立ll: てるイ! ! I Jの 方 も 、 住 民 の 願

望を尊重し、↑ hj ，力してほしいと思います。

〈鑓築伎術将への従，1 )

参 加 を 要 請 さ れ る よ う に 社 会 的 知 育 を 充 分 研 上 か らと下 か らと中からと

{ 噂; j 本得しなければならないと忠 っております。

なお造図工 Ｇ ｊ ｾ の材料としての樹木には多くの アトリエホプリタイ (nl!l 世阿絵師} 石 原 正

樋 'fJ iがあり、その種類によ っ て そ れ ぞ れ移 植 空から. ' r t I . ドした千屯ニュータウンの1
111は、ま

l昨HII が% なり、 H寺則的にその工 'Jcの 竣 工WI 日 る で 住 宅 の 比 木 市 そ の も の で す 。 約 5，000 It.F 

に 合 わ せ て 納 桜 す る こ と が 不 可 能 な も の が 応 の . j ' 土佐と 1，000 械をこえる集合住宅. ... 0  

今にしてあります。また竣工期111を造園[ ' ] J 施J : ，も fl : セ公トfl 、供給公社、府営、r 1i 託 、 以

の た め に 変 更 す る こ と は 不 可 能 か も し れ ま せ nf J 企業の社以策、マンシ ョンと実にさまざま

んが、造園工事を伴う総合建築｛Ｇｊｾの場合、 です。これだけの種鎖も' 4 ; : カら兄ると、かな

造 悶 仁 'Jcの た め の 工HII を雌保していただいて、 り終紛に織り'1できます。特徴的なのはえtt 物 配

現 場 の 幅E峻をなる べ く さ け る よ う に 配段取l い 置です 。 ほ と ん ど が市向きでやや整然と訂: ん

た い と 希 望 し ま す が 、 こ の 問 題 は あ ら ゆ る 11J でいるのが公トHて ¥ 南 北 か ま わ ず 蛇 行 し て い

皮 か ら 見 て 不 可 能 と 忠 わ れ ま す の で 、 造 陶 工 るのが府以・です。公社は大抵は道路に沿って

'JcにWl 川的な余絡をもたせるために、主主築主 主l l : てられています。地上を歩いて兄で、> 1 ' 二

Ｇ ｊ ￧ はこれを 凡 込んで工 ｈｊ ｉ の繰り上げを即 ｾｩ えな 有的に ＱｾＵ めますと、府営の配誼は変化に日ん

い も の で し ょ う か つ 希 製 も の で ご ざ い ま す 。 で い る よ う に 見 えます。もっともおl- Wt として

見 る と 窓 の 小 さ い こ と や そ の 他 の 壁 崩 の柿 /&

〈建告書伎術省への能汚〉 の貧弱さから、ウ γ トウしし、! 信じを受けます

がー 。 一方 、 単 調 に 見 え る の は 公 団 の } j で

マンション運動 と私 す 。 こ ち ら は ま た 、 壁 面 の デ ザ イ ン が ほ と ん

ど 同 じ で 、 ウ ン ザ リ す る 程 の 同 じ パ タ ー ン の

や1' ，odi 唱ホ| ベ 鎌 倉美 恵子 繰り返しですが、結同は、汁: . . ( f ではない ft:

神 1' ; i] i の州郎、海に近く 11 、- ' i りのよい家に f主 む、円 'H11 にと っ て ど ち ら が L 、いのでし ょうか。

んでいた、1'- 凡 な 主 制 で あ る 払 が 、 思 い も か け 前. r ，. の蛇行タイフにはどうしても* 州向きの

ずマンションJ 1 f 到J に) ; J 1 わることになったのは、 述物が，11'1 てきます 。 後行のl E 列タイフとほと

忘れもしません、 lI i{ .f1l 48年 1 J J 17 J l の金IIMII 。 んどいl じくらいのよ地利川市ですから、 l刊行

突 然 「 米 遡 か ら 工 'Jcを始めますからよろしく 」 の 配 位 は f l : む人より通りがかりの人の ) j を大

との業おからの後拶があったからです。 切に しているようです。 . ) j 、公川の刈Mf l'. '七

お訴を Ilfl くと、払の家の南の兵ん前にある 450 のI j ' にも変なものがあります。ほとんど J.E ) j  

N ほどの笠地に、 11断 佳 2 棟、 118 戸のマン 形の f! '!み卜. げによ1ん中にエレベーターをJ l l i し

ションを i I ! てるとのこと 。 び っ く り し て 役 所 てまわりに庁111;-1 をこさえたタイフですから、

や狗 ｌｉＮＺｾ 附 ｊｪ を繰り返しましたが、ぷし合ぃ 名階にー| 責措は. Jl '1' 陥 の さ さ な い Ilt 併 がnlJ

がつかぬまま法判所に訴えました。 5 i ドの /1:] 、 て き ま す 。 わ が 竹 見f? の 公 卜fl ，:. :i / i ; 1 住宅のベラ

i市I} を '1' 心 と し た 私 迷 は 、 業 与 が い つ な ん ど ン タ は 凡 て く れ がJg いという 内 出 か ら 壁凶i か

き ι 'Jcを始めるか日正視しつつ 、*J ;i 、 大阪、 ら ひ っ こ ん で い ま す 。 他 ) j 、)，!i 近 の 以 川 マン

i] i 役所とピラ撒きやらおI 織を毎J l のように繰 ションの /1:]1以 り は 、 ほ と ん ど が ウ ナ ギ の 泌lぷ

り返しました。そうして今年の 7 J  12911 、政 スタイルです。判l 入 れ の ス ペ ー ス も 少 な く 怖

い'1/ iJi-の f中介で手11併が成、1. 、 8 附 総 1 線、 351-' 、 1; - . 1 数だけは住みにしています。 集介住宅の /111

空 地 lよ公 i必 に す る と い う こ と に な り 、 払 達 の 取 り を し て い る ) j が、本、月に建築設 J 十家なら

せ' ひ、 自分か、住 む気持 ち にな っ て や っ て 欲 し

い。しかし 、そ ん な間取り の 公 団 に設計 した

本 人 が抽 選 も れ に な っ た と 言 う 話 が 本 当 だ っ

たとしたら 、 もう 何 をか言わんやです。

〈生E築伎術者への誕百〉

移 動 で き る 壁

茨 戚 県 笠Hil r! i ( 陶磁?' f T: . . : J i主) 筒 井 修

1t : まいが移るたびに、色々修湿したり付け加

えたりして 、四季おりおり l 年 中思 い め ぐ ら

しながら、毎日生活しております 。 皆 さ ん も

そうだと思います。

私 は 昨 年 仕 事上 、独立することになり 、 2 X

4 工法なるアメ' ) カ方式で、大工さんの 指 導

を受けながら自分で建て、もう 1 1f . 持してい

ます。あいかわらず修Jill したり 付 け );11えなけ

れ ば な り ま せ ん 。 し か し 辿 て る に あ た り 与 え

たことは、まず: : 1 ' 1 段 階 と し て 1. i 1- 1' 艮と壁のあ

る ｬｩｩ 少限人聞が生活できる大きな ｾ Ｏ ｭ があれ

ば 良 い と 思 い 、 あ と は 生 治 し な が ら 作 っ て 行

こうと、ワンルームにしてあります。 (1 分 で

辿てるのにとても内装や主主i J りまで身えられ

な か っ た か ら で す 。 し か し 新 し く 新 築 し た の

に 、 こ の 室 を も っ と 大 き く し て お け ば 良 か っ

た と か 、 こ こ を も っ と こ う す れ ば 良 か っ た と

思 い 悔 む 人 が 多 い の で は な い で し ょ う か。 だ

いたい住まいに完成した 、な ん て こ と は な い

のです。

そ こ で 弘 は j忍うのです。家のI j ' の壁が1 ' 1佐l に

ぎEえられる、 そんなあ時造体にしておいて、各部

lゼのひとつの壁が仁i 由 に 移 動 、 取 り は ず し が

できるような、そんな壁が、 1 ケ 所 か 2 ケ所あ

ったらと 思 い ま す。 そ う す る こ と に よ り今ま

でひとつの問的でしかなかった ｾ ＯＱ Ｑ Ｑ が多 Ｏ Ｍ Ｑ 的

な空間 へとなって行くのではないでしょうか。

21 
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「第 14岡よろず相談住宅展」

盛会裡に終わる

去 る 9 月 9 日より 14 日 ま で ア ベ ノ 近 鉄 百 貨 底 7 階

催坊において開催した本会主催の上記住宅展は、

ターミナ Jレという地の利もあって、. 分譲住宅コー

ナーや、建材、設耐ｾの展示コーナーは多数の参観

省 で 賑 わ い 、 ま た 本 会 住 宅 委 員 会 や 、 府 、 市 、 公

神戸市建築文化賞

一 一 グ レ ー ス 六 甲 に 栄 冠 一一一

問 、 公 庫 、 税 理 士 会 、 司 法 合 士 会 、 宅 建 協 会 、 積 神 戸 市 は 、 こ の ほ ど 、 第 2 岡 田 を 迎 え た 「 神 戸 建

'fr 協会、テレピ受信向上委員会なと' で構成した住 築 文 化 賞 」 の 表 彰 式 を 行 な っ た 。 こ れ は 、 神 戸 の

宅 相 談 コ ー ナ ー も 述 日 活 況 を 呈 し た 。 と く に 前 半 建 築 文 化 を 高 め 、 美 し く 住 み よ い 街 づ くりを 進 め 血中桐ビル

3 日間の防犯相談と実演は好評であった。 る た め 、 市 民 の 推 薦 に 基 づ い て 、 そ れ に 寄 与 し た

建 築 物 を 表 彰 す る も の。 今 回 は 推 府 建 物 が 102 件

あり、現地調査をする主ど厳正な帯主主の結果、既

存の住宅地にあって近隣との調和を評価された、

r グレース六甲』が受賞 した。なお 、準: l ' t は 3 点。

く建 築 文 化 賞> r グレース六甲 J ( 設計/ 大丸建

築 設 計 事 務 所 施 工 / 大 丸 装 工 古15) く建 築文 化準

賞 > r中桐ビゾレJ ( 設計施工/ 竹 中 工 務 庖) r ロ

ー ズ ガ ー デ ン J ( 設，汁/ 安藤忠、雄建築研究所施

工 / 熊 田 工 務 l苫) r親 和 女 子 大 付 属 図 書 館J ( 設

計 / 昭 和 設 計 施 工 / 竹 中 工 務 底 )

v ローズガーデン

ｨｾ ￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥ Ｒｌ 樹の話シリーズ・ ＳＶ 1. ￥￥￥￥込

も み じ :χ士2ぷd l hmma…t凶u mT hu叩 n

日本の秋の美しさは、 一 に月、 二 に虫の音、 三 に るのをモミジ、 ｢於 ｾｪ 柴従するイ夕ヤカエデの系統をカ

キ[J焦がある。政手伝ばかりのヨーロ y パの秋は淋し

さが 面に深うのだが、日本の秋山は単一やかであ

る。 在 は 花 見 、 秋 は 紅 葉 狩 が 古 く か ら の レ ク リ エ

ーションである。奈 良の竜田川、京自 ｾｉ の嵐山やお

尾は有名である 。 大 阪 近 郊 で は 箕 面 で あ ろ う 。 円

エ デ と 分 け て い る 。 公共 造 闘 で は ー 般 的 に ヤ マ モ

ミジと 春 先 か ら 赤 然 色の ノ ム ラ モ ミ ジ 、 そ し て 街

路側でみかけるト ウカエデがよく 伎われているが、

今後は外来績も含めて、極匁l も ふ え て い く と 忠 わ

れる 。 もみじは大体谷 Hll の木である 。恨. n : 附近は

本 人 は l仮やかなのが好きなのだろうか。チ f共のヒ氏、 ｩｾ 気があって、校先はよく ＱＱ 光が当らなければな

箕 面 で の 忠 い 出 は 人 出 に紛れて迷いチになったこ らなし 、。 美 し い 紅 葉 は 混 度 の 尚 さ と 、 完 伎 の 気 混

とと 、 もみじのうだぷらがあって、あれはどんな l床 差 が 必 援 で あ る 。 造 閲 校 法 上 は 夕 陥 木 と し て 庭 の

が す る も の だ ろ う か と 今 だ に 気 に な る こ と で あ る 。 阿 ｩ ＡＡｬｊ に紬えられたり、あるいは ｊｉｾｪ［ｾ 附り として沌

カ ナ ダ の 国 旗 は サ ト ウ カ エ デ で 、 そ の 樹 液 が ホ y の i!!l J に用いられるものである 。 炊 い 彪 先 に 紛 え ら

卜ケーキにかけるメー プ ルシロ y フなのだから 、 れで、水分の不足で主主先がちぢれたりしているの

もみじの業も少しは 11昧 が あ る の だ ろ う か。 日本 は情趣がな L 、。 郎市で紅葉の変化をもみじ に求 め

の 山 で 最 も 将 通 に 生 え て い る の は イ ロ ハ モ ミ ジ で るのは無! 1 I l というものだ。 ナンキンハゼやアメリ

: n 而の天ぷらに使われるオオモ ミジやタカオモミ カフウのようなものか、あるいはー府政ｾを楽し

ジ、ヤ マモミ ジなど も同じ仲間である 。 もみじの む の が 都 会 的 セ ン ス か も 知 れ な L 、。どうし ても、

積 知 は 沢 山 あ り 、 日 本 で の 基 本 額 は : 1- くらいで もみじという Hキはやはりある桜皮の広さの中で常

園芸郡になると百数十はあるらしし、。 千染、流布、 緑樹のパ ｹ クが必要だ。紅主 ｾ￮ 返する木はまた春先

制 端 、淡路、刈? ! ' ; 、 R自立沢、 H寺雨染... . . . 等となん の新芽も美しいものが多し、。違いのわかる人には

とも美しい名がつけられている 。 主主殺では紅葉す 是 非 そ の よ うな 配 舶 を す す め た い。 (1出1恨 記)

j会
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『大型陶板』

lJ1. ( i : 、陶磁告誌 がill 材と して使 川 されているものは、

「タイル」であり 、また lJ1. 1E は余り{ 史川され てい

ないものに「テラカッター」がある 。 その他は、 11:

|他 材 以 外 の も の で あ る 。 この「タイル」は古く

から ill 材 と し て 愛 さ れ て お り 、 内 外 装 と し で 多 く

{ 史川されているのは、やはりえl ! 材 (1句な性能が優秀

で あ る 以外 に、 t答ち 泣き のある光沢、色彩、てをM

にない柔かな 1'$制! などが受け入れられているから

であろう。しかし「タイル」ヰ火として佼 JII され て

いる大きさは、 30cm角〈‘ らいがJ ' a 大 で あ り 、 そ れ

以 1: のものはどうしても焼姦が' . 1':じ 、そ の製作も

製 造 大 塚 オ ー ミ 陶 業 株 式 会 社

干529- 18 滋賀県甲賀 ml信楽町車' } j l " f T  E  L  07488- 3  - 0121 

販 売 大 塚 化 学 薬 品 株 式 会 社

〒日O 大 阪 rli lI! lx: 扱 後 町 10 詐 I也 T E  L  06- 943- 6551 

最 大 は 4 mまで製作τ が t刊 E である 。 J享さは 2 cmが

標 準 で あ る が 、 こ の 憾 な 大 き な l飼であ って も焼ill

は 絶 対 な く 、 ま た 、 こ の 陶 板 の 特 長 と し て 、 紫 焼

後 、 ダ イ ヤ モ ンドカ y ターで 11 由に切断、 1戊庁長1111

工 が で き る こ と で あ る 。

Ｑ Ｒ Ｉ 大きな而 ＱＧＺ 、利 ｉｾ 誌の山川は Ｑ ＧＱ白で、 ｉ ｊｉＮ (Eの 陶

磁器の絵十! と変わりなく、 (1 ｾｴ ｬ に絵画的にもまた

- 性 能E式験結果

カ サ 比 i l l :

i吸 ノk 守主

JI: 品目白 強 度

1111 げ 強 度

民l 附i 'j ; j ，さ

熱{ ぷi J l . ヂ

:与:nの伝' う: まで陶板 1'.1': ｽ＼ｾ比され、永久に退色す 凍結前ｾＡ向井 Ｇ

ることのなし 吋捻l伺なり、袋 llrli r[lIカず1! i H 与されること オー トクレ ー プ

である 。

131  レリ ーフなども ( 181 に で き 、 板 厚 の 1. 5併 ま で ・ 施 工 法

1. 9  

5  ( %)  

450 (kg /  cnf )  

90 (同 / cnf )

95 ( k g / cnf )  

o  .500 ( K c al  / 州げ"C)

異常なし批判' - - IO't:(J Ojflj lX面)

異常なし JIS A  52W陶磁器タイ ルj

lOkg/ cdでl 時ｉｬｾ保持後

利1・'il 本! 難になる 。 そのうえにi l l : Mも 大 に な り 、 施 の盛り付けが可能である。 タイ Jレの織に小さな 個々 の 而 で あ れ ば 、 モ ル タ ル

1:  1 、保全 1'. 、不安を 1<$ じる 般 に な る しかし、 141 物 性 試 験 結 以 ( 別 .1c 参 !!H) から 見れば、上t ' Ti. ま た は 彼rf 剤 で 湿 式 工 法 がnmさ れ る が 、 こ の 線

! f t f I ，応のもつ美しさ 、 幽 幻 な $ 変 の 変 化 を i止大限に は汗通タイ Jレより判 I"i 峰 い こ と で あ る 。 こ れ が 大 に大きな ((0 にあ って は、滋式工法はl i 'tli て 不 適 当 で

ヲefol( させるには、小さな而、 IIJ 也と い う 制 11 で 分 型 陶 板 の 特 肢 の ・ つ で 、 こ れ に よ り 、 よ り 大 き な ある 。 ま た ill: l止も 3 mで 1 枚 約70切 に な り 、 ま た

'，IIIJ された l師よ り は 、 大 き な 而 の み が よ り i初日H I句で 陶 板 が 開 発 さ れ た のである。 大到な 17ii で あ る の で 、 大J' I l 石、テラゾーなどの石

あろう。この般に、郷慾ともいうべき! f ! 11i薬の も つ 151  その他物1 ' 1 : から{ 也のえl ! H と比較して見ると、 lI ii r 法も不適吋であるため、より縦' A に純仁する

R しさを炎射 したいというデザイナーにとって、 tlll げ 強J止 及 びJI 二紡 'j ;j ll . i t は、タイルと! 日J : i ; 以! - . であ には、陀式工法を よＺ［ｩｊｬ ｉ し、陶板の泌に ｬｬｬ Ｇ ｬＧｬＧ を ｾり

二の大 Ｑｾ 陶板は、その少をプ己分に満たしてくれる り、 11，&木市 lよ 5 %と外 袋 J IJ タイ Jレの ι1-' には人らな 1，j け 、 険 JJ J<;J総 に 溶接または締イナポ Jレトで仰' ) : ; に取

ものであろう。 いが、 l刈袋 JII と し て 光 分[史rJ J ができる。 りf，j け られる。また ll' ，附 、 人 間 の コ ー ナ ー も 光 分

この大型陶板は、 1，300 'c で 焼 成 さ れ た 陶 慌 で あ 民主耐に{ 士川されるには、 19([' 判創立が重要な" . ' ，i，とな 耐 え 仰 る 施 仁 法 も 同 時 に Iln発 さ れ て い る 。

り、荊I i 薬も lJ1. ([f:史 mされ て い る も の で あ り 、 fuf ら り、大 ｊｾｬ ィ［、テラゾーに比較してヰｬｉ Ｂ ￭ 不利 である なお、 吋陶板 についての' i ' t J:日 l立、大塚オーミ陶業

f也のえl ! 材ではないのである 。 が 、 こ れ に 対 し で は 、 陶 板 の 裂 に F R P 樹 脂1111 J占 株 パ 会 社 、 技 術 製 造 J11_、'i 、 板t!ii:守 IE J . . i : まで/l Hし、合

・ 特 長 す る こ と で 、 大FI!. イ1 と 変 わ ら ぬ強 度 を も た せ る こ わ せ のこと。

11 ) 形状は夕、準的には恥i60cm内 外 、 長 さ は 240 cm、 とができる。 建 材 委 員 / 星 野 二 郎 同一住築山t '1付加州; 点取締削
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和室不燃長尺天井板 『フネンテン」

l刈絞材料の不燃化に伴い、特 に手11宅 の i長)>! . .XJTで

IIf J1をされた、 I判討正プライウ ッ ド( 株 ) の「フネンテ

ンJ を、 ここに車召ブ「する。

・ 規 格

柄亙ひ下種類 構 成 材 料 寸法(酬

杉柾、杉杢 Ｍに ｌ さｾご ｜ＯＱ 提回 ｱｬ 刷 ｅｍh7jス(d師ベ事lス附長ト)献)  

410X:官山

「フネンテン A J

ロγ タウール匝

lマ レー哨ヲ ロ ス
ＧＲＸＱ ， Ｏ ｾ＠

It倒閣官ピ晶) 4，Il) X:ω 

「フネンテン B J 均 1n1 1聞)

ロy クウ四ル極

」ー

- 特 長

( 1 )  不 燃 材 料 と し て の 認 定 製 品 で あ る 。

「フネンテン ( A ) J 認定荷ニリ : .ill 11立大 臣 認 定

不燃( ( 問 ) ｾＧ ＱＰＹＵ け

「フネンテン ( 8 ) r 認定評干・ i;- :  ill. {党大阪認定

不 燃 (f 聞 は ' 1096 り

( 2 )  ｊ ， ｾ 宇イ ［ＱＩ＼ ロ Ｗ Ｗ ウ ー ｊ レ十反であるため、 ロ ックウ

ー ｊ レの 待 つ 低い熱 ｦｒｾｬ 草取は、冷 ｮ 浸 ＱＷｦ Ｗｨ ｾミ をづｾｦＱ ｾ し 、

また '1倣t . ' T究} ) *も発御 する。

① 熱 伝 将 来 ( J l S A  1412に郁ず)

院 験 体

「フネンテン A J

k.!:!さ 20伽nmX2収...m

I' f . さ 8mm

'，I' ;/J); lu/，nO" 'O  .46 

※ A  ιｴ 字十の・ ｉｾｾＮＺｊＨ 品 ｬ￦ｬ むf J ｾｾａＨＡ 、押ＫＡＨ Kcal/m'h' deg) 

八 測定航r . rから，) <的1・:.Et1( Knl.l/m. h.d('g) 

B  "'1則定1 M下からボめた，ιn( Kcnl! m.h.d(' Kf C 

0. . . . : . 1: 料の品1J);(' t )  

② 残特 ＪＷ Ｎ去 ｉ 倣ＱＮＧｔＧＭｴ ｾ ( J IS  A  1409 に準ず)

〈フ ネ ン テ ン A )

授

曹

支

ι企

3640mmX 2200mm 空 気 附 400mm

8ni  

11. 5'1:: 

10C悶 4侠調。

ゅ .，. 圃; I J n  ｪ ｈｾ Ｉ＠

南 海 プ ラ イ ウ ッ ド 株 式 会 社

本 社 〒 760 出 松 山 .fi /.ム町 6 荷主J也1 3 T E L 0878- 51- 1091 ((¥) 

- 仕 犠

( 1 ) 取十J[ 刻

12 )  I/t!i r:f l:十品

(! ) ｾＡｦＧ 車 ＪＱ ま ＨｦＮＧ， Ｉ ＹＰ ｣ｭ ｉＱ ｕ 阿南

2)  ｉＧｉｾ 公共 は、里 ｆ 綜 Ｑｭ 隔に介わせて移 動す ること

が可能てーあり、ｾｲＭ縁の材 ｴＧＨ 1卓、 イミf長及び合同 パー

どちらて ｕ も』限り ｦ 寸け百 ｔ 有ｾて、ある 。

o  1;1)陣ITは、i i : A' 1 ，¥枠の似川によりてit 1; 1) ノコを f史J l I 。

。D 11 J也

怖の彼介は、製 ｊ 山と同系色の ｉ ｉ ｊ 也司 ｉｾｈ ｊＮｲｩ ( . f ( 色 'W. 鉛

幻J 反及び. t 1J . ピ自調平反、/' /さ O. 27mmを申.' .{30mm.J ‘正 さ 3 mm

にril.j ｪｾｾｬ ｬｬｬｬ げ Ｉ ＩＱＱ 1- : ) を f史川する 。 縦 の f廃合 lよ川 地鋼

板 とIdJ 憾な 11 製 令M ジ ョイナ ー を印 111 する 。

・紙 I( I I の仰介 1: 、 胞 工 ( 1:峨 な ど を 行 時 しました

ので、 ， Ａ ｰｾ Ｑｉ Ｑ は Ｑ ， ＧＮ .i ｬｾ 会ｾ， ｉ に、 ＮｴＺｊＧ ｮ｡ t"、合 h せドさ L 、。

(3)  製 J，Jz がて制批判111: の ため、泌搬" キにはし欠け、

;li lJれることがなく、 ドI也 ( 伶てf I 占り) 胞 lーがすi 岡高

でき、 f  “l上: 1上: りを" 件tめ 続v清斉fμ的H内J である 。 草建量材委員 / 藤 川 費懲叢 Ｑ ＱＱ Ｑ＾本ｾｾ也 ｬｬｾ 策匹総 ｦ介，此ば耳験蜘主釦ｽ

注寮 と4社t全/ハ1円97仰7η71年削ド引11川j川pり; 23 
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無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性: i耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低く、ホコりなど生じない。

3  すべり抵抗性: すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂か.できても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 51火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主

プ リ ン ト コ ー ト に つ い て の お 川 介せ は I'. ，:cへ

ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
つ ｆ モ，ー〆 ｉＭ 二 ｉｾｉＭ 部

大阪本部 軍 530 大阪市北区堂島浜通 1 丁目 25の 1 (新大ビル 9 F )  n  (06)  343- 0441 

東 京 'T，104 東京都中央区宝町 2 丁目 2 番地 (第一ぬり 彦 ヒル) n  (03)  562- 4676 

福 岡 事810 福岡市中央区舞鶴町 1 - 1  - 5 (舞鶴 ビル 3 F ) 合 (092) 771 - 1961 
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高 等 学 校 で の 住 教 育

高等学校での住まいにかかわる学科は、 fJ.:+のみ必修の「家庭一般」および選択科目「家庭経営」で行なわれて

いる 。 いずれも rf主生活の経常」という分野名称になっている 。高等学校における家庭科教育は、主婦賛成的な

性絡が弘氏、家計の枠内でのやりくりの仕方や、実際の家庭生活におけるやり方などが多い。学習内容は多岐に

わた っており、住居の機能 ・室配置 ・能率 ・胞設 ・設備 ・衛生 ・安全 ・管理 ・美化 ・変遷 ・環境 ・室内環境 ・設

計 ・住宅問題というような項目がとり扱われているが、いずれもあまりに簡略な記述であり、知識の上っ面をな

でることに* 冬ってしまっている 。

高校生といえば、単なるやりくり、やり方だけでなく、住生活の現状が! 日I によってもたらされているものなのか、

という社会的な認識が卜分できる年令だと忠われる。ところが、教科 5 の中には現実の住宅事情とかみ合うよう

な部分がほとんど見られず、絵空事の飢をまぬがれない 。健全な家庭生活の運営は 、各家庭の内における努力だ

けでなされ得るものでないことを、住まいにかかわる学習の中では考えていかねばならないと思う 。 ( T)

不 況 の な か で の 過 密 対 策

IItlf 日30年代の中頃から、過密都市の弊害が論じられ、 40年代の後半には、生態学( エコロジー) による開発行為

への批判があり、自然を破壊すれば、人| 閉そのものの生存をもおびやかすものとして、経済の高度成長に伴なう

政策の反干? と転換が迫られた 。 そして環境アセスメントの導入が叫ばれ、公害対策は実施されてきた。 しかし互

になると光化学スモッグが発生し、海は君子、帰lで大量の養殖ハマチが死ぬなど、大気も )11も海も、もとの澄みきっ

た状態にもどる保障はなさそうである 。 的市の内部では、騒音 、 11 ! 1 賞、屯波間害の問題など、公害との闘いは統

いている 。

これらの対策として、下水道の完備や、大地震H寺の防災対策等がp会IJ に検討されてはいるが、その整備のいづれ

もが、天文学的に近い莫大な' P ( J TI を必要とし、社会 ・経済的にみて、実現の不可能な数字にな っている 。特に不

況による税収入滅で、国及び地方公共| 列体の乏しい財政事情の中ではなおさらである 。

しかし、この不況の中でこそ、自度経済成長| ごでなかった人 11のU ターン現象があり、人口の地方分散が可能で‘

あり、 H らかの方策を見つけて、対気対策としても力強く実施すべきではないだろうか。 (1)

建 築 と 文 章

挫築の設計に防わっていても、文 ｳｴ を， Ｑｾ < 機会は多い。設計説明 .If、キfUt 指紋の説明文、建築主への手紙、他に

も線を引くだけではなしに文章を ｉ ｉ ｾ かされる 。 機会は多くても ｉｉ ｾ くことは背手の人が多い 。 また、建築屋さんの

文 ｴｴ は ｾｦｾ 併なものが多く、難しい単語、カタカナの外来語を連ねて、誠に抽象的である 。 このことは建築雑誌の

説明文や評論を読むとよくわかる 。行きつ反りつ読みかえしでもなかなか血解できない。わかり易い文手を r'Fく

ことは大変節しい 。 若い人達と辿築と文市を比Ｚ絞して話したことがある 。 すぐれた建築と良い文認を ｉｉｾ くことは

よく似ている 。

先づ、 ｬｬｩｾ［ｾｴ のヴォキャブラリーが多くないと Ｈ Ｑ 由な文主主は書けない 。 設，ｩｉのｾ ，ｾ 礎もデテールなりデザインヴォキ

ャブラリ ー を数多く習得する必要がある 。次に文法がしっかりしてないと絞める文意にならないが、建築でもデ

ザイン予法や法規、構造、設備のし っかりした知識が基礎になる 。吏に、 jι 忽! なり内容が伴なってすぐれた文章

になる 。長l ! ; 築家は自分なりの述築制をも って始めて一人前といえるのではないだろうか。

良い文 71を，'F くためには、{ 也人の .'f いたものをよく 3先み、向分でもよく. '} くことだと，忠うが、

にも 主li てはまる 。

これは建築の修業

( Y)  

田

..6、

.， 横須

中西山賀

維 持 管 理 の 為 の 設 備 技 術 者 を 当 初 計 画 よ り 雇 傭 せ よ

lli 築，: 1凶lの初めに当 って、今" では屯気、空調、衛生、防災です; の設備計画が11; 1時にスタートしなければならなく

な っ た 。 すなわち平面では機械室を ｦｬｬ ｊ 附にしどれだけの面積とノり ｼ ニ ｩ ｾ Ｇ ，Ｇ ; さが必安か、また田駿系統のパイプシャフト

の伎町と断面広さおよび償系統のぬの天井正:j さ通過位置等、これらが，l h血の inlhとな ってDi rnensi on を悠築; 汁画に

伝案しなければならない 。建築，1 1 ' 剛、工案. f i はそれぞれの専門技術おの協力を求め、彼等を駆使し、おのおのの独

断 に委せて設備相互間にアンバラ ンスを生 じないよう心捗トけてもらいたい。

，Ｚｬ ￯ 曲に技術技術有の参 ｉｊｉｉｾ 訪は是非とも必要であるが、設備工 Ｇｊｬ を ｩｬｫ も効果的に実を挙げせしめる為には、品Ｚｦｊ ｊｴ

竹内のど3の設備w当技術省を，jli 同の‘ 竹初から参加せしめることである 。I1tn: が竣工高ii に慌てて捜すのが通例であ

るが、原備は当初に、そして計 l商と設，11に参加せしめることがよい。 その伐術省ーはクライアントの分身であり、

計 ＱＡｉ ￏｪから設計、施工を目製するのであるから、維持管理運 ｪ 常までの平 ｉ ｊＨ ｉｉｉ を代表することは勿論であり、， ｾｨ 曲に参

加 し ているだけに、隠れた部分や胞 ｊ ｾ 時の経緯を充分承知できるというものである 。

lli 築は峻工後表面から見ることができても、設備はどうしても隠れてしまう所が多い。

る技術おはその建物に大切な人である 。

隠れた所まで承知してい

(S)  
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特集:

建築における

省エネルギー化

総論

• ti . L ネルギ ーあれこれ /lii il L l 敏%

.  / ，必築における ti エネルギー化の ) j 向/ お Il:l ff 'Jj

各論・わが社における省エネルギー化 への取り

組 み ・ 実 施 例

・ 大十材 ｉｬ 一大ｻ材 ｉｬ の ｴ￬ エネルギ一作 ｩｩ｜ｾ と大阪大

十本ビル/ ' 1

'

1) ;1口'主

• 1雌i必6ιω，1 μ l

/ 長友糸宗;1丑<]1 . 小11'日{変、F

・竹 '1

'

仁fn'rif エネルギーピルへのアプローチ

ー| 坂，包、グランドピル/ 中村 lii. 

・大1)比i.!!:没- t i エネルギー化と安! 日火災 ibJ 1: ピル

への夫施例 /111)[:11百汗

・フジタ[ %f 一住築の然{ がJ ' 1' l:i ig とれエネ Jレギー

/ 夫 .1，!0 y，在

• WIJ( (ヒ;:: [ %f /  rセキスイハイム」と“ ハイ

ム木陥然ンステム" / 仁井 j告 . ｾ民ノ Ｇｫ 右

・大手11ハウス[ % f ー「ダイワハウスソーラ - 0

H 一 1 J !  1判 修

・ミサワホームーミサワホームO 但にみる省エネ

ル ギ ー / di 的壮自11

• 111 ，1;占織物ーインテリア繊維製品のすiエ ネ ル ギ

-'1恨の夫il1i J Ｏ怯Ａ 日 ｾｦｬ 次ＨＡｪ ｬ

各論・海外の事例

・海外における住宅の省エネルギーの考え方/ 村

上周三 ・小峯裕己

トピックス

・ソ ー ラ ー ホ ス ピ タ ル / ｉＺＺ ｉｉｊｾ 久Ｅ

・OS T Cソーラーハウス/ 斎様設相



省エネルギーあれこれ

前 田 敏 男

現在のエネルギーの主体は石油であるが、その欠乏に応じ て

の、代替エネルギーの探求、エネルギ一節約の論議が盛んであ

る。 これに反授する者は、資源不足は人類始ま って以来常につ

きまと っている問題であ って、今に始ま ったことではない、い

たずらに危機感をあお って いると言う 。48年の石油ショ y クは、

たしかにこれに類するものかも知れない 。 その根底には、 「あ

るところには、いくらでもある」という認識がある 。 しかし現

在論じられている問題は、あるところにも限られた宜しかない、

という認識が加わっている 。いくら多くても限られた孟である

以上、いつか無くなるということは、誰でも承認することであ

る。ただそれが、 100 年以内か、それよりず、 っと先かというこ

とが悲観論と楽観論の分かれるところである 。 なにしろ深い地

中のことで正確なことは誰にもわか らない。その不確かさが、

石油ｬｬｉ｜ｾ入国を国際的な政治 ・ 経済の波でゆさぶることになる 。

燃料としての石油は、空気汚染の源であるから 、省エネルギー

は、汚染減少にも役立つ 。 これらを考えれば、石油欠乏が何年

先のことであろうとも、それにかかわりなく、省エネルギーの

研究 ・実行に直ちに努 力す べき であろう 。

建築で省エネルギーと言えば、直接には暖房 ・冷房のエネル

ギーの節約である 。現在ほとんどすべての事務所ビルでは、! 瑳

冷房装置が設備され、その方式も確立している 。これに対して

住宅は、 l援冷房の完備しているのは、ほんの一部で、大部分は

その方式の模索中と言える 。

わが国の冬季の至適温度として、 18

0

C が多くの教科書に普か

れてきた 。 それがいつのまにか実際には24

0

C にもな っていると

邑われる 。ア メリカ並みである 。 たとえば大阪で、 24"C を18

0

C

にすれば、 I!&房期間中の消費熱量はK 近く節約できる 。建物の

断熱でエネルギー消費をx までに減じ ることはき わめて困難で

あることを考えれば、室温の設定が、省エネルギーにいかに大

きく影響するかということがわかる 。至適温度がこんなに高く

なったのは、皆が薄着にな ったからである 。ではなぜ薄若にな

ってきたか。薄着の方が作業や活動に楽であり、暖房したマイ

カーや満員電車での通勤、要求に応じる豊かな暖房と、どこに

も薄着で寒い思いをしなければならないところがないからであ

る。ではどうすれば厚着にして室温を下げるようにすることが

できるか。 自然にできた習慣を変えることは非常にむずかしい

が、いろいろ方法はあるだろう 。 しかしそれは建築の枠内の仕

事ではないようである 。

住宅で夏の暑さを防ぐ方法は、昔から日覆いで EI 射を防ぎ、

通風を良くすること、せいぜいで扇風機を使うことしかなか っ

た。住宅の設計においても、通風の計画は重要な項目であった 。

そこにルームクーラー 。発達した技術で開発され、庶民の手の

届く値段で取り付け簡単 。急速に普及するのも当然である。夏

の住宅内を 25

0

C から 2rc に保つことは↑ 知直にはちがいない 。 し

かしクーラーの効果をあげるために密閉した室内で、必要以上

の期間、必要以上の低温で暮らす習慣ができつつあるのではな

いか。汗をかかない涼しさの中で夏を過ごしても良いのか。こ

れが全戸に普及し、一戸に何個も 付け られ、 一斉に使われたと

きの電力はどうなるか。省エネルギーともからませて考えると

き、住宅の夏の望ましい未来像ではないように思われる 。 もっ

と自然に対応した建築的方策すなわち 、日射防止、断熱増強、

自然風の利用があ って 、短期間の猛暑だけを冷房でというよう

な防暑システの徹底的な検討がいる。

住宅の暖房は、火鉢・いろり ・こたつというような、暖房と

は言えない伝統から出発している。石油ストーブ、ガスストー

ブ、電気ごたつが広く使われているとはいえ、その使用方法も

いろいろで、 日本人がどんな室温状態で冬を過ごしているかと

いうことになると、まことにあいまいで雑然としている。ス卜

ーブは効率 100 % 、現在のところ最も経済的な暖房方法である。

しかし排ガスによる空気汚染、危険防止のための注意の継続、

地震の場合の出火の危険などを考えれば、将来にわた って 用い

るべき規準暖房方式とは思えない 。そうかといって 、現在のソ

ーラーハウスなどは、あまりに高い水準をねらっており 、現状

とに差があり過ぎるように思われる 。窓から射入する人体への

直射も利用する、建物の断熱は徹底的にやる、寒い日や曇天に

は室温の多少の低下は許すというので装置を簡単にできないか。

日射熱利用には、蓄熱方法が成否を決める鍵のようだ 。 うまい

蓄熱方法が見付かれば、冬の寒さを夏ヘ、夏の暑さを冬へ押し

ゃることもできる 。

夏でも冬でも、建物の断熱が重要である 。断熱の程度は、断

熱のための費用の年賦償還と燃料費の和が最小になるように決

めるのが従来の方法である 。耐用年数、金利、燃料費など確定

しにくいものが含まれるので、相当あやふやなものである。 物

の価格には人件費を含み、政策的な価格もある。省エネルギー

の立場からは 、純粋にエネルギーのみでの比較、すなわち製品

を作るまでに要したエネルギーと節約されるエネルギーとの比

較も必要ではないか。節約されるエネルギーよりも、その装置

を作るまでに要したエネルギーの方が大きいのでは無駄である。

この場合、確定の困難なのは耐周年数のみである 。耐用年数は

今後省エネルギーの立場から非常に重要になる 。耐周年数何年

といっても、それは多分平均値で、散らばりがあるだろう。そ

の散らばりがは っ きりしなければ人は信用しない 。悪いものを

つかむおそれのあるものは瞥戒する 。太陽熱利用機器なども、

その危倶があれば普及しない 。

( まえだ としお J; llif l大学名誉教授)
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建築における省エネルギー化の方向

富 田 育 男

1.  省エネル ギー化の必要性

昭和50年現在、日本での 全エネ ルギー消費量 は、 石油換算で

約 4 億 トンとな って いるが( 図 1参照) 、この 中で、家庭部門お

よび業務部門 等の民生部門のウエ イ卜 は約19% 、 さらにそのう

ち住宅等家庭部門での消費量 は約すのウエイ 卜を占めるに至 っ

ている。

一方、住宅でのエネ ルギー消費量 は、居住水準の 向上に伴い 、

400 

11内は一次エネルギー供枯量をIOOt した崎町構虚比 383 384 
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図 1 わ が国の エ ネ ル ギ ー 消 質 量 の 推 移

増加の一途をたど ってお り、 しかも 、その伸び率は 、他の部門

に比較して大きい 。 とくに 、冷暖房に要するエネ ルギーは、区大

米諸国に比較しでもまだ低 い水準 にあるので、増加 の割合がき

わめて強 く、今後ともかなりの消費量 が増大するものと予想 さ

れ る ( 図 2 、表 1 :参照L

したがって、住宅における省エネルギーの必要性は今後ます

ます高ま ってくるものと考えられる 。このため 、本稿では建築

のうちでもとくに住宅における省エネルギー化 について述べる

80 

エネ ルギー消費規模(石，由換算百万 トン)
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図 2 主 要 先 進 諸 国 の エ ネル ギ ー 消 費 構 造 比 較 (1975年)

( 出典) ・総合エネ ルギ一統計

・エネルギーマ トリ ッタス

・エネルギ一統計年報 表 1 家 庭用エ ネルギー 用 途別推 移 ( 実敬10
' 0

Kc al . そ の 他 %)

. 匂気事業{ 担覧

・ガス 事業{ l l ! 覧

より 作成

( 資料) 日本エネルギー経済研究所

年 1度 I唆( 冷) 房用 厨 房 用 給 湯 用 照 明 用 動 力 その他
ぷE〉3、

言十

実 数 1955  2.122 2，343 1. 395  330  90  6. 280 

19ω  2.495 2. 624  1. 925 390 310 7. 744 

1965 3. 882 3. 113  3.388  500 740 11. 623 

1968 5. 786 3.610 3.785 580 1. 030 14. 791  

1973 9.936 3.466 6. 809  1. 503 1. 632  23.346 

増 加 率 55- 73 9. 0  2.1 9. 2  8. 8 17.5  7.6  

65- 73 12. 5  0.6  9.1 14.8 10. 4 9. 1  

ω - 65 9. 3  3目 5 12. 0  5. 1  19. 0 8.5  

68- 73  11. 4  ム 0.8 12. 5 21. 0  9.6  9. 6  

構 成 比 1955 33.8 37.3  22.2 5. 3  1. 4  100.0  

1960 32.2  33.9  24. 9  5. 0  4. 0  100.0  

1965 33.4  26. 8  29. 1  4.3  6. 4  100. 0 

1968 39. 1  24.4 25. 6  3.9 7. 0  100.0  

1973 42. 5  14.8  29. 2  6. 4  7.0  100.0  
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こととし、つぎのような省エネルギ一対策に従って進めていく 。

①住宅の断熱構造化

②未利用エネルギーの利用

③設備機器等の効率化

④エネルギー有効利用 システムの 開発

2  住 宅 の 断 熱 構 造 化

住宅の省エネルギ一対策として、住宅内で発生したエネルギ

ーを無駄に室外に逃さないことがまず考えられる。このため、

断熱材等を利用した住宅の保温性の向上が図られる必要ーがあり、

それに関する具体的な対策を考えてみる( 表 2 参照) 。

表 2 民生部門 の省エ ネルギーの実態

実 態

断熱材の普及 ( 家庭用) 49- 50年の新設住宅の30%程度

( 業務用) 北海道で一部試みら れている程度

懇の改善 ( 家庭用) 49- 50年の新設住宅の 5 %程度 ( 北 海 道 )

( 複 層 打 ス )

吸熱ガラス 等 ( 業務用 ) 吸熱カ・ラス、復層ガラスが新設ピ Jレで徐々に

二 重 窓 普及しつつある 。

エネルギー消1 1 ( 機器( 電気機器) 49- 50年で機器により - 1 6 %程度の効率向上

の効率向上

( :ガス機器) 問 数 %

( 石油機器) 同 数 %

節約行動 ( 家庭用) ( 現 状 鵬 は 脚 あ る が 石 j附 当 時 に 比|

( 業務用) べると緩みがちに なっていると思わ れる 。

(参 考) 断熱材の主要因における普及状況

新設住宅 90%以上

既設住宅 60%以上

国 | 新設住宅 l ∞%

新設住宅 100%

すべての住宅に 100%

(1) 断熱材による省エネルギー

海外の被層ガラス、吸熱ガラスの普及状況

は犯躍できないが、人口当たり生産盆でみ

ると駄米は日本の 100倍程度といわれている 。

外壁、 屋根、床に断熱材を入れると、冷暖房負荷を大きく減

らすことができ、さらに壁の温度が室の温度に近くなり、夏、

冬ともに住み心地が良くなる 。

たとえば、 50%厚の断熱材を入れると、入れない場合に比べ

て、夏は20- 25%、冬は50- 60%のエネルギーの節約が図れる 。

このように、断熱化を進めることにより大幅な省エネルギー

効果があるため、駄米諸国では早くから断熱対策に対する諸施

策が講じられているが、わが国においても早急に断熱基準等の

省エネルギ一基準を策定するほか、省エネルギー化促進のため

に断熱工事等に対する税制上、金融上の優遇策を講じる必要が

あろう 。

(2)窓など開口部の省エネルギー

住宅の開口出には、天窓、外壁の窓、玄関など出入口の扉、

間仕切り扉、換気口などがあり、開口部からのすきま風による

熱の出入りの合計は、全体の半分以上に達することがある 。

このため、たとえば、複層ガラス、二重力、ラスを採用し、熱

伝導を低くするほか、関口部の施工精度の向上により気密性を

高くする必要がある。

(3) インテリア材による省エネルギー

インテリア材には、カーテン、カーペット、壁布などの繊維

製品、家具、照明器具等があり 、今までは装飾|主や、便利性に

注意が向けられていたが、インテリア材の熱的効果は無視しえ

なく 、その特色を生かしつつ、適切に使用することにより 、冷

暖房の効果を高めることができる 。たとえば、カーテンで10-

15 %、カーペットで 5 - 1 0 %をはじめ、インテリア材トータル

で20- 30%も住宅の冷暖房負荷を減らすことが可能である。

3 . 未 利 用 エ ネ ル ギ ー の 利 用

住宅の省エネルギーとして、つぎに、従来住宅で利用されて

いなかった太陽熱、余熱、排熱等の未利用エネルギーの利用 が

考えられ、これに対する具体的な対策を考えてみると、

(1) 太陽熱の利用

地球上に降り注ぐ太陽エネルギーの量，は、現在全人類が使用

しているエネルギー総孟の 3 万倍といわれ、 日本国土内だけで

も、年間500(，f( kEの原油に相当するとみられている。しかしな

がら、太陽エネルギーは、 1 m' 当たり電力換算 1 K W以下の稀薄

なものである上、夜間や降雨、雪時にはとだえること、太陽の

位置が移動することなどの問題があり、その大量かつ経済的な

利用が遅れていた。

このため 、通産省工業技術院においては1974年 7 月に“ サン

シャイン計画" が策定され、地熱エネルギ一、石炭のガス化・

液化、水素エネルギ一等の開発のほかに、総合的な太陽熱利用

技術を開発しており、その中で住宅と直接に結びつくものとし

て、 1985年を目途として 表 3 のごとく、冷暖房、給湯を太陽エ

ネルギーで行うソーラーハウスの石汗究がなされている。また、

ソーラーハウスに関しては、その他、重要技術研究開発賀補助

金で、暖房 ・給湯を太陽熱で行うシステムの開発が進められて

きだし 、さらに、科学技術庁での実験住宅、民間独自の研究等、

各種の研究が行われているが、今後は 、これらシステムの普及

促進のための所要の措置が検討される必要があろう。

(2) 余熱、排熱等の有効利用

風呂場、流し台で使用された排水は 、温度も高く、そのまま

外部に排出するのは、熱を無駄に捨てていることだし、また、

換気のために室内の温度の高い空気を外部に排出することは、

エネルギーの無駄使いとなっている 。

このため、風呂で使用された温水を居室にパイピングをして 、

床暖房として有効利用する研究も行われているのが、温度調整

の問題や、効率性の問題でまだまだ研究の余地が残されている。

一方、換気のための排熱の有効利用は“ 余熱交換器" として

かなり成果があがっており、これはハニカム状の円形の筒を 利

用して 、室内の温度および湿度を全熱交換器で吸収し 、汚れた

空気のみを排気し、新鮮な空気を吸収する際に温度と湿度を付
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表 3 太陽冷暖房および給湯シ ステムの研究開発 ( サン シャ イン計画)

研 究 機 関l T  7  自 (1':) 
内 ｾ＠

ニ 洋 電 機 新築個人住宅 システム 新築個人住宅用システムの熱環境および経済 (1) システム解析 ・各柿成要3誌の評価を シミュ レー ション手

の 研究ｉｬ ｾｊＱｴ 性の Ja適 化 t去によ り行う 。

大 H  組 (2) 機器、材料の 開発

(3)  実験住宅の建設運転 : システム特性 、居住性、経済性等

の評価を行う 。

ニ 変 危 機 既存個人 住宅システム
既存個人住宅に太陽エネルギーの有効利用を (1) システム 解析. 建築 システム、設備システム 、評価 方式

の研究開発
総 合的 に達成するため の Il/-J発

大 成 建 設
(2) 機様、材料の開発

(3)  実験住宅の建設運転

石 川 品 J歯 磨 ! I ¥合住宅mシステムの 集合住宅の特性を生かした Ja適な システム 椛 (1) 電算機を 用い て経済要紫を JJIli!lと したシミュレ ー ションを |  

重 工 研究開発 ! 戊の決定 行うとともに、さらに中高精住宅へ適用する際の問題点

を"Jl らかにするための解析を行う 。

竹 中 工 務 庖
(2)  機様、材料の開発

(3)  実験住宅の J生，汁、建設

川 崎 丞 工 大型l建築物m システム /l U欠点、多線、 大谷1止の冷l波防および給湯の (1) コンピューターシミュレーション手法によるンステム解析

鹿 島 建 設 の研究開 発 負荷形態を有する大盟主l ! 築物の太陽冷暖房お (2)  機 ｾｊ 材料開発

東 洋 熱 工 業 よび給湯シ λ テムに j止も適した総築形態、 t持 (3) 実験住宅の s没In、建設

造{ 上除、 ja適指IJ i J I! : : ' )' ;の絵付

合成制1m系材料 の研究 合成樹脂系材料をセ材とするおＡ￟熱効率、ｾＮｾ 川 fli 択透過肢の研究

東 レ 111m 耐久性の安価な太陽冷暖房、給湯朋コレクタ (2)  選 択l吸収版 の研究

ーおよび 機 ｩ 話、材料のｉｬ ｈ ｾ￪ (3)  反 射肢の研究

(4 )  実用性能総合，Wf 面装誼による研究

ガラス系 材料を 主 材 とする 尚Ａ￟ ｾｩ｜効率、 ｉＺＺｊ 耐 ［ Ｑ (1) コ レクタ- + 1 育成材料の研究

日 本 板 絹 子 ガラス系材料の研究 久1t の安! 日li な太陽冷l I &l m給湯ITJ コ レクタお よ (2)  仇性能集熱 ＲＳ のｉｬ ｾ ｊ 発

ぴ機器、材料のｉｬ ｈｾｅ

アルミニウムを i ミ材料とした‘ F板形! s 熱械の 川 Ａ￟ ｾｍＦ Ａｦｊ金以材料の耐食性向上に関する研究
昭 和 ア ル ミ 金属系材料の研究 中でとくに有望?且されるロールポ ン ドによる (2)  選 択 l吸収肢の研究

Ａ￟熱板 を 研究ｉｬ ｾｊ 1eするにあたり、カソード防 (3)  コレクタの， ￬ｬ ｬＮ￬ ｾ研究

食 ｩＺＡＮ ，を基本とした Ａｈｾｕｽ プリント ｩ ｊＮ［ＺＺＧＩＧ［

防食技術の研究

与して、室内における無駄な熱負荷を軽減しようとするもので

ある 。今後、住宅の気密性が向上していくことを考えれば、換

気は必要不可欠であり、このような全熱交換器が普及していく

ことが望ましい 。

4 .  設備機器等の効率化

住宅内での暖冷房等における熱制御は、 と ｏｎ ｾｾ ｏｆｆ とが

中心であ った。も ちろん、多段階切り換え式の機器も数多くあ

るが、その設備機器の最適な稼動条件の下で運転しない限り、

エネルギー効率は極度に低下しているわけである 。

したがって、今後設備機器の効率化を図るうえで、内蔵して

いる電動機、圧縮機、熱交換機等の熱効率の向上とともに、必

要な熱量に対して、必要なだけリニアに供給できるようなシス

テムを研究すべきであろう 。

また、昭和53年度から通産省において発足する予定の“ ムー

ンライト計画" において、高効率ガスタ ー ビン、電磁流体 (M

H  D ) 発電などの大型技術開発のほかに、家庭用の冷房器、冷

蔵庫など民生用機器の省エネルギ一化の促進も図られることと

なろう 。

5 .  エネルギー有効利用システムの開発

今までは、住宅内での省エネルギーについて触れてきたが、

集合住宅の住棟内、地域聞での省エネルギーを広範囲で総合的

に利用することにより、ピークカットを図り 、集合設備のキャ

パシティを低く押さえるほか 、熱効率 を向上することが可能と

なる 。

3 0  

このため 、地域暖冷房、電力一括受電、一括受水、中水道シ

システム 、真空ゴミ搬送 シス テム 等に 関して各種の研究がなさ

れており、 一部では、すでに実用化の段階に達しているものも

ある。

このように、今後は都市レベルでの省エネルギー化に対しで

も+食言すを加えていく必要があろう 。

6.  おわりに

以上のとおり、建築のうちでもとくに住宅における省エネル

ギーに| 剥して述べてきたとおりであるが、住宅における省エネ

ルギーの重要な 問題点は、 それが住生活と密接なつながりを持

っていることで、ある 。

たとえば、暑さ、寒さを我慢して、夏はウチワ、冬はふとん

にくるま った生活をすれば、それだけで住宅内で消費されるエ

ネルギーは簡単に半分にまで低下する 。

したがって、住み手側でのエネルギ一節約の心がけが一番重

要であるのはもちろんであるが、このように 、現在の居住水準

を低くすることではなく、居住水準は高くしながら、同時に効

率的な エネ ルギ一利用 システムを 開発していくことが必要では

なかろうか。

また、標準家庭のエネルギー使用適正基準を策定することな

どにより 、家庭でのエネルギーの効率的使用方法の広範な普及

策が望まれよう。

( とみた いくお通商産業省生活夜業I;J 住宅産業，，* 技術係長)



大林組の省エネルギ一作戦と

大阪大林ビル

中 原 信 生

1. はじめに

高度成長期さ 中の昭 和45年 に設計を完了し、 48年 初頭に完成した

大阪大林ピルの設計のフィロソフイーは、 (1)建築と設備の協調、 (2)

無公害、 (3) ミニマムエネ ルギ一、 (4 )都市エネルギーの効果的利用、

(5)最 適化、 (6)フレキシピ リティー、 (7)防災 、の 7 項目であった。こ

のうち (3)は、現在、省エネルギーと呼び換えられて国策とな っ た 杭

省エネルギーの意義の中に(2)、(4 )の要素を含めるべきでみり、さら

にそれをパックアップするものとして(5)項がある。

こうして大阪大林ピルの主たる理念が省エネルギーと読み換える

適用された省エヰルギ一手法の例
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図ー 1 大林組の省エネルギ一年表

ことができるが、それに至るまでに 10年以上のミニマムエネルギー

追求の歴史がある 。 また、その後の作戦としては、太陽熱利用の促

進、省エネルギーシミュレーション手法の開発 を通して国および学

会へ寄与すると同時に 、企業内の省エネルギーに対す る積極的 な 姿

勢を着実に推進しつつある 。

2. 大 林 組 の 省 エ ネ ル ギ 一 年 表

図 - 1 は大林組の主な省エネルギ一指向の設計施工例を示す。図

の右側にはこの 10年間に約 3 倍に伸びた一次エネルギー消費量の推

移を載せた。

( 1) 熱回収と蓄熱

大林 組の省エネルギ一史の第一

歩は 、蓄熱と f弁用した熱回収 シス

テムである。放送機器、コンピュ

園内一次エネルギ一 一夕、変電機器を主体とした熱田

収適用から、大阪大林ピルに至っ

て純事務所ピル内部の発熱( 人体 、

照明、機器等) と日射を徹底的に

昭和

回収する自己完結型を指向して成

功した。

(2)  還元井、エアソース等

ヒートポンプ

しかしこれだけではすべての暖

房負荷を賄うのに難があり 、 排 水

熱の回収や燃焼排ガスの熱回収 を

徹底し、さらに不足分は効率のよ

いヒートポンプを用いる。最も効

率 の 良い井水ヒートポ ンプは還元

弁を用いることによって独協医大

病院で公害防止型として復活させ

た。エアソースヒートポンプは無

限の大気を熱源とするので、主あ

るいは補助熱源のいずれにも用い

国産エネルギー

輸入エヰ J レギー

X  10"  Kcal / 年

300 200 100 

50 

られる。

(3)  都市エネルギー有効利用と複

エネルギーシステム

こうして熱回収方式は冬期にお

ける全電気方式として電力需給の

菌からもプラス側に働き、さらに

蓄熱槽により夜間電力を最大限に

利用すると、これは電力会社と国

に奉仕しているとさえ言える。そ

建築と社会ハ977i
f' 1l 月号 3 1  



の不公平を避ける、というわけではないが、都市ガスの夏期遊休期

の冷房利用 は、電力 ・ガス 両者fl 市エネルギーの平滑化効果と ともに

需要者の経済性とエネルギ一安定性を保証するものと言える。こう

して 図- 2 の大阪大林ピルのエネルギ一 利用パターンを定めた。さ

らに地域冷暖房などでは熱供給の安定のためできるだけ多種のエネ

ルギ一 利用の可能性を保有するのが望ましく、これらのすべてを勘

案した岡崎地区地域冷暖房では、電気、ガス 、灯油の三者併用 の無

公害複エネルギーシステムを完成させた。

カ' スエ ンジン

駆動または電動タ

ーポ; 令，車機負 荷 分

冷 房負 荷 曲線

¥ 

図- 2 年間のエネルギー使用パターン

(4)  最適化制御と外気冷房

月

こういったエネルギー有効利用 、自然エネルギーとしての外気や

太陽熱などを最高の効率で利用 するには最適化の思想、が必要であり、

コンピュータを用いた最適化制御により 実現される 。図- 3 は大阪

大林ピル空調設備の最適化の簡単な構造図であり 、主記憶 8 K 、補

助記憶 256K のミニコンにより最高品質の制御 が実現されている。

空調における外気の役割は空気消浄のための導入であるが、これが

熱負荷となる場合は必要最少限に、冷熱源として利用できる場合は

最適量を 、取 り入れることが望ましく、これは言うは易く 行うに難

く、 コンヒ。ユ ータ制御に頼らねば十分の効果が得られない。

図- 3 大阪大林ビルの空調設備最適化の構造

(5) 環境条件の最適化と住まい方のモラル

とくに外気冷房を最大限に効果あらしめるには、 国一 4 の大林ピ

ルの例に示すごとき環境条件の拡大が必要である 。 これは環境の質

を下げるものではなく、むしろ保健的至適環境の見地から望ましい

ものである。大林ピルではこの設定範囲内にて従来は理論に過 ぎな

かった体感温度を指標とした環境温度制御を適用した。一方、外気

取入量に 関 して大阪大林 ピルに て実施し、その実績によって裏付け

3 2  

られた筆者の考え方は 、たと

え理論的恨拠の薄し当CO
2 濃度

1000ppmを基準としても 、こ

れを長期操露値とし 、短期、議

露値として 1500ppm程度を許

容すれば外気による熱負荷は

従来の) { o- 泌に低減できると

いうことである 。もちろん外

気と 排気問の全熱交換器を設

け、かっ空調システムがセン

太線が設計条件

( 外気と リニアスケジュール)

(-;' ，':.:' l 制御範囲( 最 適化制御による)

トラルの場合を前提としてい 図 4

る。この場合は局所的にかなりの喫煙量があっても 何ら影響を受け

ないが、 しかしながら喫煙による空気の汚れはCO
2 や粉塵濃度のみ

では処理できない複合汚染効果を有すると考えられるので、室内に

唾するに等しい徒らなる喫煙を制限し 、建築計画的に喫煙室を設け

るなどの住まい方のモラルこそが要請されるべきである。

(6)  自然通風冷却塔

外気エネルギーの利用の他の例として北九州の三井鉱山コークス

社に納入した 自然通風冷却塔は、従来、気象条件的に日本では成立

し難いと言われたこの種の施設を完成して 、新境地を拓いたもので

ある 。温排水公害抑止や省エネルギー推進の薗からきわめて有効で、

かっ経済的にも有利となりつつあるこの装置は、大林組が有する 、

SVETHO工法と称する RC連続工法に負うところが大である。なお

自然通風冷却塔は負荷変動に対する冷却水温の恒常性が得られる 利

点を有することを付言しておきたい。

(7)  太陽熱利用

大阪大林ピルでも、冬期射入する太陽熱は回収 して暖房熱源とし

て利用しており、これは太陽熱利用の原点であるが、より積極的に

集熱器をもって太陽エネルギーを集め、冷暖房給湯用エネルギー源

とする ソーラーシステムの 開発にも当社はオ イルシ ョック 以前から

取り組み、昭和]48年に技術研究所内にテスト 用ソーラーハウス( 大

林 ソーラーハウス) を完成して種々の実績を得て冷暖房システム適

用への可能性を確かめ、引き続いて本格的な戸建および集合住宅な

らびに大型建物の太陽冷暖房システム を試設計した。

図- 5 は大林組技

術研究所の回転実

験室で性能測定中

のウオ ールコレ ク

ターで、小規模事 幽 F

務所ピルなどの暖 '  . .  lhl1.;- _". '1ー士一; 1t

房集熱用に知直と て必盛一二アャー十一 _-'! .... =-J ミ

図- 5 大林組妓術研究所の回転実験室で

考えている 。 測定中のウオールコレクター

これら 一連の OS E(Ohbayashi Sol ar Energy ) とは別に、国のサ

ンシャイン計画新築一戸建住宅太陽冷暖房給湯システムの研究も 三

洋電機( 株) とともに工業技術院より共同受託し、当社はシステム設

計と省エネルギー住宅設計を担当し 、本年 3 月枚方市 に完成を見た。

(8)  断熱・遮熱等

このソーラーハウスには図 6 に示すようにわが国では初めて 、

100 ミリスチロールを断熱材と した完全外断熱を施して、建築の省

エネルギーを徹底させた 。外断熱には図- 7 に示すような他の断熱

法にない特色がある 。 そのほか、このソーラーハウには 2 重窓、断

熱雨戸、脱臭便座、吸排気レンジなど建築、設備全面に亘る徹底し



図 - 6 外 断 熱 施 工 中の 枚 方 ソ ー ラ ー ハ ウ ス

(サンシ ャイン計画新築一戸建個人住宅 三洋電機 ・大林組)

た省エネルギ一策を講じている。

なお前述の回転実験室で、検討した初期の遮熱構造例として図 - 1

中の住友商事ピルのグレーペーン利用のダブルスキン構造( 窓の外

側IJ に放熱構造のグレーペーンを取り付けたもの) があり、効果を示

した。

(9)  居住域空調

このように断熱を徹底させることにより空調目的空間の負荷を減

らせるが、巨大空間になると、そのコストが莫大になるほか、資源

面からも得策でない。そこで私達は万博みどり館の設討を契機とし

て、空調空間を居住域のみに限定する居住域空調方式に取り組み、

いくつかの模型実験と実測を繰り返し、熱負荷を数十パーセント低

減させることができた。ファン、ポンプ等の搬送エネルギー低減効

果を含めれば、本システムの省エネルギー効果は莫大なものとなる。

なおこれに関連し、とくに搬送エネルギーの省エネルギー化を達成

する方式として誘引ノズル方式を開発して、工場や駅舎( 阪神梅田

地下駅) に適用してきた。

(10)  その他

これらのほか、空調の設計技法の中に数多くの省エネルギー要紫

が含まれており、安全係数のとり方、熱媒の温度差のとり方、変流

iit 方式や 2 方弁制倒lの採用 、 自動制御の充実と合理化などにより、

図 - 7 断 熱 位 置 の 特 性 比 較 表
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積み重ねれば10- 20%の省エネルギー効果が害Ij に容易に実現する。

これらはすべて大阪大林ピルその他の設計に取り入れられている。

3.  省エネルギーのシミュレーションスタディー

省エネルギ一手法も細部に入ると直観ないし手計算で、判定し切れ

ないものがある。とくに窓廻り構造と断熱などは、外気冷房や熱回

収システムによ ってその省エネルギー効果が微妙に変化する 。そこ

で建築計画初期に利用すべきものと 、設備システム決定時の 2 つに

分けて省エネルギーシミュレーションプログラムを開発した。

(1) 建築フィージビリティースタデイ ー

第一段階としてのフイージピリティースタデイーは建築の窓廻り

構造、窓面積比、照度その他の主要な要素の組み合わせに対して 、

年間熱負荷および年間消費熱エネルギーを算出するものである。こ

のプログラムの特長は 、ペリメータ負荷とインテリア負荷を別々に

単位面積負荷として求められるものであること、ならびに前述の 外

気冷房による冷房負荷軽減と熱回収による暖房用エネ ルギー軽減を

も計算できることである。以上で判る通り 、このプログラムでは空

調システム種別や搬送エネルギーが考慮されていないが、建築計画

初期のスタデイー用としてはきわめて有効である。

(2)  空調熱源シ ステムの省エネルギーシミュレ ー ションと照明の省

エネルギー

空調設備は図一 3 に示したように 、大別すれば熱源、搬送、空調

の 3 つに分類される 。搬送、空調のプロックは、システムごとの省

エネルギー効果の大小比較は比較的明瞭である。熱源システムは 、

空調および搬送システムを含めた全システムのエネルギー収支決算

の場であり、蓄熱、熱回収、外気冷房、全熱交換 器や環. 境設定値の

影響が集約されるとともに 、エ ネルギ一種別による換算など、その

省エネルギー効果判定にはかなり厄介な問題が山積している。私達

はこれに取り組み、従来不明確であった蓄熱槽の省エネルギー効果

や熱回収の有効性を判定するとともに、設計のための基準的な数値

を提案した。 これらの結果の一部は空気調和 ・術生工学会が発表し

たミ空調設備 の省エネルギー技術指針案タ に盛り込ま れた。図 - 8

は本プログラムの大略フローである。
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注① これ らに 対して ， 木造Ｎ鉄骨 ｩ 置などで内外仕上材 町 中Ａ日 ｊ ｾ 気 層内に断熱材を伸入す る‘ 中断熱 Ｇと称すべきものが あふこれは熱的には両

者向中/ 111的特性を 示すが. 熱容量が無 いことが. 内 外のいずれとも大き 〈異なる。両仰lに7 えのある . たとえば. P C サンドイ ツチの断

熱パネ J レなどはn に H ド断熱。と して中 1111特性を示すと 宮 えよう .

( 蓄熱・熱回収)

② 内 11111のマスの熱答品により環境溢I! . r . が良〈なるので. 11-1断熱に比して巡転時IHJ を短くすることができる.こ れによる暖房負荷の軽減が大きい.

③中r ，11 J 切なと・外気弘が室ぬよ 1) かなり低い時期に室内発熱jl l : 等負荷が外へ逃げやすいため. 断熱のない方がかえ って負荷が小さ〈なることが

ある. これは計t I 上かなり微妙であ 1). 建物栴造. 外気導入 c容のl別問あるいはファンにより取り入札) の雛易. 日射の状態. 内部発熱町

大きさなどで大小関係が逆転する. いずれにしてむ負荷の小さい時間・ ' 穏 であり ，冷房コストは一年として小さ〈はならない.

@ ③と類似した理由で. 中1[11却lや夜 liHに外気泌が室以よりかなり低くなるときに. 外断熱( 外気持入をしないとき ) より有利になることがある.

⑤ 彼111) や中 1111期に外気温が室溢よりかなり低〈なるときに . 外気で室内空気をパージして. 内E主体に帯冷すると . U荷は極小になる.

⑥ここで言う負荷とは. 厳密に最近町周J苦で官 う 仁 、除去熱量' である.

① E思境副主とは英国で用いられている評価法で. l el =寺 t r +す la. tei = 環境温度. l r = 周辺平均ふく身打創立.(三" MR T)，ta= 室内空気温度で

ある。

③ ③ ~ ⑤ と l則辿するが. 冷房時に室弘変動向少 ないことが必ずしも快適性につながらぬことがあふ
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⑧ 

図- 8 省エネルギーシステム

シミュ レー ション フロー
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までに説明した通りである 。 そこで 、その収支決算としてのエネル

ギー消費と省エネルギ一実絞を、 図 - 10に示す 。比較的新しくてオ

イル ショ ック前後の対照の判り やす い東電報告と 、超高層ビル A -

D との比較においてその省エネルギー効果を示すと、 一次エネルギ

ー換算値 (電力 1 kw= 2450kcal /hとして換算する 。) で約30%であ

図 - 10

ると 言 える 。 しかもこのピルは前記の最適化制御により室内環境は

非常に高品質化されていることを勘案す べ きであろう 。 さらに注目

していただきたいのは、 48年実級以後、年々消費エネルギ ーが減少

していることで、この点、他の多くのピルですでにオイルショック

前のレベルに復活しつつあるのと対照的である 。年々入居者が増大

して負荷が大きくな っているにもかかわらずこのような現象を生じ

ている理由は 2 点あり、 一つ は、熱源廻りの最適化制御は竣工後の

開発であり、昭和52年春まで、徐々に適用されて省エネルギー性 を

高めたこと、 二つ には、熱回収 システムのため、人体の増大は i暖房

用 熱源 として吸収されたためである、と推察している 。
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照明電力レベル ( カ γ コI勾は概略山市剛 l主レベル}

図 - 9 モデルビルの空調十照明周 エネルギー消費量に与える

照明レベルと空間 ・冷熱源システムの影響

大 阪 大 林 ビ ル の エ ネ ル ギー消 費 実績

上記の技術指針案に記載したシミュレーシ

ョン結果の一部を 用い、 照明用レ ベルを横車Ib

にとって空調熱源システムごとのエネルギー

消費量をプロットしたのが図 - 9 である 。 こ

れによって照明エネルギーの比重、ならびに

空調システムごとの差を知ることができる 。

蓄熱式熱回収方式と外気冷房を採用すると 、

照明エ ネルギ一治大の影響をある程度相殺 さ

せ得ることが本図から判る 。

なお、照明の省エネルギーのためには本来

の照明システムとしての再考が必要であり、

そのための研究項目として私逮が行っている

のはタスクライティング( 作業照明、これを

採用すれば10、v . . 4 n ' 以下の照明電力に低下させる

ことができる) や畳光照明 の最大利用、そ し

て 、これ らをトータライズさせた窓面 積の最

適化やブラインド、照明のコントロールの効

果を、 関連する計算プログラムや実験によ っ

て求めつつある 。
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おわりに

以上の諸経験のほか、最近私逮が行 った省エネルギーモデルピル

試設計の結果などを勘案すると、従来のピル( 昭和45年頃まで 、た

だし環境品質の非常に低いものは対象外) に比 し40- 50%の省エネ

ルギー化 は可能であるとの見通しを有している 。 もちろん、そのた

めにはすでに述べたように住まい方のモラルや、デザイ ン上の割り

切り、そしてイニ シャルコストの地大を認めねばならない 。 しかし

エネルギーコストは年々 4 - 5 %の率 で上昇するものと見られてお

り、さらにエネルギー資源や都市の公害 からの防衛などを考えると、

これらの制約は長い目で見ると問題にならないものであることを 強

〈訴えたい 。

い く分 P R気味ではあるが、与えられたテーマに合致すると考え

たので大林組の省エネルギーシステムへの取 り組みの来歴と実績に

ついて述べながら 、省エネルギーに つ いての一般 的 な考え方にも触

れたつもりである 。 したがって文章の中には大林組というより筆者

個人の考え方に過ぎない部分もあると考えられるので、文貨はすべ

て筆者個人にあり 、不都合な箇所があれば会社および読者のご容赦

を得2たい。 ( な か は ら のぷお 聞大林組* !;r本社設fiff 部計画課長)

5  4， 

これらのシミュレーションプログラムの計算結果を用いて、大阪

大林ピルの建築と設備の省エネルギ一再評価を行 ってみると 、 自画

自讃になるが、その空調システムにおける高品質を前提とした省エ

ネルギーの最適化 は正鵠を得たと言 って過言でない 。 とくに外気前11

御、 環境情11御等への提案は、今後互いに相克する 問題 として研究さ

るべき大テーマでもある 。 その非省エネルギー的外観一大きな窓や

断熱性の低い外壁ーは大阪という気象条件の下では幸いに致命傷に

はならなか った。すなわち冬期は射入する日射を回収することによ

り暖房エネルギーを軽減でき、 中間期は冷房負荷を積極的に外壁か

ら放熱できるため冷房用エネルギー軽減でき、夏冬の負荷I自大と相

殺されている 。得られた 開放感を評価すれば議論の分かれるところ

であろう 。 しかしこの建物を、より 一層省エネルギー化する手段と

しては、窓面への断熱障子の取り付け( 夜間閉鎖) 、 l 階出入口の気

密化、 ならびに喫煙室の設置があり、ほかに照明およびブラインド

の制御を付加すれば理想的である 。

大阪大林ピルの空調システムの内容については、すでに多 くの文

献で紹介しているので、 ここでは触れない 。一部の考え方は、前項

34  



大分大学サンシャイン計画実験例

長 友 宗 重 ・ 小 原 俊 平

、" 社は昭和49年度以来、 川崎重工業側、東洋熱工業(働と共同で大

型建物用太陽冷暖房給湯システムの開発研究を行 っている( サンシ

ャイン計画 ・工業技術院委託研究)。 開発研究の一過程として実用

士見接実験 システムによる実験研究が行われるが、太陽熱システムの

導入と建物の省エネルギー 化一一建物内でのエネ ルギー消費量の低

減化ー ーとは同ーの意図をも って行われるものであり、この実験シ

ステムの設計においても建物全体の省エネルギー化は最重要テーマ

のーっとして検討された。

太陽熱を利用するとしないとにかかわらず、建物の省エネルギー

化は必要であり 、われわれとしては当然のことながら、この問題に

閲する研究開発は石油危機を見るまでもなく、照明負荷の低減、冷

暖房負荷の低減を 主 にさまざまの視点から夙に行われており 、実験

システムの設計においてもこれらの細かな技術の蓄積が活用された 。

図- 1 南立面図

図- 2 東立酒図

図- 3 平面図 ( 2 階)

この実用規模実験 システ ムは大分大学工学部エネルギー工学科新築

校舎に適用されることになったが、実験システムとしての機能を発

揮するために必要な諸仕様は同校舎の設計にあたられた大学施設諜

のご理解によりその設計に反映された。

冷暖房給湯設備には太陽熱源 システム 以外に、ポ ンプ、ファン類

の台数、回転数制御、排熱回収など太陽熱依存率を高め、かつ動力

消費を抑えるためのさまざまの手段が講じられているが、これらに

ついての説明は紙面の都合もあるので省略し、本稿では主として建

築計画面での省エネルギー化仕様について、その概要を説明する 。

1. 建 物 概 観

建物の概観を 図- 1， 2 ， 3 に示す。 R C 造 3 階建で、大学工学

系研究棟として標準的なプランであるが、夏季の日射熱取得低減を

1"'''' 股

建築と社会 / 1977年 11月号 3 5  



図って南i!li J窓面上に必要十分な張り出しをもっ庇が設けられており、

また東西壁面の窓面積は必要最少限に抑えられている 。

2.  建 物 全 体 の 断 熱 性

窓面積率、窓ガラス仕様、外壁断熱仕様など建物全体としての断

熱仕機は、単に冷暖房負荷や償却費を含む年閉経常貨の大小だけで

なく、その建物の用途に適した居住環境を碓保する点にも十分な配

脱がなされた上で決定されなければならない。一般に建物の断熱性

が冷暖房負荷に与える影響は、個々の建物に固有の与条件に大きく

左右される。とくに建設地の気象条件や照明、機器、人員からの内

部発熱量、空調運転スケジュールの相奨などが与える影響は大きい 。

過大な断熱性能は冷房負荷の増大を招き、逆効果を生ずる場合もあ

図 図 図
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図 - 4  外壁の断熱材厚さと冷暖房負荷
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図 - 5  東西外壁の窓面積率と冷暖房負荷

- 建物の断熱性と冷暖房負荷

外壁の熱抵抗や窓面般率など建物の断熱性の大小が冷暖房負荷に最長響を与える

ことは周知のとおりであるが、その影響の仕方、程度は一線ではなく、建設地の

気通良条件や建物の用途、規模、平面計画、! 照明その他の内部発生熱などの粂{ 干の

組み合わさり方によ ってかなり巣なる 。一例をあげて説明しよう 。

用途 . 事務所ピ Jレ

規絞および基準階平面 上記の平岡図参! ! 日

冷暖房朋 /::1 : 冷房 6 月 l 日- 9 月初日、 l暖房 12 月 1 E I - 3 月30 日

室内温温度設定値・冷房時26"C、 5 0 %、暖房時22"C、 4 0 %

巡転11寺1m: 平日 811寺- 17時、土日/d日81時- 131峰、月日前日 71侍- 171時

人口密度・ 5 rri I 人

外気導入fl1 :  25rri I 人・ h

排気からの熱回収率・ 7 0 %

! 照明負荷: 2 5 W I rri とする 。

1. 外壁の断熱材厚さと冷暖房負褐 ( 図 - 4 )  

窓、面積率東西!!l O %、南北墜4 0 %、 5 mm普通単層ガラス( 札幌のみ 6 mmペ アガ

ラス) とする 。 この場合について言えば、断熱材を厚くすることによって暖房負

荷は著しく減少するが、冷房負荷はほとんど変わらないばかりか、札似のように

夜間l外気温の低い所ではかえ って精力Hしている 。笠IHJ の室内予断自然の夜間l放散が

妨げられるからである 。

2  東西外壁の窓面積率と冷暖房負荷 (図 ー5)  

南北壁の窓面積率を 60%とする 。東西壁の窓面積率は冷房負荷に大き主影響を

与えるが、暖房負荷はさして彬響を受けない。

3 6  

る。図- 4 ， 5 はこの関係の一例を示すものである 。 この例では東

京、札幌では断熱材の治加により冷房負荷が増加しているが、これ

は、つぎのように説明されよう 。つまり、 H百af J 機具その他の発熱源

から放出される稿射熱は、 一旦床や家具などに吸収され、 H寺間差を

もって室内に再放熱される 。空調の停止している夜間に室内に放熱

されたこの熱は、窓ガラスや外壁を通して外気へ放出されるが、こ

のとき断熱性が大きいほど熱放出が阻害される 。札幌など、真夏で

も夜間の外気温がかなり下がる地方では、この傾向が強く現れる 。

一方、鹿児島など夜間でも外気温があまり下がらない地方では、もと

もと建物外壁を通しての夜間熱放散量は少なく、むしろ断熱性能を

増して日中、外部から浸入する熱を抑制する方が効果があがる 。東

京や大阪などはこの中間に位置するわけで、断熱性能を高めること

によ って外気からの熱浸入を抑えられる効果と、室内蓄熱を夜間外

気へ放散することを妨げられる逆効果のどちらが強〈現れるかは個

々の条件によって異なり 、この条件に応じて、実用上適切な断熱性

能が決定される 。

実験建物一一大分大学エネルギー工学科校舎の場合は、大分地方

の気象資料を用い、各種の条件を組み合わせた数十種のモデルにつ

いて、年間を通しての冷暖房負荷の非定常変動シミュレーションを
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図- 6 実験建物に附与すべ き外壁断熱性能の検制

行 った。結果の一例を 図- 6 に示す。 この結果を基に、また実用に

供される校舎としての居住環境と経済効果を考慮して、外壁断熱材

は発泡ポリスチロール50mm、窓はペ アガラス、南北窓面積率3 4 %と

決定された。

3.  室内表面温度の制御一 一語 射 天 井 方 式

われわれのグループは、平板型温水集熱器と吸収冷凍機の組み合

わせからなるシステムを開発中であるが、冷凍機出口の冷水温度を

g.C と、通常よりやや高めに設定している 。 これは太陽熱集熱効率

マを高めるためにー集熱温水温度( = 吸収冷凍機の再生器加熱コイル

温度) を下げた結果生ずる冷凍機の成絞係数 (c.o. p)低下を防ぐた

めに採られた手段である( 図- 7 ) 。集熱温度はη x c.o.p を最大に

するように設定されている 。 また暖房季には集熱器から得られる温

水は直接空調器コイルに通されるが、この場合の混水温度はやはり

集熱効率を考慮して50. C以下に抑えられている 。 さて、このような

生ぬるい冷水、温水を用いて従来 システムと同等以上 lこf知直な冷暖

房を行わしめる方式として鞠射l汲放熱天井方式が開発され、採用さ

れている 。 これは図- 8 に示すごとく、天井哀を給気用圧力チャン

ノ〈ーとするものであり、天井 lま熱伝導性の大きい材料で張られてい

る。冷房季の天井裏給気温度は15t 程度で、室温は従来よりもやや

高めに、 26. 5.C程度に設定されるが、天井パネルが室温より 3. C程

度低くなるため、人体から天井パネルへ向けての i縞射熱放出がI菌加l

し、快適さが確保されることになる 。冬季の場合も 全 く問機である



l 冷水出入口温度差

は 5 ・C とする 。

Z 加熱，量水出入口混

度差は 7・C とする。

図 - 7  

図 - 8  編射吸収勲天井方式
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図 - 9  輔射と快適感 Ｈ ｆ｡ｲ 可ｾ･ｲ の実験 Ｉ

( 図 - 9 )。この ように冷房時設定室温が従来よりやや高く、また暖

房時にはやや低〈設定できることは、とりも直さず建物の貫流熱負

荷、外気負荷を減らすことになり、この点においても省エネルギー化

が期待できる。大分大学の場合は実験の目的から天井にアルミパネ

ルを使用している。天井裏圧力のチャンパー内での圧力分布、吹出口

気流特性などの空気力学的持性や、表面結露に対する安全性の確認、

チャンパー内熱損失、室内熱環境の立ち上がり持性などに| 期する研

究がM模型、モデルルーム実験などによ って行われ、成果が実験建

物一大分大学 に反映されている 。

4， 自然通風

実験建物の窓は開閉可能である 。 3 階建の建物としては、窓を開

閉可能にすることは当然で、はあるが、 一般中 ・高層建物の外壁面に

開閉可能な開口部を可能なかぎり設けるべきであるということは、

省エネルギー化の観点からわれわれが強く提唱するところである 。

図ー 10，11 は自然通風を図ることによって建物内の室温上昇をどの

程度抑制l し得るかを計算により求めたものであるが、わが国の気象

条件では、 自然通風を図るだけで快適に過ごせる期間が春秋 4 カ月

あり、これによ って強制換気用動力を2 0 %- 4 0 %節減することが可

能となる 。図- 10、11 にみるごとく 、照明発熱、人体発熱や貫流熱取

- 自 然通風による室温制御

窓の一部を開放できるようにして自然通風

を図ることにより、春、秋のかなり長い期間

を冷房や機械換気なしで快適に過ごすことが

できる 。図- 1 0、図ー 11 は照明などの室内発

生熱による室温上昇が自然逆風によ って抑え

られる線子を示すものである 。 この検討例で

は、

建物基準階寸法 : 40X80、階高 3 ，6(m)  

室内発生熱盆: 21  ( W 1m)  

窓面白射i i l : :  198 ( W 1m)  

風速 ( 窓の高 さでの ) :  5  (m! S )  

外気温度: お (' C )  

としている。

1.  コア配置、風向と自 然温風効果 ( 図 ー10)

斜線部分: コ 7 配置を示す。

太矢印 : 風向 ( 全体の自然通風にと って最も

有利な風向と不利な風向) を示す。

数値: 外気温と室温の差が最も大きくなる位

置とその値を示す。

l捌口比( 基準階有効開口面積/ 基準階床面

積) = 0.7( %)  

2.  関口比と自然通風効果 (図ー 11)

図示のコア配置例について、風上側と風下

側における外気温と室温の差と関口比との関

係を示す。開口比で0.7(%) 、外壁面積に対す

る比率で 4 - 9 ( %) の関口面積があれば、室

内の室温上昇を 1- 2( ' C ) 程度に抑え得ること

がわかる。
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図ー 10 コア配置、風向と自然通風効果
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図ー 11 関口比と自然通風効果

得などによって生ずる室温上昇 は、自然通風換気に よってかなり緩

和され、しかもこれに要する開口面積は比較的小さくてすむ。高層

ピルに開閉可能な開口部を設けることは空調制御上、あるいは防災

管理上問題も多いが 、解決不可能ではない。将来に備えてはいかが

であろうか。

大分大学エネルギー工学科校舎では、目下、太陽冷暖房設備工事

が進められており 、来年早々に試運転、 4 月頃より本格的な運転実

験に入る 。後日機会を得て発表したい。

この建物の省エネルギー化に際しての基本的な姿勢は、研究開発

の趣旨にもとづく実験建物として、大胆に未来型の手法を採用する

ことをためらわないことが第ーであるが、同時に時代の要求に応え

て、います ぐにでも大士見摸な建物への適用が可能であり、かっ通常

のごくノーマルな建物のあり方を損わないところにあった。したが

ってシステム全体としては、 十分実用的なたく ましいものである 。

建築の省エネルギー化という作業は、きわめて常識的な技術の一

つ一つを肌目細かく、組織的に組み立て、正しいバランスを見出す

ことにつきるが、同時に、そのための手法は、非常に高度なものが

必要とされ、その技術の開発が今後ますます重要となろう 。

( げもと …  鹿 島 建 設 技 術 附 建 築 部 長 肌

おはら しゅんぺい 。 主任研究員工↑ 導/
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- わ が社 に お け る 省 エ ネ ル ギ ー 化へ の 取 り 組 み ・ 実 施 例

省エネルギーヒ、ルへのアフ。口ーチー阪急ク‘ ランドりレー

中村 猛

カ建築デザインに省エネルギーを

すでに、省エネルギーピルとしての手法は、学界、業界等におい

て数多く提案され、米国のマ ンチェスタ における G S Aの実験ピル

等の内容も詳しく紹介されている。問題は、これらの手法を計画段

階において実際に具体的に導入することが望まれる 。事業目 的に合

致しつつ、デザインの本質を侵さず、安全、無公害、 居住性等の社

会| 主をも同時に高めて省エネルギ一手法の導入がなされれば最もよ

いのであるが、現実には、いろいろと難闘がある 。

たとえば、空調負荷削減に閲して外壁の面積を最少にするといっ

ても、敷地が長方形で容積E与を一杯とるとすれば自然とマッチ箱の

ような 外壁面積の多い不正形の形状となる 。方位につい ても敷地の

形状と合わせれば西日を大量にうける建築とならざるを得ないとき

もある 。窓の大きさにしても、ピルの用途から考えて、 10% - 20%

という関口比率では室内における外部との相対感党や畳光率の感党

に問題があるかも知れない。

* 熱負荷のケーススタデイ

しかし、省エネルギ一手法を建築形状に導入する場合、その効果

の度合が他の手法と比べて大きいのか、労多くして功うすい問題で

はないのか、可能性の範囲内でやる観念的な手法として不信感があ

るのは否めない。そのため、負荷計算をケーススタデイすることを

コンヒ。ュ ーターによ ってすばやく簡単に行うことができるような プ

ログラム開発がすすんで、いる。

これには従来から空調の負荷計算手法として研究開発されている

種々のプログラムが役立つ。従来は建築面が提案したプラ ン、エレ

ベーション、材料構成でいかに現実に近い負荷パターンをシムレー

ション するかという結果論だけであ った。しかし 、省エネルギ一手

法の導入のためには、ケーススタディに使用する 一段上の計画段階

の手法として生かされねばならない。単なる空調分野における問題

ではなく、建築計画の総合計画をするものが推進する問題となった。

女既成の設備技術による省エネルギー化

設備システムの省エネルギー技術は、ピル経営の経済性を追求し

てきた従来の既成の技術をよく盤理して 、思いつきや、一部の技術

者の特意技とせず、 一般の技術理解のレベルとして地道に克明に導

入しなければならない。

省エネルギーピルとするには何が急所であるか 、どこがエネルギ

ー的 lこウィークポイントであるのか、そして、どこに設備投資をし

たら長い運転上のエネルギー削減ができて有効となるのかをいろい

ろ究明する必要がある。

38 建築 と社会 1 19打年H 月号

現状のような高度の生活に慣れた冷暖房や、その他の設備空間は、

急に節約を 叫んでも、うまくゆかない。まず、現状でザルのように

洩れている浪費エネルギーを洩らぬようにすることろから始めねば

ならない。要するに、 ジャジャもりの鍋の孔をふさいでから水を入

れねばならないということである。そして 、鍋の孔は一体どこにあ

るかを、ピルごとに的確におさえねばならない。

会阪急グランドビルに見るバルコニー

バルコニー庇か買の日射を有効に遮ることはよく知られている。

日本家屋の深い屋根庇が南の居室を日射から守ることと閉じである。

従来の近代建築においてもデザインや外壁の保守等のために諸例 が

あるが、省エネルギ一時代となると 、それは日射の遮蔽効果として

評価される。もちろん、それだけが省エネルギ一手法であるとは言

えないので、 32階の超高層ピルの各階全周にバルコニーを取り付け

ることは経済性からい っても問題がある。

阪急グランドピルは最終避難通路、外壁保守、遮日と壁重量化 に

よる省エネルギー性等の多目的価値を認識し、プレ コンによる量産

効果の経済性とともにその実施を可能にしたようである 。窓は同じ

外壁関口率であ っても 、連窓で腰高に取 った場合、日射の遮蔽率は

竪長の場合より効果がある 。ただ、東西面に大きいファサードを持

つので、太陽高度が低い朝と夕方には効果がうすれるが、総合的に

は窓だけで30%の日射準の削減となる 。 そして、従来評価されなか

った 外壁の重量化が熱移動を緩慢にして省エネルギーに繋がる 。

阪急ク ランドビル

延床而絞 76，387. 05 m'  

階 数 回 、 32 F 、 R l

?'Ji さ 地 上 127. 035 m 

族 単 階 2，048. 80m'

t量 影 村 井 修

竣 工 552. 7. 27 写真 1 阪急グランドビルの外壁エレベーション



カで行うには不可能な大量の同時制御も可能になるのが、コンピュ

ーターコントロールの省エネルギーに関する貢献である 。

とくに空調運転上の過剰運転を排除するには、当日のウォーミン

グアップ負荷をコンピューターに略算させて 、系統別に必要最適時

刻にスタートさせるなどのプログラムもある 。 このとき 、外気の室

内への取り入れは、立ち上がり中には不要で、あるので、負荷を削減

する意味から言 って外気取り入れダンパーを閉鎖しておき、室使用

開始時に閉口するなども有効な手段である 。 また、ヒートポンプ等

は、温水はできるだけ低く、冷水はで、きるだけ高くすることが効率

をよくするので、負荷の状態を常にコンピューターがキャッチして、

温度の設定を有利 な側へ制御するなどの方法もある 。

当社は上記以外にも幅の広いソフトウエアをもっビルコントロー

ルコンピ: ュータ一 、C OMD E C- 1I を開発し、昭和48年、大阪国際

ピル以来、伊藤m，ピル、日経新聞大阪本社などに納入し、現在これ

をマイクロコンピューターに再開発して、 K Oピルおよび S H ピル

に施工中である 。今回の阪急グランドピルにおいても建築主との共

同開発によるコンピューターシステムが稼動し、省エネルギ一運転

の主役とな っている 。

阪急グランドビルのバルコニー断面図第 1 図

ヒートポン プは電力を有効に使用して冷暖房を行うユニークな機

種である 。当社はスクリュー冷凍機を用いた大型の空気熱湯: ヒート

ポンプを再開発し、外気と室内の発熱と室内の必要加熱音11との三つ

の熱源音11を l 台の冷凍機によ って巧妙に熱移動を行うシステム (T A

C NE S- H R) を完成し、 Ui':l利48年以釆、 10数台の実績を持 った。 こ

れによ って、室内発熱の熱回収を行うことができ、給湯熱源にも 利

用できる 。室聞の熱の収支がくずれるときは自動的に外気へl吸放熱

する 。一般ピルの熱回収はピルの熱特性によるが、 10%前後と 言 わ

れ、ヒートポンプが電力入力 1 に対して電熱換算で 3 倍の熱移動が

でき 、熱回収H寺には 4 - 5 倍 の効率になることを考えると、発電効

率が35- 40%としても輸入エ

ネルギーを 100 % 以上の効率

で使うことにな って、国家的

省エネルギーであるというこ

とができる 。阪急グランドピ

ルにもこのシステムを導入し、

ターボ冷凍機と併用して省エ

ネルギーの大きな柱とな って

いる 。

台地道な努力で省エネルギーを

われわれは、従来、建築の中において、自然にめぐまれ、 自然に

対応し、巧妙な智恵、によ って生きてきた。 しかし 、設備技術が発達

し、たいていのことは電気機械技術で不自然さを乗り越えることが

できる現代になると、折角の自然の恩恵、を捨てて、不自然な解決に

走るマンネリにおちい っている 。

省エネルギーが叫ばれる現在、原点に返 って自然と提携し 、 自然

のカをかわして生活する智恵をもう一度もたねばならない。省エネ

ルギーは高過な 抽象論、技術論に終わることなく、具体策 として建

築に組み込めなか ったいろいろな 拘束条件を検討排除し 、可能 な具

体策として総合的手法を組みあげる技術的、デザイン的思想、の見直

しを必要としている 。すなわち、建築の省エネルギーは 、奇想天外

な技術の開発ではなく、あくまでも、既成の手持ちの技術を克明に

駆使 して 、中途半端でトあ った技術を再検討し、 打 てる手はすべて打

とうとする努力から始まる 。

(j fヘ

食 ヒートポンプによる省エネルギー

h  

夏サイク J レ

T A C N E S - H Rの紙念図
第 2 図
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食 コンビ ューターコントロール

写真 2

オンラインコンピューターによるピルの総合運転制御は、大規模

ピルにおける省エネ ルギー運転の重要な手法となってきた 。数百に

及ぶピル内の温度、圧力、流量等の測点は各ゾーン、各機器の運転

の状態を表しているが、これらによ ってプロ ック別に動く・ローカル

な自動制御 をお互

いに関連づけ、必

婆にして充分な圧

力、温度、流量、

風量等に総合的に

コントロールでき

れば、過剰な動力

が排除で き、かっ

室内環境の質的向

上にも役立ち、人 阪急グランドピルのコンビューター燥作卓



省エネルギ化と安田火災海上ビルへの実施例

川 元 昭 吾

現存する、または現に採掘可能な石油は、 今後10年で枯渇する 。

日本はエネルギーの90%以上を輸入にたよっている。経済成長率を

6 %維持すると 10年後にはエネルギー供給量が需要量に絶対に追い

付かな い。石油備蓄は90日以上必要だ。人口の増加はエネルギーを

圧迫する 。

一方、石炭はオーストラリヤや南アに充分過ぎるほど有る 。 日本

の東支那海 に限っている石油はペルシャ湾に匹敵する 。オイルサン

ドを石油換算すると現有の石油確認埋蔵盆の約半分の量に相当する 0

. 云々の議論が、百出 している現在、われわれの分野においても

同様の状況であるが、省エネルギーや資源に対しては前々より取り

扱っている問題で あって、 急に現れてきたものではない。が、ここ

にきてそれに対する議論が前にも婚し て、竜巻のごとく激しく巻き

上がってきた感がする 。

エネルギ - i 原が有限であることから、さらにl厳しく見つめ 、 グロ

ーパルな意味で、エネルギー問題を取り扱う必要があろう 。

エネルギー問題の議論は上記のごと く、エネルギー源の点からす

ぐ振り替えエネルギーの点や、エネルギーの消費形態から省エネル

ギーの点のみに議論が発展しやすいが、も っと大きな意味で資源の

使用、活用までを含めたものとして捉らえる必要がある 。もちろん、

ここで言う資源とは、材料としての資源は言うに及ぱず、水資源の

問題、環境の問題、ゴミなどの問題も 含まれる。 さらに、人間の労

力も 含めて考えるべきである。

これらの点を包含して議論するとすればエネルギー問題は資源エ

ネルギーの有効利用、活用の問題と 言える。

建築の上でこれらを考 えると、振り替えエネルギーの点を 別 に考

えれば、 3 つに要約できる 。

① 資材使用の少ない建物を作る 。

資材、機材の噌加、多使用はそれぞれ材料自身の資源を多く使用す

るだけでなく、その生産エネルギーとして水 ・油・労力が消費され、

また生産につながる廃水、排気により環境も悪化する原因となる 。

同じような意味から、ムダな空間の多い建物も空間の浪費だけでな

く、その建設にかかる資材の消費からも、断熱や窓ガラスの大きさ

などと同様に再考しなければならない。 さらに、設備上からは、の

断熱やピークを生じさせないシステムによ って機器の容量をできる

限り小容量にする、包涛命を長くする工夫をする、 。 機器や稼動部
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の少ないシステムにする、必要がある 。

② 使用エネルギーを少なくする建物を作る 。

使用エネルギーの減少は建設という行為が短期間であるのに対し、

ピルは長期に使用するということより長期間に渡りエネルギーを消

費するという点からできる限り少ないエネルギーで運転できるよう

にする 。 そのために窓ガラスを小さくしたり、断熱を施したりする

ことがある 。しかし、気をつけなければならないことは、それを行っ

たからといって必ずしもエネルギー量が少なくなるとは限らないこ

とである。

また全使用エネルギ - i 誌がそれによって少なくなったと算出されで

も、同l ; Kcal である場合、冷房と I暖房に要するエネルギー源立は異

なり 、冷房の場合は冷却 に使われる以上のエネルギーを大気中に放

出するので、同l ; Kcalであれば、暖房側の方が全消費エネルギーが

少なくなる結果となる 。であるから使用エネルギー立が閉じである

ピルがあったとしたら 、暖房の方の多いピルが消費エネルギーは少

ないと言える。設備運用上からは、@ 機器の高効率化を進め、@ 他

に使用可能なエネルギーがあるときはそれらを有効利用する 。その

ーっとして水噴霧による冷却 ・外気冷房があり 、窓際の外光に よる

照明がある 。の ムダ運転の防止… 照明の消し忘れや予冷熱時の外気

の取り入れ，ハ イタンクによる自動洗浄等、多くある 。

③ 労力のかからない建物を作る 。

ピルが完成してからの労力だけでなく、完成する以前の労力を少な

くし 、質を上げるようなシステムが必要で、ある 。設計面ではTASAC

のような自動設計、製図であり、施工面では積層工法のようなプレ

ハブ化であろう。

一方、完成以後のピル管理を考えてみると、 ① 機器の自動運転が必

要であり 、@ 清掃を単純化する一方、ゴミを 出 さないシステムを考

えること 、の 災 害時にも単純で分かりやすい システムを要する。

安田火災海上ビルでの実施例

つぎにエネルギーの削減を第ー とした安田火災海上ピルのピルコ

ンでの 、上記の実施例を述べる。

表- 1のごとくのソフトによりつぎの 4 つの機能を発縛するシス

テムである 。

① 最少の人員でピルの運転運用が可能一・機器運転管理



表- 1 ソフト (安田火災海上ビル) 一覧表
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コ ン デ ン サ ー 台 数 力 率 改 普

ギ
利 用 率 平 均 化
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。 停 止 貯湯槽OF F

ムダ運転防止

有効利用

三方デンバー使用

ムダ熱量防止

ムダ速転防止

寿 命

お効率

寿 命

機器容量小型化

効率化

外気量コントロールに使用した三方ダンパー

(備考) 本図は、外気、還気

おのおの50%

の状態を示す。

照明、ファン、ポンプOF F

窓 際 l 列の照明の発停 有効利用

C02 分析計

性能チェ y ク 舟 命

ペースポンプ切轡

運転時間数の積l He録 労 力

プラインド記録 ( MT ) 自動化

日報のみC O M化

アラームおよひ効災はアラームT / W

プラインド( 常時)

ワン 7 ン操作 ( C R T ライトベン j

テス ト迎転

発電器容量内の負荷選択

遠隔発停

優先順位によるスター卜

火災情報の型車理および表示

自動処理

労 力

自動化

労力

労 力

労力

火災時のC R T表示

② 最 少 の 経 費 で 運 転 で き る こ と … エ ネ ル ギ ー 管 理

③ 最 良 の 室 内 環 境 を 維 持 す る こ と … 室 内 環 境 管 理

④ 災 害 時 の i隔j奏 す る 操 作 を 迅 速 に 、 か つ }I 頂 序 正 し く 処 理 し 、 災 害

を 最 小 限 に 留 め る こ と が で き る こ と ・ 防 災 管 理

一 方 、 自 動 運 転 に よ る オ ペ レ ー タ ー の 負 荷 の 軽 減 と と も に 、 監 視

機 能 を 容 易 に で き る よ う 、 ラ イ ト ペ ン 付 き のC R T を 使 っ た マ ン マ

シ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 用 意 し た 。 そ の 結 果 、 当 ピ ル で は 常 時 無 人

で 運 転 で き 、 必 要 に 応 じ て ( 残 業 設 定 や 火 災 H寺 ) ワ ン マ ン で コ ン ト

ロ ー ル 可 能 と な った。

、" ピルは昭和51年 3 月 竣 工 後 、 約 1 カ 年 経 過 し た が 、 当 初 の 予 定

削 減 量 ( 約25%ダウ ン ) に 対 し て 実 績 は 約4 0 %を 示 し た 。

( かわもと し ょ う ご 大 成 述，llt 邸設計部設J十課長)
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建築の熱的性能と省エネルギー

美馬 徹

1.  緒言

安全 ・健康さ らに は快適 ・利便と い う生活環境向上 にむけて人間

は努力 してき た。それに ともなう生産量の治大そして資源 ・エネル

ギーの膨大な消費は、 環境破壊あるいは資源 ・エネルギー枯渇の問

題を顕在化 させた。 とくに昭和48年末のオイ ルショ y クを機 に、省

エネルギーは省資源 ととも に重大なテ ーマとしてク ロー ズアップさ

れ、 今 日にいた ってい る。 しかし 省エ ネル ギーの必要性 が専門家の

聞で主張されている にもかかわ らず、実現化 は遅れている 。 この原

因として は、 省エネ ルギー化 を評価する基準が明確 になっていない

こと 、建築 に要求される 諸条件と のバランスが難しいことなどがあ

げられる 。省エ ネルギー化 を進めるにあた っては 、今までの建築の

あり方を総点検 し、いかにと り入れていくかの十分な 検討が必要と

なってくる 。

建築における省エ ネルギーの計画 は、主に建築計画 ・設備計画 ・

施工計画 ・維持管理計画 に分けることができる 。 ここではエネルギ

ー消費の多い暖冷房 に関す る建築計画上の省エネ ルギーについて検

討し、 今後の問題を 含めて考えてみる 。

2. 建築計画における省エネルギー要素

建築物 は風雨 ・日射 ・暑寒 などの遮蔽を目的とし てつくら れてき

て、当初は建物内部の環境を良 くするため建物 と自然と が調和する

方向で進められてきた。科学の進歩あるいは都市の過密化 にともな

い機械設備にた よる室内環境形成が一般化 した。エネルギー危機の

問題が生ずる や否や、いろいろな機械的手法をも って省エネルギー

化 を進めよ うという 傾向 がう かがわ れる。 機械設備を 中心 とし た対

策は システムの複雑さを生み、かっ省エネ ルギー効果も 少な く、耐

久性の点からもあまり良い方法と は考えら れない。建物によって 内

部環境が形成される ので、まず建築計画 と内部環境の関係を十分把

握し 、その結果、不足 している部分を 機械設備で補 うという姿勢が

大切でトある 。もちろ ん設備的省エネルギーに期待される部分も多い

し、運転条件や内部の照明・人体などの発熱量によ って建築計画上

の対策も異な って くる のは確 かである 。

以上のことか ら 表ー 1 建築計画における省エネルギー要素

省エネルギーを検

討ーするさいの プラ

イオリティを建築

計画にお くことは

適切であり、効果

も大き いと言 えるc

建築計画上の省

エネルギーを検討

する要素は数多い

が、主 な要素 を表

ー 1 ，こ掲げる。こ

れらの要素はと くー

に目新しいものではない が、未だに検討項目 として 生 きている。建

物に要求され る条件は 多く 、省エネ ルギ一対策も 多様化するため定

性的評価は容易 にされで も、定量的 にはなか なか結論が出せ ない 。

数多くの建物を ケース スタディすることによって定量的評価法を確

要 紫 検 言す 項 目

形 状 外表面積 と熱負荷

方位 ファサードの方位 と熱負荷

色 日射の反射率と熱負荷

断熱性 断熱性能と 貫流負荷

熱容量 尖頭負荷と負荷率

窓面積率 日射負荷 ・1'1: 流負荷

ひ さし ・そで壁 日射負荷

ブラインド 日射負荷

機密性 すき 間風負荷

コアの配置計画 配笹計画と熱負荷

地域特性 気象条件と熱負荷

内部発熱 断熱 ・蓄熱性能と熱負荷

システムの速転方法 断熱 ・蓄熱性能 と熱負荷
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立して い く必要がある 。表 - 1 に掲げた要素は主に貫流熱対策 ・日

射対策が中心 とな っている 。 これらの 中から建物形状 ・方位 ・断熱

性 ・窓面積 ・地域性をとりあげ、H麦冷房負荷との関係を考察する 。

(1)  建物形状

一般に計画当初には、敷地 ・用途 ・予算 ・規模などが固定の条件

とされ、その他 についてはある程度の自 由度が与えら れる。建物の

形状 もその一つであ り、省エネルギーを検討する さいの重要 な要素

でもある 。

暖冷房の熱負荷を左右する大きなものとしては貫流熱負荷 ・透過

日射負荷 ・すき 間風負荷 があげられる 。 これらの熱負荷は周囲の外

壁や屋上スラブなどの外接する壁体の面積が小 さい ほど小 さくなる。

そのため建物の形状をかえて 外壁面積を少なくすることが直接省エ

ネルギーにつながる 。

まず延面積が一定である場合の階数と 外壁面積 (屋上スラブ面積

を含む) との 関係は図一 1 のようになる 。 これは矩形の場合である

が、 f也の形の場合にも 同 じ傾向 となる 。 ここでわかるように、 外壁

面積を最小 にする階数が存在する 。 この階数から極端に階数 を少 な

くしたり 、多くすることは外壁面積を大きくする原因となる 。つぎ

に 1 フロアーの形状について検討すると 、かぎ形 ・矩形 ・正方形 ・

円形については図- 2 のように基準階の周壁面積は円形に近づ くほ

ど小 さくなる 。基準階だけで外周壁面積を 比べ るとかぎ形の面積は

円形の約 1. 3倍となる 。建物の外壁{士機が同程度であるとすれば、

熱負荷は商積に比例するので階数の検討ならびに形状の検討を行う

ことによ って外壁面積を小 さくし 、外乱による熱負荷を減少するこ

とが可能となる 。建物形状か らすでに省エネルギーが始 まるとい っ

て過言ではなく、省エネルギー効果も大きい。

(2) 方 位

建物の方位に自 由度ーがあれ _  1. 12  

ぱ、方位によって熱負荷 は か ま 1. 10

なりの差 がでてくる 。建物の 型

"  1.08 

ファサードの方位によ って熱

負荷がどの程度ちがってくる

かを定量的 に把握することは 1.04 

大事なことである 。図- 3 は 1.02 

ファサ ードの方位 4 種類につ 1.00  

い ての 比申 立で 、南 ｾ ｴ ファサー

A : 延 床 面 積 仇 周壁面積

H ・階高 y，・屋上面積

x: 階数

11 : 縦横比

図 1  階数と外壁面積
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図- 2 建物形状と周囲外表面積比
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1. 5であり、長辺に窓があり窓面積が 45 % の場合である 。この図 か

ら冷房に 関しては東西フ ァサードの年間負荷は南北フ ァサードの約

1. 1倍 となっている。縦横比が大きいほどこの差は顕著となるため、

とくに窓ガラスの多い面の方位については十分検討することが必要

である 。暖房 については冷房ほどの差はないが、やはり南北ファサ

ードのほうが若干有利と言える 。

(3) 断熱性

断熱性と熱負荷の関係を知るために外壁面の総合熱貫流率を考え

る。総合熱貫流率とは外壁面のそれぞれの熱貫流率の平均値である。

今までに断熱性を増せば熱負荷が減少し 、消費するエネルギー立も

少な くなると再三言われてきたが、断熱性を検討し実践化した例は

少ない。

図- 4は外壁面の総

合熱貫流率と熱負荷の

関係を示している。こ主

の図からわかるように、書

暖房負荷においては、

外壁面の総合熱貫流率

との相聞は あきらかで

ある 。し かし冷房負荷

については暖房ほどの

相関はないと 言える。

X l0・K国 11m" 年

窓面積率

l O M J J J Z Z J Z 1 0 0%  

8. 0 十 フ片て二シムムー60%

，十戸 ，_ι ニー40%

6 0 + J 5戸 20%

4.0+Tι 0%  

2.0  

1 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0  

- 2.0  総合黙貫流率 (K回 11m引 cJ

- 4 .0  

この原因としては、暖 暖

房負荷では貫流熱負荷房喜一 6. 0

が大半をしめるが、冷
- 8 .0  

房負荷では日 射 ・内部 - 10 .0  

発熱負荷が大きいこと

があげられる 。

図 - 4 総合勲貫流率と年間暖冷房負荷

断熱性を検討す る場合に重要なのは、H愛冷房システムの運転方法

つまり連続運転なのか間欠運転なのか、また内部発生熱の大小によ

ってその評価が異な ってくることがある。さらに断熱性と熱容量と

の関係 を把握することによって負荷率についても検討可能となり 、

熱源機器の省エネルギー運ilii を計画するのに役立つと言える 。

いずれにせよ省エネルギーを考える場合、断熱性は重要な項目の

一つで、あるし 、居住環境を向上させる要素でもある。しかし、建物

の断熱性が基準化されていない現状では、さまざまな建物があり省

エネルギー化の判断を明確に示すことは できない。この 問題につい

ては、ここ数年で基ー準化されると考える。今後、建築設備計画の条

件にもとづく断熱性と熱負荷との関係をより明確に していくことが

大切となる。

(4 )  窓面積率

建物においての窓の役割は多く、最も外界とのかかわりあいの j菜、

い部位であろう。しかし暖冷房する立場から考えると、この昔日位ほ

どやっかいなものはないと言える。冬は熱貫流準が大きいため熱損

失が大きくなり、窓面が低温となるので人体に冷ふく射を与えるこ

とにもなる 。夏 は日射の透過のため、熱取得を t国大させる 。窓面相

率と冷房負荷の関係を図 - 4 に示したが、窓面積率と冷房負荷とに

は相関があることがわかる。暖房においては窓面積が減少すると、

その分、外壁面積が治大するため、外壁面の総合熱貫流率が小さく

なり、熱負荷は減少す る。当然ながら窓面積率を小 さくとるほど熱

負荷が少なくなり省エネルギーにつながる。

窓面積は建築計画上できるだけ小さくとるとして、窓面の日射対

策としては反射吸熱ガラス・ブラインドの採用、ひさし・ベランダ

の取り つけなどの方法が考えられる。またn流熱の対策としては、

二重ガラス・二重窓が有効である。

(5)  地域的な対策

いままで建築計画上の熱的性

能について述べてきた が、省エ

ネルギーの立場から考えると 地

域的にその対策が巣なる。 図 -

5 は外壁面の総合熱合流率を2.5

/X mzl動・O剰叶 15.6 
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ー・ 冷房

札 仙 東 大 鹿

( K cal/m' H' C ) とした場合の主 幌 台 京 阪 量

要都市における年間の暖冷房負 図- 5 主要都市における年間暖冷房負荷

荷である 。

I主い唆冷房負荷に潜熱負荷は含まず。

当然ながら、寒冷地と 言わ れる札幌・仙台は暖房負荷が極端に大

きく、東京以南では冷房負荷が大きくなって いる 。まず暖房負荷の

大きい寒冷地について考えると、暖房負荷を少なくする対策が重要

であり、外壁面の断熱性を増し、窓は二重ガラスや二重窓にするな

どしてエネルギー使用量を少なくすることが有効である 。 また比較

的温暖地区におい ても暖房への認識は少ないものの、暖房用エネル

ギー消費は かなり多いので、寒冷地までの仕様は必要ないが省エネ

ルギー化と いう立場で再検討する価値はある 。冷房負荷の大きい温

暖地区については、日射対策が大切なポイ ン トとなる 。建物の方位

・色彩また窓面積の縮少、ひさしの取りつけなどが有効となる。最

近では札幌でも冷房するピルがふえてきており、内部発熱や外気 冷

房の検討が要求されている。

省エネルギー化 においては、地域特性を十分把握し、その特性に

みあう有効な手段をもって効率よく進めるべきと考え る。

3. 結語

H愛冷房の省エネルギーに 関 しでは地域特性を把握し、建築計画上

の各要素を十分検討することが第ーである。こ れらの要素と熱負荷

の関係を定量的に把握 してはじめて設備計画・維持管理計画におけ

る省エネルギーの方向性がみいだされると考える。 また相互の関係

から従来の設計手法とは違った技術が生ま れるであろうと 思う 。し

かし省エネルギーは室内環境をつくるための要求条件ではなく 、社

会的 ・環境的なもので従来建物が持っている機能が省エネ ルギーに

よって極端に抑制 されるべきものではない。また住宅においてはま

だまだ室内環境が満足ゆくものではなく、これからも 向上していく

だろうと予測されるので自然との調和を 計り、エネルギー消費の少

ない環境づくりに努力すべきと考える。

建築における省エネルギーの範囲は広く 、資材 ・施 工 ・建物の維

持管理なとe にエネルギーが消費されていることから 、これらを総合

的に評価しなければ本釆の目的に達し えない。またエネルギーの定

義は難しく、果たして熱量単位だけの比較で済ましてよいものかな

ど多々 問題点があげら れる 。早々に省エネルギーの評価基準を作成

し、日本の実情を考慮した省エネルギー化を計る べきと 考えている 。

最後に、 現時点で多くの課題か涜さ れているものの 、建設業界に

おける省エネルギー化への期待は大きい。建物の大小にかか わらず

積極的にとり組み、順次集大成していきたいと考えている。
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「セキスイハイム」と

ハイム太陽熱システム

土 井 浩 ・ 須 永 宏

1. 省エネルギーへの取り組み

住宅の省エネルギーに関して 、当社は、住宅と設備の供給メーカ

ーとしての立場か ら、ミエネルギーを 上手に活用することうを前提

に、住宅の設備機器も含めた、 戸建て住宅の総合的な省エネルギー

化 に取 り組んでいる 。

現在、具体的な商品として 当社が上市 しているものに、ユニ ッ ト

住宅の「セキスイハイム」とそのオプショ ン設備としてのり、イム

太陽熱システム 会とがある 。

当社が最- 初のユニ γ ト住宅を発売したのは 6 年ほど前であるが、

太陽熱利用機器を手掛 けたのはさらに古く 、昭和37年発売の「太陽

熱温水器( クミアイヒーター ) J 以来、約15年間 (70万台) の実績を

重ねている 。

昭和48年には太陽熱利用に閲 して、組織的な取 り組みを開始し、

以降、短 ・長期テーマのもとに 、本格的な 実用化の検討を 開始した。

昭和49年、通産省が、量産化住宅の機能向上と省エネルギー化へ

の研究課題として 、既存の技術、材料を集大成した「太陽熱利用の

給湯 ・暖冷房を組み込んだ実用的な住宅」の開発を提示したが、こ

れを契機 として、 三菱重工と技術提携を行い 、「太陽熱利用による

給湯、ヒートポ ンプ暖( 冷) 房 システム」について、戸建て住宅用と

して 、経済性のすぐれた 、普及タイプの実用 シス テムの商品化に成

功し、これをユニ ッ ト住宅である「セキスイハイム」に装備して発

売するに至 った。

2.  rセキスイハイム」 との整合性

ユニ ッ ト住宅は、合理的思想に基づいた機能住宅であり、またコ

ストパーフ ォーマ ンスのメリ ッ ト等の特性を有するが、同時にこの

工法の持つ シン プルさ 、精密さは施工性の向上および A M ( アフタ

ーメンテ ナンス) のやりやすさなどから 、新しい設備を組み込む上

で、非常に有利である 。

この新設備との結びつきに関して 、主につぎのような有利な待性

をあげることができる 。

1) 住宅の断熱性能 太陽熱利用 について 、住宅の空調までおり込

んだ場合、その気密性、断熱性は最も重要な条件である 。「ハイム

M- 3J については、工業化認定基準で、各部位の断熱性能および

保温性能が高く( 一級) 、空調設備との組み合わせ効果が良い。

2)  ，構造・デザインの統一性 ユニッ ト住宅である ため、各種間取

り等の住宅の構成パターンに対 し、デザイン ・構造 および強度的統

一 がとりやすい。

3) 施工性 ソーラー設備についても 、ユニ ッ ト化することにより、

施工性のアッ プを計ることができ、また施工技術レベルの格差 とい

う問題も 、比較的容易に消解できる 。

4)  工事・ A M体制 「セキスイハイム」については 、直系の工事体

制および、A Mシステムが、そのまま 利用できるなどの面で有利で

ある 。

4 4  建築 と社会 1 1977年 11 月号

3.  新しい住宅設備としての とハイム太陽熱システム H

本 システムは、戸建て住宅用の給湯・空調設備として 、快適さ、

便 利 さ、清潔度、経済性などを総合的に把 え、太陽熱と電力とを最

も効果的に組み合わせたもので、その概要と主な特徴は、つぎの通

りである 。

〈概要〉

当システムは、太陽熱集熱器( コレクター) 、蓄熱槽、電気温水器、

ヒートポンプおよび放熱器などからなり、その機能および機器 によ

り、 図- 1 のように 、システム A - C として分類される 。当施工例

ではとシステム C " が用い られていて、その作動機能は、つぎのよ

うにな って い る ( 図ー 2 )。

集熱系は、強結11循環方式をと っていて、蓄熱槽内の7 } < が循環 ポンプ

で、太陽熱集熱器( コレクター ) に送られ、ここで熱を吸収 して温

度上昇 をする 。この温水はさらに深夜電力利用の電気温水器で、80-

85

0

C まで加熱されて 、セントラル給湯される 。これに専用のヒー ト

ポン プを組み合わせることによ って空調を行うことができる 。
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図ー1 ハイム太陽熱システムの種類
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〈特徴〉 図ー2 システムC フロー

1  )  設備の稼動率が高く 、年間を通 じて太陽熱を 有効 に利用できる

( 年中給湯、冬期は暖房、夏期は冷房( 電気) 運転も 可能〉。

2)  太陽熱とヒートポ ンプとを組み合わせることによ って、 ヒート

ポ ンプの欠点をカバーして、さらに全体として相乗効果の高いシス

テムを形成している 。

① 外気温の低下時でも、ヒート ポン プは高い効率の運転が可能

である 〈早期暖房運転も可能、暖房開始時の昇温時間の短縮)。

② 暖房中におけるヒートポ ンプのリパースサイ クルによるデフ

ロスト時の冷風吹 き出 しによる不快感などを解消し ている 。



③ 暖 房 の ピ ー ク 負 荷 を 乗 り 切 る た め の ヒ ー ト ポ ン プ能力( 容量 )

の軽減が可能。

3)  経済性がすぐれている 。

① 給湯、暖房に要する総エネルギー( 年間) の約 1/3 を太陽熱

でまかなうことができる。

② 設{ 脂質が比較的少なくてすむ。

① 高い断熱性能の住宅との組み合わせで、総合的な省 エネルギ

ー化 をはかっている。

4)  太陽熱と電力を利用しているので、安全で、クリーンであると同

時に、取り扱いも簡単である 。

5) 建物との関係については 、集熱器 をバルコニーの手摺と 一体 化

し、建物全体と調和するようデザインされ、しかも集熱器による間

取り、関口部などで建物本体への制約や影響を及ぼさないよう細か

な配慮がなされている 。

4. 施工例

つぎに居住性能をみるために、昭和50年10月に都下世田谷に建て

られたモニター住宅の例を示す 。

1) 建物概要 (写 真 1、2、図 - 3 )  

敷地面積 226. 1m

2  

建 物 「セキスイハイム M - 3 J ，， 10 U  

建築面積 61. 6  m

2  

( 延床面積 92.2 m

2

)  

建物および設備の仕様については 図 - 4 に示す。

2)  経済効果

当f主宅における年間のエネルギーについて、つぎのシミュレーショ

ンを行い、 % S 、 およびラ

ンニングコスト等を算出し、

他の給湯、 l唆冷房システム

との比較をみると、つぎの

通りである 。

① 算定基準

(空調条件( 室温) ) 暖房20. C

( 就寝H寺16. C) 、 冷房27. C

写 真一 1 モニヲー住宅の全景
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ヒート ポンプ室外器

と廻り配管

図 - 3

モニヲー住宅間取図

および機鋸配置図

建 物 f士 様 3監 師Z 仕 様

4正 礎

鉄筋コンクリート造 有効 ｕ｜＿ｾ 面 積 Ｘ Ｎ Ｕ ｭ Ｇ

述統基礎 傾斜角度 55・

主体精進 軽盆鉄骨 7 ーメン栴造 材質特殊ステンレス鋼板

アルミ地リシン欧付 1島 熱 器 硬貨ウレタンフォーム

タト 壁 石常ボード厚 15私

寸 法 幅 3，900 奥 行 940

［ｲＮｾ＠ 1，210  

ロックウール厚50鳴 丞五t 340kg ( 満水時)

屋 根 亜鉛鉄板折版 容fI! : 4 ωt  

天 弁

石膏ボード下地12弘 蓄 熱 糟 重量 348kg ( 満水時)

および表装材 特殊 グラスライニング ・タ ンク

パーティクルボード25弘 型式 MS B- 370  

防is用ライトロン 111気混水器 容量 3702 

床

発泡スチロール5ぴ弘 定 格 単 相200VX4. 4kw

ドルカ ・カーベ・ノト( 洋室) プルーラル方式

企( 和室) 室外ユニ ットSRCS- 509J LH

室内ユニット SRFM- 229J HI  

ヒートポンプ 定格出力 1. 5kw (3台)

暖房能力 2100- 4400Kcal/ hr  

(50!-f z) 5600Kcal/ hr(水熱源)

冷房能力 2100- 44∞Kcal/ hr

(50Hz) 
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X  10‘  

暖房負荷 + 給湯負荷

( 12. 111 X  I O' Kcal / 年)

J 太陽熱利用熱量

( 3. 614 X  IO' K回 1/ 年)

署長

- 2  

3 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1  1  12 

月

図- 6 年間の太陽熱利用状況

(経済的バランス ) 本システムでの太陽熱利用率は約 1/3 で あ る 拭

これは戸建て住宅用給湯、暖冷房機として、実用上最適な経済バラ

ンスで設計されているためである 。現在の技術およびエネルギーコ

ストのもとでは 、 コレクターの面積を大 きく して、 % S を大きくと

ると設備のイニシャルコス トを増大させ 、また瓦期には集熱した熱

が余り過ぎるなどの問題が生じ、償却等で不利になる傾向 がある。

一般に % S と、イニシャルコスト等は裏腹の関係にあり、 % S が高

ければ高いほど良いわけでもなく、全体的な経済バランスが重要で

ある。

本システムは戸建て住宅に焦点をあて、実用性とイニシャ Jレおよ

びランニングコストの面から、最適規模の集約を行ったもので、経

済的にも、 非常に有利 なものとな っている 。

( ど い ひろ し … 訓 叩 業 悶 本 柑 部 一 以 … テH ムl開別附W苦

すなカがf ひろし "日;1 ，:ニ /  
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- わが社における省エネルギ一化への取り組み・実施例

夕、イワハウスソーラー D H- I  

'f' 
南 修

1.  はじめに

エネルギー需要の大部分を石油に依存しているわが国にとって、

石油ショックは大打撃を与えた。それ以来、石油、石炭等の枯渇燃

料に変わる有力なエネルギーのーっとして 、太陽エネルギーが大き

くクロ ーズアップされてきた 。

新エネルギーとしての太陽エネルギーは、クリーンで永久的であ

ること、環境汚染防止とエネルギー確保とが同時に解決できること

により、資源のない日本にと っては最も有効なエネルギーである 。

太陽エネルギーの利用は以前から世界の各国で行われているが、地

球に降り注ぐエネルギーの総量としては莫大なものであ っても、

その密度は薄〈、晴天の日でもせいぜい 1 Kw/m'  H と言われ、天候、

. 地域などに左右され、いかにしてうまく集熱し、有効に利用するか

が実用化への鍵である 。わが国は、南北に細長く伸び、年間平均日

射量は全国的に大差なく、水平面が受ける年間平均日 射量は 2800-

3600K cal / m'・日程度である 。東京近辺を例にとれば、年によって相

違はあるが、平均して年間 200 日以上も晴天の日があり、この晴天

日における日舟対立は年間平均で5000ぬal/ m'・日程度である 。 しかし、

恵まれた日射昌があるとは言え、密度が低い太陽エネルギーで、住

宅の給湯、冷暖房の全部を賄うとすれば、雨天や& りの臼が続き不

安定なため、集熱器をはじめとする太陽熱関係に大きな設備を必要

とし実用的でない。このように太陽エネルギーは常時安定して得ら

れないため、補助加熱器を使用しなければならない。

住宅の冷暖房用エネルギーとして太陽エネルギーを利用する場合、

採暖室の断熱性をよくする ことは、 確実に省エネルギー化すること

であり、集熱面積を少なくし、太陽熱関係設備を小さくし、経済的

となる。ソーラーハウスは建物の断熱構造とソーラーシステムとを

トータルシステムとして考えることによ って 、建物のデザイン、居

住性、経済性がよくなり、実用的なものとなり、省エネルギー住宅

としての真価も発揮されよう 。

2.  ダイワハウス ソーラー D H- l について

本ソーラーハウスは経済性を追求し、 システムの実用性を第一義

としたもので、 2 階建の 2 階屋根に集熱器を置き、最も使用頻度の

多い居間兼食事室程度の 1 室暖房と 4 カ所給湯を標準としたもので、

建物の断熱性能とソーラー システ ムとをうまく組み合わせることに

よって燃料の節約率を大幅に向上させ、省エネルギー化を計 ったも

のである 。 なお太陽熱冷房については、現在、 l吸収式冷凍機による

方法が一般的であるが、太陽熱では高温が得にくいこと、イニシア

ルコストがかかり過ぎることにより現時点ではセパレート形ルーム

46  建築と社会 / 19 n年11月号

エアコンの方が有利であると考えている 。セパレート型ルームエア

コンの冷暖房兼用のものを用いればよい。 また採暖室を追加する場

合はファンコイルユニットを追加すればよい。 主な特徴は下記の通

りである 。

3 .  ソ ー ラ ー D H- l の 特 徴

( 1 ) 従来のソーラーハウスは南面に大屋根があり、窓が小さく、南面

の室の居住性がそこなわれることが多いが、本ソーラーハウスでは

2 階屋根勾配を年聞を通じて集熱量の最も多い角度とし、その屋根

に集熱器を置き、特異なイメージのないデザインとした。

(2)採暖室の外壁、天井、床にはグラスウール厚75mm、間仕切には50

mmを挿入し 、また熱の逃げる割合の大きい窓には複層ガラスを採用

し、熱負荷を大幅に下げた。 また補助熱源には最もエネルギーコス

トの安い灯油ボイラーを採用し、経済性をよくした。

(3)  1  C 電子制御による自動集熱、機穏を凍結の危険から保護する自

動凍結防止装置、太陽熱暖房あるいは補助加熱暖房を自 動選択する

自動選択装置など各種の自動装置を採用しているので、めんどうな

操作が不要である 。

(4 )システムの簡素化を計るとともに、システム機器は専用のキャビ

ンに収納し、使用ス ペースを小さくした。

4. ソーラー D H- l の断熱性能について

採l唆室のタ円章、天井、間仕切の断熱材グラスウールを厚くし、窓

には複層ガラスを採用することにより、熱負荷が従来の住宅( 当社)

の約5 7 %となった 。熱負荷を大幅に引き下げたため、比較的低混度

の湯でも暖房可能となり、また貯湯槽の有効使用浪度範囲も大きく

なり、それだけ集熱器の効率もよくなり、集熱器10面と比較的小さ

な集熱面積で 1 室暖房 4 カ所給湯ができた。 また複層ガラスは太陽

放射透過率が普通ガラスより少なく、熱貫流率も半減するので夏冬

とも省エネルギー効果がある 。暖房期の晴天日など太陽熱による自

然暖房ができ 、非常に効果がある。断熱構造をよくすることによっ

て、ソーラーハウスは省エネルギー住宅として、太陽エネルギーの

利用 と相侠 って補助熱源の燃料を大幅に節減できる 。

5.  太陽熱集熱器の原理について

太陽光線のスペクトル分布をみると、そのエネルギーの波長は、

0 .4 - 0 .7μ の可視光線および近赤外線領域で大部分を占めている 。
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図 3 透明穏 ( F R P ) の光線透過率

図 1 は集熱器の断面図であるが、太陽光線は透明板を通して集熱体

に吸収される 。透明板は 図 3 のように9 0 %程度の透過率で太陽光線

の大部分が透過する 。集熱f本は太陽光線をよく吸収できるよう黒色

に着色している 。 しかし黒色であるため黒体幅射があり、せっかく

吸収した熱も逆幅射により外へ逃げることになるが、 図 2 のl OO 'c 

における黒体稿射スペクトル分布に示すように、その穏射エネルギ

ーは 5 μ 以上の長波長赤外線で、透明板はほとんど透過しない 。 い

わゆる温室効果となる 。黒{ 本i短射のスペクトル分布は50' C - 100 'c  

の範囲では大きな差はない 。

6.  ソーラー D H- l ソ ー ラ ー シ ス テ ム の 概 要

本システムは水を媒体として集熱器で太陽エネルギーを集熱し、

太陽熱直接給湯、直接暖房を行うもので、集熱器、貯湯槽、補助加

熱ボイラー、放熱器、配管から構成されている 。

(1)集熱方式について

従来から普及している太陽熱混水器は密閉汲置形温水器といって、

集熱昔日と貯湯部が一体 で あるため、屋根に据え付けた重量が大きく、

お湯の必要な夜間まで放熱が大きく、また高温湯が得られないなど

のため浴糟以外の給湯は困

難であった 。

本システムでは強制循環

集熱方式を採用している 。

集熱器と貯湯槽の水温を比

較し 、差温制御装置のはた

らきにより集熱器の温度が

高いときだけポンプが運転

貯湯槽 するから効率よく太陽熱を

集 熱 す る ( 図 4 )。

温度 セ ンサー

図 4 強制循環式太陽熱集熱器の原理

給 湯

浴 室 台 所 洗面所 洗濯機

E ず 白 ロ ロ ロ

温水循環ポンプ

図5 標準システム図 (給湯+ 暖房 システム)

(2)太陽熱給湯システム (図 5 )  

本システムは集熱面積をできるだけ小さくし、システム的にも従

来のセントラルヒーティングをベースにしているので操作は至って

簡単である 。

1) 給湯システム: 出湯蛇口を聞くと水が自動給水装置から貯湯槽

へ入り 、集熱された湯がボイラーを通り希望温度まで加熱されて出

てくる 。 もちろん晴天日は集熱温度が45' C以上になるので集熱され

た湯はボ イラーを通さず出てくる 。

2)  暖房システム : 温水循環によるフ ァンコイルユニット温風暖房

であるから室内を汚さず快適な暖房ができる 。暖房熱源は太陽熱お

よびボイラーを自動選択装置により自動選択できる 。 もちろん晴れ

た日は太陽熱暖房ができ、経済的である 。 また室内温度はルームサ

ーモでコントロールできる 。

3)  システム仕犠

項 自 f士 様

総 造 循環式平板形

集 熱 器 寸 法 重 量 幅 7 6 0 X 奥行18 2 0 X おさおmm/ 面 通 水 時23kg/i 面

集 熱 面 積 13m'  (10面)

集熱板材質 特殊ポリエチレン

透明板材質 特 殊F R P 板

骨4 ・
五t 460 e  

貯 湯 地 缶 {卒 鋼板グラスライニング処理

防 蝕 方 式 外部電源による流電防蝕

補 助 加 熱 器 使 用 燃 料 自 灯 j出

( 灯泌すf イラー) 熱 出 力 25∞o  K ca l / h  

貯 湯 1孟 95e 

防 蝕 装 置 外部電源による流電防蝕

I凌 房 暖 房 方 式 温水循環混風方式

制 御 方 式 太陽熱ーボイラー自動切換式

4)  太陽熱集熱性能 : 東京近郊、集熱器方向南向 き、晴天の場合で

給水温度が華拝火15' C 、夏20' C 、冬l O' C のときの数値を以下に示す 。

春 秋

夏

冬

5 5  - 6 0  "c 

6 5  - 7 0 "C 

※ 4 5  - 5 0 "C 

3 5  0 万 Kc a l / 年

※  暖房はIti ' 湯僧上部i200e (JJ:，P，M釦立55- 60"C )を 使用

5) 経済性: 東京地方 4 人家族、暖房はリピングルーム l 室の概算

熱量で計算している 。 ただし冷房負荷は計算に含めていない。燃 料

費は昭和52年 3 月末現在を基準にして概算で算出したもので、ポン

プ等の電気代も含まれている 。

n  
出

回従来の給湯 ・暖房機器による

年間燃料貸

本システムによる年間燃料貸

都 市 ガ ス

123. 6∞ 円/ 年 82.8∞円/ 年

3 1 . 9 0 0 円 / 年

( みなみ おさむ大和1ハウス工業KK研究開発古11)
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- わ が 社 に お け る 省 エ ネ ル ギ ー 化 へ の 取 り 組 み ・実 施 例

ミサワホーム O 型にみる省エネルギー

市 嶋 社 郎

省エネルギーというテーマは、工業化住宅が在来工法 ・在来 シス

テムの住宅に対 し優位に立ちうる分野として、重要視すべきものの

一つであると考える 。新分野開拓に当たっては、フィードパックが

速やかであ って 、即応力 があるということ 、スタート時からある程

度の量産によるスケールメ リッ 卜を発揮できるということが武器と

なるが、研究組織、研究設備を整え開発し 、それを実施するという

体制は在来システム内部におけるよりも工業化住宅においての方が

はるかに容易な現状にあると言えよう。

しかし 、ともかくも 、エネルギー問題をきっかけに、住宅の熱に

かかわる性能ということに消費者の目が向けられたということは住

宅需要の新しい構成要因の芽生えとして注目しており、ラ ンニ ング

コス トやメンテナンスコストについての意識が、住宅供給の新しい

チャンネ ルの成長を支えてくれることを期待している。

われわれは当初より、ミ大工さんでは出来ない家 手ミ工業化住宅な

らでは多ということに 力点、を置いてきた。省エネルギー住宅という

のもその一つであって、オイルショックの前からわれわれはエコ・

エネルギー ・システム ( Eco- Ener gy- Sys t em) なるものを提唱して

きた。『エコ』には『住む』という意味があり、エコロジー( 生態学) ・

エコノミー( 家や園の上手な管理、節約) に通ずる 。生態的にも経済

的にもよいエネルギ一利用システムを開発しようという意味である 。

また 、われわれは業界の先駆的立場で、大型人工環境実験室( 図1)を

建設し、工業化住宅を担う者として、その使命の遂行を計 ってきた。

ミサワホームの木質パネル構造の省エネルギー 的特長には、①接

着一体構造 による気密性のよさ、②パネルの断熱力( パネル内部に

挿入されているグラスウールとパネル内部を細かく仕切る桟木によ

る) 、③完全木質構造体のためヒートブリッ ジがないこと、などが

ー ーーー一一ｾ あり( 図 2参照) 、

図 1 ミサワホーム総合研究所内の実物大

全天候型環境実験室

寒( ー30'C )、暑( 40'C )、雨 (300mm/h) 、宮(300mm/ h) 、

風( 吹出口風速 40m/sec )、太陽開射( 上方および側方)

などの環境を人工的に現出せ しめる。

省エネルギー住宅

への道程でのミサ

ワホームのポテ ン

シャルは高い。現

に北海道では、暖

房費の節約になる

との評価を受け、

販途を拡大しつつ

ある 。

ミサワホームのパネル構造

図 2 在来軸組構造とミサワホームのパネル構造

48 建築と社会/ 19π 年11 月

従来は部材としての性能を上げることには意が払われてきたが、

風通しについての配慮、吹き抜け音11分での気温分布、窓面積の割合

等々組み上がった家、形成された空間としての全体的性質までは顧

みられることなくきた観がある 。規格型住宅を用意することにより、

空間として、家全体としての性能を l吟味することができる 。そして

それは同時にコスト ダウンを保証することにもなる。ミサワホ ーム

では現在 A 型 ・O 型なる商品がこの規格型に属し、それぞれ発売以

来日婚しに好評を博しているようである 。 ここでは、その O 型につ

いて、省エネルギー的側面をご紹介したい。

。

床面積 142m
2

(43坪) の O型の外観と平面図を 図 3 に示す。

熱的性能について O型と、その他のものについて比較したのが表

1、表 2 である 。

142 m
2

のO型と、それと同 ーのプランの一般的手法になる住宅と

の暖房負荷を比較したのが表 3 である 。スミの音11分がO型の値を示

し、%はO型の値の一般的住宅の値に対する比を表す。一般の住宅

も最近は断熱性が向上しているので、熱貫流率はミサワホームフリ

ーサイズのものと同等で、あると見倣した。ただ 、換気回数は1. 5回/ 時

とし、ガラスは一重であるとした 。この暖房負荷を燃料費に換算し

てみる。最も寒い月のi暖房消費熱量は、全時間全負荷運転の場合の

泌とし、 l 暖房シーズ ンの全負荷は最寒月の 4 倍だとすると、 0 型

43坪のプランを 一般的手法で構成した場合の 1 シーズンの暖房燃費

は、燃料が灯油の場合で32 ，000円、都市ガスの場合で64 ，000円、 プ

ロパンガスの場合で93 ，000円 となる 。 それがO型では半額で済む。

省エネルギーは省資源の一環であり、ランニングコストはイニシ

ャルコストとの兼ね合いで考えられるものである。 0 型住宅の場合、

43坪型の建築費は普及タイプで坪223，000円 とな っており 、規格型工

業化住宅のメ リットを質 ・価格の両面で実現させていると言 えよ う。

ミサワホ ームの省エネルギー住宅の開発経緯を整理すると 表 4 の

ようになる。 43坪の O型と同じプラ ンの ものを各技術段階で建築し

た場合の省エネルギー性を示す。ミ サワホームが発足した当時の在

来itlH*且工法のレベルをステップ O、ミサワホームのフリーサイズの

レベルをステップ I 、同 O 型のレベ JレをステップE とする。

(  i  )  : ステップ Oでの各部位からの熱損失の比率を負荷構成比の 欄

に% で表した。各部位からの熱損失について、ステ ップ 0 での値を

100 とした場合の各ステ ップでの値を棒グラフで示した 。

(  i  i ) ・暖房、給湯、冷房について、各ステップでの年 間の所要エネ

ルギーを棒グラフで示した 。

( iii )  : 暖房は灯油により 、給湯は都市ガスにより、冷房は電力によ

るとした場合の、暖 ・冷房 ・給湯の年間エネルギー費用を示した 。

ステップE までの技術は建築的手法に終始したが、現在取り組ん

でいるステップ田は、設備機器、熱湯iの分野にまで入り込んでいる。

この段階で太陽熱利用にも取り組んで、おり、このテーマについても、

われわれは住宅メーカーの立場から、家全体としてのユニークなシ

ステムを求めて現在開発中である 。 わが国のエネルギー消費量の 8

% を占める家庭用エネルギーをより上手に節約する手法を考え、も

って 国民の健康、経済に役立ちたいと、われわれは住宅生産者とし

ての立場から努力を続けている次第である 。
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1 月 (J )

--------------

務 I 1自 伝於

保温性能| 涙気図説
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各

屋 恨 + 天 弁

※ 4  

部 位

外

の l't 

壁 | 居

流 率 Kcal! h"Cm' 

室 窓 階 床

平 均 気 温

夜 来 工 法

( 北海道 ・i' l' 純を 除く)

ミ サ ワ ホ ー ム

フ リ ー サ イ ズ

ミ サ ワ ホ ー ム

0 型
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l ※ 3  
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0. 5 
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2. 8 I  0. 5 

1. 5 - 2. 9  
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0. 55 

石綿屋被材 4. 5' %.

防水シート 0. 5
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空 気 層

ア ル ミ 簿 0 01

|ウレタン他 201

塩ピクロス 0. 05

ｾ＠
W. O' f f OWM/ / A  

の l  

※ 4  採 4

1. 2- 2. 3  5. 5(一 重ガラス戸) 1. 3- 1. 8  

2. 7( ガラス戸+ 隊子)

1. 0  

0. 97 

※ 5  

0. 55 I  3 1  

フレキシプルボード 3. 2'%.11 ( 3' %. X2ペアガラス )1

合 板 5 5 I  

| グ ラ ス ウ ー ル 501

空気層 Ｓ 之 ｉｾＮＷ
合 板 4. 0 11 ( ガラス戸+ 障子)1

(i羊閉 じゅうたん軍主 )

!lIMFp) 

111j 斗 ;;;5

設協毅褒翠

0.98 

1. 22 

℃ 

( 本 ・四 国 ・九 州 )

- 3 "C - 7 "C 

(?75) 

2 "C - 7 "C 

( ZLン)

※ 1. 1果温性能とは、工業化住宅性能認定制度にあるもの

で、屋内外温度差が I " C のとき、四寺問、 1m' 当たり

の熱損失をも って表す。

表 3 ＴＳ 坪タイプの ｏ ｾ｛ 三おける暖房時の熱損失 Ｈｋ ｣｡ｬ Ｏ ｨ Ｉ 一一 同形一般的手法による住宅との比較

※ 2 熱貫流率は熱抵抗の逆数で、熱の伝えやすさを表す

指標である 。

※ 3. 建 研 浅 野 賢二氏の研究報告に基づき推定。

( 換気回数 とは l 時間に入れ替わる空気量を その)

部屋のi事績で害1I った数値を言う 。

*4. 渡辺要小島武男両氏による目安 (新訂建築学体系

22.  p. 312.  2. 16表)

※ 5 空気調和 ・衛生工字便覧( U  - 15  表2. 23)

※ 6. ただし、各室ドア下部のスリ y トと越屋栂に設けた

換気扇により、 機械的に換気量を I甘すことができる 。

表 2 ミサワホ ームの省工ネルギー的進歩

じ岩石

自由型 規 格 型

サ7 イリ ズ A  型 0 型

条 件 : 外気温; O'C ， 室 内 気 温 ; 20・c

熱 損 失 Kcal/ h
2. 000 

気 密 性 大 大 大
。 1. 000 2，0曲

屋根+ 天井 中

1* ( デレ ミ箔)
i同 左断

天 井

大 りウレ

ン天弁

勇名 外 壁 中 大 同 左

窓、

ペアガr

性
ラス

床 中 大 同 左

11者

図 3 ミサワホーム O型 43型

延床面積 ハ 41. 99185 耐 (43坪)

位) ウスズミの斜線部骨4 : 2 Z I l I : 0型的舶損失を示し 、斜線のみの部骨 ι 亙ヨ)1: 一般型の熱婦失を示す。 熱 損 失 Kcal/h  

表 4 ミサワホーム rエコ・エネルギ一 計 画』

. 各 段 階 で の 省 エ ネ ル ギ ー 性 一 一 東京の渇 合一 一

( i )  部位別伝熱・換気負荷

( i i )  用途別年間所要エネルギー 削

[YE |  ｾ＠
暖房副 O' K回 1/ 年 (NET)

給湯 .  ( .  )  

冷房 .  ( . )  

※ 1、家族数 5 人とし、暖房負荷率は 1/8(全時間、全負荷運転の 1/ 8の負荷) 、冷房負荷率は 1/ 16とする 。風呂は毎日

沸し、 2 日おきに水を入れ替えるものとする。

(iii) 年 間 消貸 ヱネルギー 費 削

|吟j i r p問 例 I r-四
F  [空

議 2、H是房は灯油 ( 39問/ t ，8，670K ca l / t ， ( 4. 5内/ 1，OOOKcal ) ，燃焼機効率 0. 75 ，槍送効半 0. 9)

給湯は都市ガス (109円/ ll ，OOOKcal ，( 9.9円/ 1，OOOKcal )  ，燃焼機効率 0. 75 ，輸送効率 0.9)

冷房は電力 ( 22円/KW. H.，2，000Kca l /K WH( 冷凍機成績を含む ) ，( 6. 5円/ 1，OOOKcal )  ，輸送効率 0.9)

( 単価は昭和 52年現在のもの ) とする .

( いちしま たけお J(J( ミサワホ ム総研究所設備研究室)

4 9  



- わ が 社 に お け る 省 エ ネ ル ギ ー 化 へ の 取 り 組 み ・ 実 施 例

インテリア繊維製品の省エネルギー性の実測

松 田 雄 次 郎

1. はじめに

インテリアの基本要素を分類してみると、

(1) 住空間の機能性の向上ーイ主空間を使いやすく↑ 却直なものにする 。

(2) 裟飾性の向上一一美しく心豊かな生活を楽しむ。

(3)  安全性の向上一一弓安全な生活空間をつくる 。

となろう 。(2 ).項の装飾性については説明する までもないが、 (3 )の安

全性についても建設省( 建築基準法) 、自治省( 消防法) 、通産省 (J

I S) 、 厚生省その他の政令、告示、通達等による指導も普及し、生

産、流通、消資各段階ともに認識も十分といえる 。

しかし 、(1)項の住機能向上製品としての認識は、経験的、感党的

な域にとどまり、住機能構成材である他の建築部材一一床、屋根、

天井、壁、窓、照明 、空調その他設備ユニット等ーーのように、そ

の機能および経済性にもとづく技術的販売が非常におくれている 。

一般建築部材、 設備ユニット、その他の機器は、機能データ や経済

性の比較表等をもりこんだカタログ等が作成されており、またそれ

なしでは建築、内装設計は不可能でもある 。

この実験のねらいは、インテリア繊維製品についても他の建築部

材と問機に、住機能構成材としての基本的機能一一熱、音、湿度、

明日音、環境衛生等一一一およびその経済性を実測により定量化し、内

装設計の一助にでもなればと考え、また夜がく るとカーテンを閉じ

て放熱を防ぎ、呈聞はレースカーテンを閉じて直射日光をさえぎる

などの経験にもとづく生活の知恵を実証してみたいとの気もあ って

実施した。

2.  実 験 方 針 の 概 要

居住性の完備した量産住宅を同一立地条件でA .  B 棟 2 戸建設し、

A 棟はインテリア( カーテン ・カーペット、壁布等) を施工した状

態とし、 B 棟はそれらをとりはず した状態とし 、同~ 期間の それぞ

れの住宅の冷房またはI暖房に要 した電 力消量 を比 較 し、各種インテ

リア製品の単独またはそれらの組み合わせ施工による冷暖房費節約

効果を比較した。

3.  実 験 条 件 の 概 要

(1) 実験場所

京都市左京区般市市原町265 ｾ掬川島織物本社工場内

(2) 実験期間

S .  49.  10.  1  - S .  51. 9 .  30 

暖房についてはそれを通常必要とする冬期 5 カ月間 (11 月10 日- 4

月10 日) 、冷房については夏期 3 カ月間( 7 月 l 日- 9 月30 日) につい

て実施した。

(3) 建物および設備

建 物 : セキスイハイム M- l 型 2 ユニット建、平屋洋間仕械、面積

2 6rtf 、体 積58. 5m' 、同一 立地条件にて 2 棟 建設、| 刻口率3 0 %、イン

テリアをとりはずした状態での各部位の熱貫流率 ( Kcal / m' W C )  

はそれぞれ屋根 ・天 井0. 38、外壁( ツマ) 0 .62、外壁( ケタ) 0 . 64、

床0 .69、ガ ラ ス 窓 ( 4  mml享) 0. 50 

・暖房設備 : 理研鋼機社製電力ヒ ータ一式 、A . B 両棟に独立設置

・冷 房 設 備 : GENERAL ELECTRI C社製電力 クーラー . A . B

両棟に独立設置

50 建築と社会 / 1977Q' . 1l 月号

- 混湿度記録 : 自記温湿度記録計 A . B 両棟お よび外部百葉箱に

設 置

・積算電力計 : A . B 両棟に独立設置

(4) 測 定 条 件

予備試験としてA . B 両棟ともにイ ンテ リアを取りはずすた条件で

7 日間、冷房はたはi暖房を行い、 A 棟より B 棟のブJ が1 . 8 % 電力消

費量が高いことが判明したので、計算のときに修正値として使用し

た。 インテリアの施工は、 A 棟にのみついて行い、プランクのB 棟

と比較した次第であるが、 カーテンの間関は暖房時は 8 時開放、 17

H寺閉じる 。冷 房H寺は閉じたままのものについて測定した 。A 棟のイ

ンテ リアの模犠替えは、約 1 週間を単位に切り替え測定した。した

が って電力節約率は7 日間の平均値である。

(5) 電 力節約量、 節 約率の計算方式

ｲｾ ｅｴ 力節約宜 ｗ ｾｾ］ｆＧ＠ - A  a¥ 

F' - Aa' ， 

i' 1 J : 力節約率 Va"= ｾ＠ F ァ ー X I 0 0 %

F '  : x，期間のB棟( インテリアを取りはずしである) の電力消費量

Aa'， a，なるインテリア仕様のA 械 の ね 期 間 の 電 力 消 費 量

wa' ，:  a，なるインテリア仕様の A 棟 のm 期 間の電力節約公

表 1 冷房電力節約率と夏期90日間の節約量

〈実施例 1) (冷房)

ドレープ( サーモパ γ ク) 313g / ば、レ ーヨン 6 5 %

カ ー テ ン

アクリ Jレラテックス35%、丈210師、すそ床上 1cm 

2f ; 音ひだ、 カーテンポ y クス天井内政、 吉宮市側7. 9m'

カーテン地使用量縫製ロ ス込 21. 2m' 、窓 l焔との/ l f l隔10cm

カ r、〈ノ{ 1) 

レーヨン 100% ( 裏打紙60g /  m' 使! fIi 6) 468g /  m 

壁画にじかばり、施工面倒31m、使用公施工ロ ス込み35m

カー〆、ミァ ト

パイル ウール100%)

基布 ジュ ート ioo%I  1， 963g / ば

施工 l末而積26m 1.京反使用此施工ロス込み27m

電力節約率32. 4%、立ilA90 口I:: J電力節約i止し025X 0  . 324 

測 定 結 果 =332k WH、金額にして 5，911円 ( 7 ，8 ，9の3 カ月) となる 。

(実施例 2 ) (冷房)

|レー ス( レースのみ) 48g / ぽ、エ ステ Jレl ( 泊%

カ ー テ ン| 丈175cm すそ床上10cm、レー ス窓わく上然出、 2 倍ひだ、

窓面積7 .9 m、カーテンI也使用fol 縫製ロス込み 17. 1m 

カ ベ パ リ| 実施例 ( 1  ) と同じ

カ ー ペ ッ ト | 実 施 例 ( 1  ) と同じ

測 定 結 架 | 電 力 節 約 率24. 8 %

表 2 暖房電力節約率と冬期 150日間の節約量

(実施例 3 ) (暖房)

ドレープレーヨ ン問 モダクリル3 9 % 317g/ば i ｾ霊

レース エステ Jレl ∞% 48g/ m 吊り

カ ー テ ン

カーテンボックス天井内蔵、カーテンのすそ床上 Oc m

カーテンの丈 215師、窓面積7. 9 m 

カーテンは窓幅合計4. 5m に合わせて施工 ひだ2倍

カーテン地使用量 縫製ロス込み21. 6m 

カ ベ パ リ

レーヨン 100% ( 裏打紙ω g/ ぱ使用 ) 468g/ m壁面に じか貼

り、施工壁面31 m、使用益施工ロス込みおm'

パイルナイロン
l ∞% )  

カ ー ベ y ト 基 布 ジ ュ ー 卜
l ∞%  r  1，561g / m 

施工床面積26m 使用量施工ロス込み 27m'

インテリアを取りはずした ｂ 徽に比 べ 、 ａ 相ｾの電力消費量

測 定 結 果 は27. 2%少なくてすんだ。したがって、冬期 150日間の節

約量は、 1，499k WH (26，687円) となる 。

〈実結例 4 ) (暖房)

笑B通例 ( 3 ) においてドレープカーテ ンを壁面全面に施工( ドレープ地使用

は縫製ロス込87m ) し、他はすべて実施例 ( 3  ) と同じ劫合。測定結果、

節約率は32. 7%、冬期150日間の節約fol l ，824k WH (32，083円) となる 。



Pa¥ a l なるイ ンテ リア ft 様 の X l 表 3 冷房電力節約率と夏期 90日間の節約量 ( i 主) g) 1主レー λ カーテン

期 間 の 電 力 節 約率 カーテンの紐類 縫 製 施 工 ｾＱｙ ＱＹＰ 日Ｏｦｉ Ｑ の節約五 ｴ {史mIJ ; t反の

窓商品1 l京反使用此 ｾ ｃ ｕ 力節

4.  冷 暖 房 電 力 消 費量 測 定 結 果

イニシャ Jレ

材料fi Y/ IJ .比重1辻 カーテ すそのお カーテン

m ロス込み 約率 'i U 力 金 傾 h't!i工原当反 コλ ト

銘 柄

目1m' 織密度

ンの丈 さ床上 ポy クス

k WH (lI1)  
1  m' り

B 棟 の積算電力計の記録から結

論すると、京都市北部で26ni 、平

屋建、量産ユニット住宅では、イ

ンテリア( カーテン、カーペット、

( %)  

レーヨン 65

① 7 7 リJレ 313 密

ラテ y クス 35

②ポリエステル100 48 組

cm 

215 

175 

c m 有・無

l  有

10 無

壁布) を施工しない場合の冷暖房 表 4 暖房電力節約率と冬期 150日間の節約量

電力の年 ［ Ａｈ ｬ 消 ｾｩｬｬ 並びに金額は、
カーテンの種類 縫製 ・施工

7. 9 

7. 9 

古里而械

m %  
( 円)

/III ぱ

(  2 倍ヒダ) 川 島 織 物

16. 0 11河 2，919 135 1，3∞ 
21. 2  サーモパッヲ

(  2 倍ヒダ) 8. 0  82 1，460 85 480 

川 島 織 物

17，1  
J M8，400 

I京反 ( :uni 注 電力節

冬ml l 50日tuJ の節約iil

使用原反の
つぎのようである 。

冬 期 150 日間の暖房電力

5 ，512  k W  H  ( 98，114 円)

夏 期90 日間の冷房電力

材料械成主虫

( %)  日1m'

カーテ

綴i' fI 1ii' ンの丈

cm 

すそのお

カーテク無ンヌ
さ床上 ポ・ノ

c m 有・

m' ロス込み
約率 ［ｾカ 金 額

路工! 京反 イニシャ Jレ 銘 柄

コスm'ト

m' %  k WH ( 円) 1  1(1f円当) り
円/

レーヨン 61

天井内蔵

( 2 f音ヒダ) 川 島 織 物

①モダクリ ｾｴｩＹ 317普 通叫
215  

。
7. 9  

21. 6  

16. 7 932 16，590 768 3，750 

A E  - 0246 

1 ，025 k W  H  (18，245円)

年間の冷暖房用電力

6 ，537 k W  H  (  116，359円)

②レーヨン l∞204 密

③レーヨン削 218 粗

④垂直型プライント' 275ー

175 10  なし

175  10 なし

180 4  なし

ただし、電力料金はS . 51. 4 現

表 5 各種カーペッ トの冷房電力節約率

在の関西電力従量電灯用 200k W H

/月 、超過分の単価17. 8円I k WH

を使用して計算した。 ( S . 52.  4  

現在の単価は22. 4 円 んW H と 値 上

がりしているので、現在では上記

の1. 26倍 と考えるべきである。)

5. 測 定 結 果 と 経 済 性 の 評 価

パイル僕材 パイル形状

ウ ー ル カット ・ウイルトン

.  • 
4シ 。

ナイロン ル ー プ タ フ ト

エステ Jレ カ ァ ト タ 7 卜

アタリ Jレ
"  

ナイロン ル ー プ タ フ 卜

ジュート アンダーフェ Jレト

嵐ピ発j包床材

パイル長

( ミリ)

5  

7  

10 

4 - 8  

8  

6. 5 

4 - 8  

(1)  カーテン 、カーペ ッ ト、壁布すべてを施工した場合の経済性

・冷 房 : 表 1 の実施例 l で は 節 約 率32. 4 %、 夏 期90 日間で3 3 2 k WH 、

5 ，911円であった 。 また実施例 2 では節約率24. 8 %であ った。

・暖 房 : 表 2 の実施例 3 では節約率27. 7 %、 冬 期15 0 日間で 1 ，49 9

k W H、26，687円であ った。また実施 例 4 で は 節 約 率3 2 . 7 %、冬期

150 日1mでし8 2 4 k WH 、32，083円であった 。

(2)  カーテンのみを施工した場合の経済性

・冷 房 : 表 3 の①のカーテンは、レーヨン 10 0 %のカーテン地の裏

面にアクリルラテックスを発泡コーティングした断熱性の高いドレ

ープカーテンである 。また②のカーテンはポ リエステル 10 0 %のレ

ースカーテンである 。 ドレープは節約率16 %、 レ ー ス は 薄 い の で %

の 8 %となっている。

• I暖房: 表 4 では織密度が，:':j < 、重量の大きい }I 頂に節約率も高〈、

それぞれ、 16. 7 %、14 . 7 %、12. 7 %とな っており 、④のブラインド

が 6. 9 %と約% と低いのは、l Ocmr隔にカ ッ トされて垂直に吊るした

状態のため、気密性が低く、窓面とブラインドの内側の空気の対流

による熱損失の結果と考えられる 。

また②、③のレーヨン 10 0 %のカーテンでは使用カーテン 1 m' 当

たりの冬)91 Ｑ ＵＰ 日間だけの暖房ｾ節約金額がそれぞれ ＸＴＳ 円、 ＷＲＹ 円

とそのカーテンの原反の小 ，充イニシャルコストに近い。いいかえれ

ば冬期 l シーズンのl暖房費節約金額だけでカーテンへの投資を 償 却

できたことになる。 800円1m' というカーテンはスーパ一等で既製品

として販売されている大衆品である 。 したがってもし現在カーテン

を吊るしていない居間があ ったとすれば、これから日蒋入しでも、つぎ

の冬場 l シーズンだけで、もとはと れるといっても過言でなかろう 。

(3)  カーペ ッ トのみを施工した場 合の経済性

・冷 房 : 表 5 参照

・暖 房 : 表 6 参照

厚さ

( ミリ)

7. 3 

9. 2 

11. 7  

6. 7  

11. 0  

8. 5 

6 .7  

2. 7  

7. 9  ( 2f1昔7 ヒi ダ)
14. 7 810  14，418  843 780 川島- 織60物55 

J I 

7. 9 { 2 f1昔7. ヒl ダ) 12. 7  
7∞ 12，460 729 780 J  川P島- 織65物42 

7. 9 8. 5 6. 9 380 6，764 796 7，5∞ 

表 6 各種カーペッ トの暖房電力節約率

総重量 節約率

g  1 m' ( %)  

パイ )1後材 ノマイ Jレ形状

パイＩｾ圭 厚さ 総重f量 節約率

( ミリ) ( ミリ) g / m' ( %)  

1，722 8. 0  ウー Jレ カy ト・ウイ Jレトン 5  7. 3 1，722 8. 6  

1，963 10. 4 
。 • 7  9. 2 1，963 11. 3  

2，257 11. 7 ろ〉 • 10 11. 7  2，257 12. 8 

1，567 7. 1 ナイロン ル ー プ タ フ ト 4 - 8  6.  7  1，567 7. 7 

1，876 9. 0  エステ Jレ カ ッ ト タ フ ト 8  11. 0 1，876 9. 8 

1，959 9. 8 アクリ Jレ
"  6. 5 8. 5 1，959 10. 7 

1，567 

950 

ナイロン ル ー プ タ フ ト 4 - 8  6. 7 1，567 

12. 0 

ジュー ト アンダーフェ Jレト 950 

1，777 3. 8 i孟ピ発j包床材 2. 7  1，777 6. 4 

冷暖房共通してノ Tイル長に比例して節約率は高くなっている。塩ピ

発泡床材がとくに低くなっているのは 、比重が高いので総重の割には

厚みが低〈、断熱性の高い合気層が少ないことが理由と考えられる。

(4 )  壁紙のみを施工した場合の省エネルギー性

壁布についても各種素材について実施してみたが、その節約率 は

1 - 2 %程度と低〈、自然気象条件下の実験精度からして数値で比

較することは必ずしも適切でないと考え除外した。それはカーテン、

カーペットのような断熱性の高い空気層がほとんどないことに起因

すると予測した通りの結果であった。

6.  おわりに

この実験を 1I甘始す るに当たり、果たしていかほどの省エネルギー

効果があるであろうかと、先生方はじめ各専門家のご意見を伺った

りしたものの、全く予測がつかなかった。正直なところ 5 - 1 0 %も

出ればという期待でスタートした 。 しかし結果は、カーテン、カー

ペット、壁布トータルで2 5 - 30 %という予想外 の数値がほ認され、

「夏季 、直射日光が射すとレースカーテンを引き、冬期夜間の放熱

防ぐためにカーテンを閉じたり、カーペットを敷< J といった長い

伊に自然に身につけた生活の知恵、の合理性を定量的に裏付けること

かアきたのではないかと考える。しかし 1 年周期の自然条件下の実

験だけに結果の精度については多くの問題を残している。たとえば

l暖房電力消費量にしても、 S. 49年冬と S. 50年冬とではそれぞれ

150 日間で 5 ，512 kW .Hと 5 ，16 5 k WHと、 6 - 7 %の差があり、天候で

も大きく数値が巽つなてくる。この変動する: l J J : を率( % ) におきか

え、平均化 し、普遍性を多少なりとも待たせようと試みた。 2 年 間

の実iRIJ ではあったが、あと 3 年ほど続ければ今少し普遍性のある 数

値が得られるかも知れないと考えている。

{ まつだ ゅうじろう 陥川島織物伎術部)

5 1  



海外における住宅の省エネルギーの考え方

村 上 周 三

小 峯 裕 己

1. はじめに

わが国における省エネルギーの研究が、主として石油ショック以

後 、いわばどろなわ的に開始されたのに比べ、め3於においては、エ

ネルギー問題は経済上あるいは国防上の国家的最重要問題として取

り扱われ、広い意味の省エネルギーの研究は石油ショック以前から、

当然の問題として着手されてきた。 そもそもエネルギー供給に対す

る考え方が、日本と 、たとえば米国では根本的に異な って いる 。前

者が、はじめからエネ ルギー供給の自立を放棄せざるを得ない状況

にあり 、「いかに安く獲得するか」という経済的側面からアプローチ

しているのに対 し、後者は、エネルギー供給の自立は経済的側面は

無論、国防という観点からも必要不可欠と考えている点である 。こ

のような前提条件の差を考えれば、米国における省エネルギー研究

の底辺の広さや息の長さも理解しやすくなる 。

ところで、建築の分里子における省エネルギーとしては、断熱性fiE

エネルギー危機

資源の枯渇

工業化社会

高度成長
環境破壊

環境障害

消費文明 | 費 11 

環境に対する

ハイテクノロジー

，イ ンパ クト の増大

|」

の向上、ソーラーハウスの開発など 、いろいろな方策が検討され 、

あるいは実施きれているが、広い意味での省エネルギーの考え方を

盤理し、まとめると 図 1 のようになる。省エネ ルギーが迫られた社

会的背景としては、エネルギー危機と環境破壊の 2 つが考えられる。

エネ ルギー危機に対しては、 ①新しいエネルギー資源の1m発、 ⑦エ

ネルギー消費量の減少 、の 2 つの解決の方向付けができ 、一方、エ

ネルギーの浪費と表裏一体にある環筑破嬢に対しては、①クリーン

エネルギー資源の開発、①エネルギー消費量の減少、@ JJ出Eに対す

るイン パク トの減少、の 3 つの解決方法がある 。

省エネルギーを単に“ 石油資源で代表される在来のエネルギー資

源の枯渇に対する対策" と見る考え方もあるが、“ エネルギ -f.良質が

主な原因の l っと考えられる環境破壊に対する対策" も省エネルギ

ーに含むべきであると考えられ、こうした意味において省エネルギ

新しい エネルギー資

源の開発

クリーンエネルギー

の開発

原子力 エネルギーの利用

自然エネルギーの利用

太陽 ・風力・ 海洋

地熱 ・水力

11 L _ 一 一

水紫エネルギ一の開発

4  新机しいLい岨叫、儲叫鉱仙山 油

採査

自然環境に適合した

建築計画

排熱の利用

リサイクル・システム

トータル・システム

設備機器の効率の向上

排棄物の利用

図 1 建築におけ る省エネルギーの考え方
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ーとは、あくまでも“ エネルギー消費量の減少 ・抑制" であると考

えられる 。ただし、エネルギー消費量の減少 ・抑制とはい っても 、

居住環境レベルの低下を伴わないという点については、原則的な了

解が必要である 。 とくに、わが国の場合、民生用エネルギー消費量

の全体に対する割合が、先進各国に比べて低いということを考えれ

ば、民生用エネルギー消費に対する圧迫を排除 し、少な くとも 現在

のエネルギー消費水準を維持するのは、居住環境レ ベルの確保上、

必要なことであると考える 。

2. 省エネルギーの4 つの方策

イギリスの B R E( Bui ldi ng R eserch  Est abl i shment )、アメリカの

A .  1. A.  (T he A meri can Inst i tut e  of  A r chit ect s) や N B S ( Nat i onal  

Bur eau  of  S  t andards) をはじめとする各機関で発行している省エネ

ルギーに関する文献やパンフレ y トの内容を整理すると 、省エネル

ギーの方策はつぎの 4 つのものに大別 される。

1. 建築計画に関連するもの

2 . 設備計画 ・設備機器に関連するもの

3 . 屋内環境レベルに関連するもの

4 . 住まい方に関連するもの

“ 建築計画に関連するもの" とは、地域に固有な条件、たとえば

気候条件 ・地形や生活様式などを基盤としたエネルギーの流れに着

目して、建築計画を進めることであり、環境に対するイ ンパクトを

最小限に抑え、環境への適合、機器類を介しない自然エネルギーの

有効利用 などを目的としている。

“ 設備計画・設備機器に関連するもの" とは、①簡単な装置や器

械を用いて設備機器の負荷を減少させること、②制御方法の改善に

より設備機器の最適運転を行わせること、信 ＾＾ｽｊｾ 容のよい設備機器の

使用、④使用用途に応じて効率のよい工ネルギー源を選択すること、

｀ｕｾ熱の回収、など主に設備機器の技術的な対策があげられる。

表 1 Energy Or ient ed Desi gnにおける 建 築 計

画の際、 考慮すべき条件文献2)

Subsystems  

I  nt err ela t ions hi ps  

Mat r ix 

Pr iority: Indi cates 

magni  tude 0  f  energy  

Hi gh 

M edi um 

Low 

. i ndi cates direct e行ec t

1ndi cates indirect eff ect 

i ndi cates no relationship 

“ 屋内環境レベルに関連するもの" とは、主にアメリカにおける

対策であるが、屋内環境制御の最適度を検討し i宣し、屋内環境 レベ

ルを過度に高いレベルに維持す ることを避けようというものである。

ただし、これはアメリカの屋内環境レベルが諸外国に比して高いと

いう 特異性を考慮す る必要があり、わが国の屋内環境レ ベルを考え

ると、この対策を適用するには相当慎重でbなければならないと考え

る。 また、 B R Eの研究報告書でも “ 現在の環境レベルを維持したま

まで省エネルギーを図る必要がある。" と明記されている。

“ 住まい方に関連するもの" とは、生活様式の変更により省エネ

ルギーを図るというもので、たとえばシャワーを多用して入浴回数

を減らすとか、熱の多く出る家事は早朝のうちに済ませて、冷房負

を増 さな いようにするとかいうものである。こ れは、ある意味では

環境レベルの低下につながるものであり、あまり推進しすぎると生

活が“ みみっちく" なり、精神的な意味での生活レベルの低下を招

くので、適当なところにとどめておい た方がよいと考える 。

3. 建築計画に関連する省ヱネルギーの方策

建築計画に関連する省エネルギーの方策の代表的なものとして 、

A.  1. A が推進 している E nergy Or ient ed Des i gnがあり、 A. 1. A. の

出版物“ E nergy Conser vat i on in B uil di ng Des ign" にそ の基本的な

考え方が示されている。

表 1 は、同書からの引用であるが、建築計画においては、表にあ

げるような温度 ・太陽 ・風などの気候条件以下のおのおのの条件を

考慮すべきであると述べている。たとえば、建物の方位については、

①太陽、②風、の 也形、④敷地、⑤日 射によるヒート ・ゲイン、⑥

隙間風、⑦自然換気、③自然採光などが直接影響を 及ぼすものであ

り、これらを十分考慮して建物の方位を決定すべきであるとし てい

る。
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同容では、建物の方位のほか、建物の形態、開口音11の位置と大き

さ、断熱材の使用量および使用位置、 二重窓や雨戸の採用、外壁の

材質や色彩、玄関 ・廊下や階段室の方位、空気調和の必要な空間と

不要な空間の合理的配置、庇やバルコニーの位置と大きさなど、建

物のあらゆる構成要素の省エネルギーを目指した設計方法について

述べている 。その上、建物自体だけでなく、庭の樹木・草木につい

ても、日 射の遮蔽 ・照り返しの防止や通風の助長を意図して 、適切

な配置を行うように述べている 。 これらのうち、窓を例 にと って、

考慮すべき具体的な計画を 図 2 に示す。

このような省エネルギーの手法は、 NBSが発行したパンフレ γ 卜

Seven- El evenにも述べられており、たとえば、冷房に費やすエネル

ギーを減らすには、木を植えたり、軒先を深くしたりして直射日光

を防ぎ、建物の塗装や屋根材料に明るい色を使うことを勧めている 。

建築計画に関連する省エネルギーの手法のうち、とくに重要であ

るものとして、すべての文献があげているものに、当然のことなが

ら建物の断熱性能の向上がある 。アメ リカのH U D ( Depar t ment of  

Housing  and Ur ban Development ) は、断熱性能の向上がもたらす

省エネルギーの効果について、 図3 に示すような結果を示しており 、

この手法による省エネルギー効果が大きいと述べている 。BR E も同

じような研究を行い 、断熱による国家レベルでの省エネルギーの効

果および断熱が省エネルギーだけでなく屋内温熱環境の改善にもつ

ながると述べている 。

また、 BR Eでは断熱性能そのものではないが、建物の形態を変化

‘4  

床を上手に配置す れば、

季節に応じて室内への

日照を制御できる 。

‘  背丈の低いカ、ん木が植

えられていると、照 η

返しを防ぐことができ

る.

‘  断熱したシャ＾ｾ ー や

カーテンを用いれば、

窓からの ヒートロス を

防げる .
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仕 織 条 件

窓面摘を 25% 減りす.

窓を二重窓にする .

3  窓面積を滅勺し 、二軍窓にする .

4  . 木の聞き窓にする .

窓を全部北側につける .

‘  西面の窓

全部の窓に日よけをつける .

9  壁の断熱材のI f . きを 12% 増す。

10.  ドアを二重にする .

11 ドアを二重にし 、北側のドアの前に予備室を設

ける .

12 天井の上の断熱材の厚さを 125聞から 7 5 - に減

勺す .

13 屋根のシングルの色を白から鼎に変える .

6  窓を全部東または西宮1につける .

窓を全部筒骨lにつける .

14 地下室の壁を断熱する .

戸建て住宅のf士機条件の変化による消費エネ

ルギー量の増減文献9)

図 3

‘  
いけまE と樹木が適切に

配置されていると、強

風を遮厳することがで

きる上に、適当な通風

を得ることができる 。
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させ、壁や床からの熱損失を少なくすることにより、省エネルギー

の効果が上がると述べており、その具体的な例として 図4 に示す研

究結果をあげている 。

4. 設備計画・設備機器に関連する省エネルギーの方策

いろいろな文献に述べられている設備計画 ・設備機器に関連する

省エネルギーの方法には、住宅各戸ごとで行 って効果があるものと、

住宅地域や都市全域で行 って効果があるものとがある。

前者とし ては、①設備機器の負荷の減少、 ②帝11御方式の改善によ

る設備機器の最適運転、 ③高効率の設備機器の使用、 ⑪ 非熱の回収、

⑤用途に応じた効率のよいエネルギー源の選択、な どがあげられて

いる 。

たとえば、文 献 に 3 はl媛冷房負荷を減少させる方法として、窓

にカーテン ，ブラ インドや断熱材使用の雨戸を設置し、日 射や気温

に応じて開聞を行うことを勧めている 。文献 5 では、 屋根裏に換気

扇とサーモスタッ トを設置して 、屋根裏の温度が高くなると 換気扇

を回し換気を行い 、冷房負荷を減少させるという方法も示されてい

る。その他、 文献 1 は換気方法による暖冷房負荷の違いについて述

べている。現在の住宅では自然換気や隙間風による換気が多く行わ

れているが、住宅の気密性を向上させ機械換気により必要な盆だけ

の換気を行って 、換気による熱負荷を減少させようというものであ

る。

前11御方式の改善について述べているのは、文献 l であり、セント

ラル ・ヒーティングやクーリングにおける室温を自動制御にして 、

機器の無駄な運転を防ごうというものである 。また、文献 5 では気

候条件により間欠運転よりも連続運転の方がエネルギ一節約になる

場合があると述べている 。

高効率の設備機器として文献 1- 4 が挙げているものに、ヒー ト

ポンプがあり、排熱回収などを行って効率をさらに向上 させようと 、

各国が市青究中である 。

排熱の回収は、文献 4 で詳細に述べられており 、住宅に おいては

暖冷房時の排気からの熱回収 を目 的に 、I-I eal W he el， R u n  a r ound 

s y s t em，l-I e at  pi pes などの各種装置が考えられている。ただし、 排

気からの排熱回収はあくまでも 内外にあ る程度差がある場合に有効

なものであり、そういう意味では 、屋内環境レ ベルが相当に高い住

宅でなければ、適用対象とはならない。

用途 に応じたエネルギー源の選択とは、 表現を変えれば、電気の

使用制限のことであり、文献 l をはじめ多くの文献で述べられてい

る。現在の住宅用エネルギー源のうち 、電気は発電効率や送電効率

を含めた最終効率を考えると、その効率は悪し高価 なエネルギー

と言える。このようなことを考えると 、ガス非供給地や化石燃料の

貯蔵が不可能な地域以外では、暖房、給湯、調理など他の効率のよ

いエネルギーで代用できる設備への電気の使用を禁止すべきであり、

これが国家全体として一次エネルギー盆の節約につながる、という

ものである。文献 l では、暖房 ・給湯や調理などに電気の替わりに

ガスを使えば、省エネルギーとエネルギ- ' j l t の軽減の 2 つの効果が

あると述べている。

住宅地域や都市全体で行 って効果がある省エネルギ一方法として

文献 l があげているものに 、地域冷暖房に閲速するものがあり、廃

棄物を燃料に使用する 地域冷暖房プラントや発電に際して、電気エ

ネルギーと熱エネルギーの両方を有効に利用す るトータル ・エネル

ギー ・システ ムを採用した地域冷暖房システムが、その代表的なも

のとして考えられる。トータル ・エネルギー ・システムの代表例で

ある熱併給発電所は 、ヨ ーロッパにおいて実際に運用 されている。

これらのシステムは、排熱有効利用のほか、機器本体の大型化によ

る効率の向上などで省エネルギーが図れるというものであるが、省

エネルギーの見地から運用された実績はまだ新しく、最適士見j莫とか

省エネルギーの効果など、さらに検討される必要があろう 。

5. 各国における住宅に関するエネルギ一政策

住宅に関する省エネルギーを政策的に進めている国の筆頭は、ア

メリカで、ある 。

アメリカでは 、N B Sの“ D es ig n a nd Eval uat i on Cr i t er i a f or  

E ne r gy  C o n s e r vat i on in  N ew  Bui l di ngs" とA S I-I R A E S t a ndar d  

90- 75 “ E ne r gy  Cons er v at i on in N ew  B uil di ng  D es ig n" の 2 つの省

エネルギーのための設計基準が作成されている。両者とも 、その概

要は同じもので、 1. 建築物については熱的性能や気密性など、 2.  

空調設備については室内条件 ・制御方法や機器効率など、 3 . 給湯

設備 については制御方法や配管等の保温方法など、 4 . 電気設備に

ついては照度 レベルやカ率など、について、 具体的に数字を上げて

規制を加えている 。ただし、 N B Sのものの方が規制が厳しく、たと

えば電熱暖房の規制対象建物が明記されて いるなど、設備計画が大

幅に規制される、あるいは電算機によるエネルギー消費計算のため

の費用がかかりすぎるなどの理由で、民間では N B S の作成案に反対

する意見もある。

一方、フランスでは産業研究省にエネルギ一節約局を設置して、

エネルギーの節約 ・規制等にあたらせている 。現在まで実施された

措置で住宅関係のものとしては、 CD新設住宅に対する断熱性能およ

び暖房器具の制御方式に対す る規制、②住宅 ・学校等の暖房温度の

制限、 ①新設集合住宅で、集中暖房の場合における個別計測器の義務

付け、な どがあげられる。

6. おわりに一 一省エネルギーと人口問題一 一

あるレベ、ルの生活水準を維持するためには 、相応のエネルギー消

'Ei は不可欠であり、省エネルギーによるエネルギー消費量の減少も

全体か ら見ればわずかというべきである。したがって 、エネルギー

問題を考えるときに、ある生活水準を維持しようという前提に立つ

以上は、人口噌加の抑制という大問題に直面せざるを得ない。すな

わち、エネルギー問題とは、あらゆる点で人口問題に深〈関わって

いる 。

最後に、広い意味の省エネルギーに関連する文献は、無限と 言っ

て良いほど多いので、全体に目を通すことは大変困難なことである 。

ここで参考にさせていただいたものも、そのごく一部で、決して網

羅的に検討したものではなく 、その内容に偏りがあるかと思うが、

ご容赦願いたい。
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ソーラーホスピタル

上田喜久男

回 はじめに

近畿大学は、 1品・に新しいエネルギーの研究開発

に努力 し、その成果として、昭和36年には私学で

初 めての原子炉に火を灯した。それに続いて今回、

太陽エ ネルギーによる冷暖房給湯システムを 備 え

たソーラーホスピタ ルを医学部附属病院に完成し

た。

このシステムは、通商産業省工業技術院の「サ

ンシャ イン計画」に基づいて開発されたもので、

現在までに得られた成果をベースにして 、近畿大

学、三洋電機側 、側大気社の三者による共同研究

により実験的に製作したものである 。 ここにその

概 要を報告する。

団 建 物 概 要 お よ び 太 陽 熱 利 用 部 分

この建物 は医学部附属病院棟の南に位鐙し、周

囲は視 界がよく 、神経科病棟と臨床講堂等をコン

パインした建物である。講堂が 3 階の同一平面に

大小二つあるため、機能的に天井が奨なり 、屋上

では、水平面に対して、西面に向かつて約 5 ・の

| 日 け またそれが同時に太陽熱の補助糊にな

l る。

固 シ ス テ ム の 概 要

太陽熱利用のシステムは、真空ガラス管方式に

よる集熱器( コレクタ ー) 使用のため、従来の集

熱器により効率が高く、苦手会りでも集熱可能であ

る。 フローシートに示すように地下の P ，のポンプ

で送られた温水は、その集熱器( コレクター) を

通過する問に、太陽の日射量に応じて、温水温度

が上がり所定温度( 夏期9 O "C 、冬期50"C ) 以上に

なれば、 V2
のパルプが聞 き、帯熱f t " i へ自動的に供

給される。

夏期、冷房用に使用する場合、蓄熱タンクで蓄

熱された温水は、低温吸収式冷凍機 (90"C - 85. C )  

の熱源となる 。 また 、温水温度が所定の温度 (85

.C) 以下になる場合% の制御弁が太陽熱似IJ に閉じ、

エネルギープラントの蒸気熱を使用して、冷凍機

熱交換器の循環サイクルとなる 。負荷1ftlJ は太陽熱

をより有効に利用するため 、冷凍機の冷水温度を

通常より 1.C下げ、冷水蓄熱タンクを設け、負荷

側 と熱j原のバランスが変化 しでも有効に熱が利用

できる 。

冬期は夏期と同じようなサイクルとなるが、冷

凍機が不安であるため、温水温度を l暖房用に考慮

して 5 0 %とし 、太陽熱の集熱器効率および集熱1立

をより多く取れるよう考えている 。暖房時のサイク

傾斜を待っている 。 その場所を 利用して、集熱器・| ルは、 Vgのパルプを 1m閉し、補助熱交換器を出た

(コ レクター) が設置され、建物に平行に並べるだ |  温水は、二次蓄熱タンクに入らず、直接二次側ポ

けで、集熱板に対する日 射量が最適となるので好 |  ンプに入り、各空調器に送水され暖房を行う 。

都合である。 I 給湯システムについては、 P
2
，のポンプが太陽熱

太陽熱を 利用していない部分、すなわち 研究お |  務熱タンクのサーモスタ 7 トにより差動し、 V
3
の

よぴ神経科外来診察室
( 850m ) は、医学部全体の l パル 7・を聞き温水を供給する 。 なお冬季等一次側

エネルギープラントより冷水および蒸気の熱供給 |  の温度が上がらないときは、同じように補助熱源

- 建物慨要

f，'II : t ! i t 近畿大学総長世耕政隆 :io.気?

設 計 監 理 近 畿 大 学 捌 二⑤; :" '¥ 

宮家建築設計事務所 ， "  、

所 在 地 大 阪 府 南 河 内1問責山町西山380 ‘  、

m 模 地 下 l 際 地 上 4ffi

にで温度を上げる 。

集熱系統の膨張は、屋上に開放式の膨張タンク

を設け、タンクにより吸収する 。 また夜間凍結、

長雨等の天候により、太陽熱がｾ再生できない場合

でも、真空式の集熱器( コレクター) を使用して

いるため、従来の 2 ペイン、セレクティプ集熱器

に比べ放熱による損失が少ない。したがって集熱

縫 内 の水を抜き取る必要もなく 、 ポンプ ｐ ， を Ｑｾｾ に

τ ご 11開放式膨張¥ _ _ _ . _ _ _ _.. _ L 
=- 1¥タン ク j  図ー1 システムのフロー γ - r

p， 太陽熱循環ポンプ

(  1 台予備)

AC 空 気 調 和 様

V
t
- V

7  
制御弁

V，- v，切替弁

運転しでもよいので、保守およびシステムが簡単

で済む。

図 太 陽 冷 暖 房 、 給 湯 用 主 要 機 器

機告書名称 {上 品賞
JロL ‘ 取叫ル 動力

真空ガラス管形太賂. ! s 熱i ' . : f

太陽; l s 熱総

寸法;管径10伽 m; .長さ 2，200 mm 

370.4 m 
1品熱管 1，856本

結大mp."五t 1，1∞， 0∞kcal /day 

低温水吸収冷凍機

冷凍能力 :120 ，∞Okcal / H

吸収冷凍機 冷水条件・8'C (出口 ) 、13'C (入口) 1  

温水条件:90'C ( 入口) 、85'C ( 出口

冷却水 31- 3 5'C 

一次 蓄熱槽

密I別式ステンレス製

1  

容l;:_t 40 m'  ( 内部IUJ仕切り)

冷水吉村長憎 容量1 2∞m' 、蓄熱温度 8'C

補助熱交換器

型式 シェJレアンドチュープ式標準型

容f立186，0∞kcal/ H、ω' C-85' C

給 湯 舟 型式シェルアンドチューブ式

熱 交 換 器 容量2∞，∞OKcal/ H、40'C - 20'C 

膨張タンク

型式 IlI l放型鋼板製

容盆 2∞t  

太 陽 熱

65O  X460e/ 町i nX20m 2/3 .7 k W 
循環ポンプ

太陽参幻令l J I ! 機

80O  X330e / mi  n  X  18m 1/3 .7k W 
系 ポ ン プ

太 陽 熱

65再X 620e / mi  n  X  15 m 1/2 .2k W  
給湯系ポンプ

冷却水ポンプ l∞O  X l ，2&J e / mi nX20m 1/7 .5kW 

冷 水 一 次

65世X 410e/ mi nXl 9m 1/3 .7 k W 
ポ ン プ

冷 却 縫 F R P 製低騒音型

国 今後の課題

ソーラーホスピタルの太陽熱利用は、 52年 6 月

中旬より運転を UIJ 始した。データーの収集は 、弘一

初から集熱1l! Uおよび負荷側等各所に積算計および

温度計を設置して自動的に記録している 。現在ま

での少ないデーターでは、 f言怨性に乏しいが、当

初期待していた効率よりも、よい値が期待できそ

うである 。 それは設置場所の大気混濁度がよか っ

たこと 、また今年の袋詰・日照によるものであると

思う 。

現在、近畿大学では、袋な った分野で 2 - 3 の

ソーラーシステムを企画している 。今後これらの

経験をつんで、 トータルシステムとして高効率化

と低コスト化を図り、「省エネルギ一時代」へと努

力を続けたい所存である 。

( うえだ きくお 近 畿 大卒蛍裕深)

( 臨床機堂系統)

延面積 6，766m

構 造 S R C

内 容

p， 給湯系統循環ポンプ

p， 空調系統循環ポンプ

p， 冷凍機冷水一次ポンプ

p， 二次側循環ポンプ

①冷水蓄勲槽低温部

⑪ 冷水蓄熱槽高温部

地下 l 階 研 究 室 機 械 室 電 気 室

l 階 病 室 学 生 食 堂 喫 茶 コ ー ナ

2 階 神 経 科 外 来 診 察 室 職 員 食 堂

3 - 4 階 臨 床 鱗 堂 大 小 ロ ビー

・太陽勲利用部分

喫茶コーナー 70m 

舟司コーナー 44m'  

学生食堂 339 m 

戦日食堂 お8m

一般食堂 86m 

臨床総堂大小 川03m

J十 1930m
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- トピックス

OS T Cソーラーハウス

共同住宅用ヒート・ポンプ式

太陽熱暖冷房・給湯システム

斎 藤 義 和

1. 概 要

OS T C  ( Osaka Sci ence and Technology 

Cent er ) ソーラーハウスは、太陽熱利用による共

同住宅用の暖冷房 ・給湯システムの試作実験装置

として、昭和52年 1 月に完成し、現在、実用化の

ために必要なデータの収集を行 って いる 。本シス

.久
、将、

集熱器

アルミロールポンド製

実験室

床面積35m'

テムの特徴は、水熱源ヒート・ポンプを用いてい

るため、冬期におけるヒートポンプの熱源としし

て15" C 程度の低温水が得られれば十分で、、したが

って集熱面積を小さくす ることができ、さらに共

同住宅( 5 階建て、 3 DK 、30戸) を対象としてい

るので、 l 戸当たりの設備費も安くなり、現段階

で考え得る最も経済的で、しかも設備の信頼性も

高〈、実用化が容易なシステムであると思われる。

2  モデルハウス

今回の試作実験においては、既存の建物( 鉄筋

3 階建て) の 3 階および屋上を用いて、 3 DK  1  

戸分を試作実験の対象としている 。 ただし、同時

暖冷房対象室は 2 室としている 。

実験室 1. 1媛冷房対象モデル室・ 6 登 2 間

床面積 : 約35m'

窓 :  2 重サ ッシュ

壁 :  50%; スタイロフォーム

天 井 : 壁と同様

床 : スタイロダタミ ( 50%; )

2 浴 室

3 . 計測室

ファンコイルユニット パスキャビン

4王等突出部

綱遺体( 木造およびコンフリート)

/  

スタイロフ才一ム t 25嬢滞

スタイロパネル日嬢着

1;( ベニヤ2. 7' %. +5 . F / F  R25' %' J 

盤およびスラブ下詳細図

暖房給湯システム図

3. システム

適当な水温の水さえあれば、ヒート ・ポンプの

効率は水熱源方式が優れており 、安定した運転も

可能である 。 また、集熱器の効率は、取水温度が

低いほど高くなり、構造も簡単にでき、価格を安

くすることが可能である。

集熱が進むにしたがって水温が上昇すれば、集

熱効率は次第に低下するが、これをヒート ・ポン

プの熱源に消費して集熱器への入口水温を低温に

保てば、集熱器の効率を高めるだけでなく、片方

では効率よく温水もっくりだせることになる 。

本システムは、冬期においては、集熱器と集熱

僧ならびにヒート ・ポンプを組み合わせ、一定温

度の低温集熱を行いながら、片方では効率よく温

水 ( 45" C 程度) をつくりだして暖房および給湯を

行う 。 また、中間期、夏期においては、集熱器か

ら直接55.C程度の高温集熱を行って給湯負荷をま

かなう 。 なお、夏期の冷房は、ヒート・ポンプを

冷房機として使用し、集熱槽を冷水槽に利用し、

冷却塔による冷房運転を行う 。

4 . システム構成

本装誼のシステムは熱源システムと負荷システ

ムより構成されている。

l ヒート・ ポンプによる 低 iJlA.

終 ｪｾ 集熱回路

熱源システム 1 I ヒート・ポンプ回路

1:集熱器より直接集熱する

回{ 高温集熱回路

l 冷房回路

f  I媛冷房回路 ( 7 アンコイルユニ y ト)

負荷システム{

1 給湯回路

5. あとがき

今回の試作実験は、 ( 財) 大阪科学科技術セン

ター ・エネルギー技術対策委員会 ・太陽エネルギ

一部会の第 2 期研究( 太陽エ平ルギ利用省エ ネル

ギ型共同住宅に関する研究 P HA S E II ) における、

フィジピリティ ・スタディにおいて実用化の見通

しを得たが、さらに実用化のためのテストが必要

であるとして、 3 D K l 戸分に対してモデル実験

を行っているものである 。試算によると、暖房 ・

給湯負荷の約6 0 %が太陽でまかなえる見込みであ

る( 集熱面積 5. 7m' / 戸としてい

なお、第 3 期太陽エネルギ一部会における試作

実験にはつぎの 9 社が参加し、共同で行っている

ものである 。

関西電力、大阪瓦斯、大林組、 シャープ、 昭 和

アルミニューム、新日本抜術コンサルタント、松

下電器産業、 三菱電機、大阪工業大学。

( さいとう よしかず大阪工業大手議師 ・機械工"f: 科)

注築と社会 / 1977年11 月号 5 7  



国 璽 置 謹 軍 監 掴

川崎重工の優れた技術が生んだ

省エネルギー形ボイラと冷凍機

‘ K S炉 筒 煙管 ポ イ ラ

蒸 発 量0. 5 t/ h  (免 許 不 要 ) か ら 1引 所 ま で の 範

囲 で 、 重 油 、灯 油 、都 市 ガ ス だ き と 、 そ れ ぞ

れ 11機 種 を シ リ ー ズ 化 し 、省 エ ネ ル ギ 一 、低;

N O x、 そ し て 高 効 率 の 炉 筒 煙 管 ボ イ ラ で す。

K D水 管 ポイラ砂

自然、循環水管式の本格的なパ y ケ ー ジ ボ イ ラ

で 、 ボ イ ラ 効 率 が 高 く 、燃 費 が 節 減 で き る こ

と、優 れ た 耐 久 性 を も って い る の が 特 長 で 丸

蒸 発 量3t/ hから 50t / hま で を シ リ ー ス'化 し た 公

害 対 策 も 万 全 の ボ イ ラ で す 。

A R吸 収 冷 凍 機 お よ び 冷 温 水 発 生 機 砂

消 費 電 力 が 少 な く 、 騒 音 も 小 さ い こ と 、運 転

資 格 が 不 要 な こ と で 、 ホ テ ル 、病 院 、 工 場 な

ど の 冷 房 用 ・ プ ロ セ ス 周 に わ が 国 最 大 の 納 入

実 績 を も っ 優 れ た 製品 で す。{ 容量5 0 - 2.αJ OUS RT)

4 鋳 鉄 製 ポ イ ラ

耐 熱 ・耐 蝕 性 に 優 れ た 特 殊 鋳 鉄 製 の 高 性 能 ボ

イ ラ で 、 各 種 の 燃 料 の 使 用 が 可 能 、 住 宅 の セ

ン ト ラ ル ヒ ー テ ィ ン グ か ら 、高 層 ビ ル の 空 調

周 ま で 、 据 付 が 簡 単 な 各 機 種 が 豊 富 に そ ろ っ

て い ま す 。(容量 ，お .0∞- 1 . 120.αJ O K c a l / h)  

画J11山奇重量ヨこ

お問い合わせは… 後械 営 業本 部 ・ 空調汎用ボ イラ部

東 京 支 社03 (435)  2295 ・大 阪支 J苫06(344)  1271 ・名古屋 ・福 岡・札幌 ・仙台・広島 ・新潟 ・金沢・高 松

本 社 神 戸 支社 東 京

事業本部・0 ・船舶/ 車絹/ 航空犠/ プラン ト鉄情/ 機械/ 発動機



7711 -R 0 3-4 8-12 

設置工事が手軽な全熱35換器

〈口スナイパック〉です

ロスナイは冷暖房維持費を 工事が手軽で、設置スペースも縮小できる

約3 0 %節減します くロスナイパック〉

換気すると冷暖房効果が落ちる ・・・・・換気しなければ室 ロスナイパ ックは、送風機 ・ロ スナイエレメント・フィル

内 空 気 は 汚 れ 放 題 . . . . .と L 、うのが空調の最大の悩み ター・バイパス回路・フランジ・制御部を一体化してい

です。この問題を解決したのカミ三菱全熱交換器口ス ますから、設計、 工 事 が 手 軽 で 、 設 置 ス ペースも大 幅

ナイで丸三菱の口スナイは全熱 交 換 方 式 ( 温度と湿度 に縮小できます二 しかも、床 置 設 置 形 と 天 井 取 付 形 の 2

の交換) により、新鮮な空気を室内の温度 ・湿 度 に 近 機 種 が あ り 、 設 置 条 件 に 合 わ せ て お 選 び い た だ け ま す。

づけて吸気しま丈 熱 交 換 率 は70% で、換気による熱 損 ※ 監視室で操作できる遠方操作方式の機種もあります二

失が少ないため、その介だけ能力の小さな冷暖房機器 ( L P- 400形 )

を使用できますさらに冷暖房維持費の節減( 約 20- 50 ※ 外気冷房、屋外仕様( 防滴形) など、特別注文にも

% ) も行え、より 経 済的な空調システムを実現します。 お応えできますので、ご 相 談 くださ L 、。( L P- 400形 )

構 造 原 理 図

乞ーτ

室 内! 宜 外

•• 
〕 ι 、

室内醐吐出空! P ¥ L く

〈新叫考証冷唖房空買〉

ι ーーーー宣外側j吐出空' J ! ¥

〈よごれた宜内空貴〉

〈ロスナイパック〉天井吊形

L G H駒 5 0 E

( 埋込タイプもあります)

人 間 開 発 拐

三 菱 電 機

ロヌすイ

- 詳しい資料をご希望の方は資料請求券をハカ・キに貼って、 干 l∞東京都千代田区丸の内 2-2-3

〈三菱電機ピj レ 〉 三 菱 電 機 株 式 会 社 本 社 冷 熱 調 査 部 業 務 グ ループへ

. お電話でのお問い合わせは 東京 ( 03) 218-2966/ 大 阪 ( 06)347-2381/ 名 古 屋 ( 052)565-3221

九州 ( 092) 721・2192/ 札幌( 日 11) 212-3731/ 東北 ( 0222) 64-5648/ 北陸 ( 0764)3ト8215

中 国 ( 0822) 48-5410/ 四 国 ( 0878) 51- 0001代 表/ 新潟 ( 0252)41- 7225/ 静 岡 ( 0542) 81-6281

長崎 ( 0958) 61- 61 01代 表/ 岡山 ( 0862) 25・517 1代 表/ 山陰 ( 0852)24・9335
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省エオ、ノレギーへの提案
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昭和60年 、 日本のエネルギー

需要は石油換算で七億キロリ

ットルに達し 12%もの供給不 サ

足が叫ばれています。電力会

イク
社発表のデータによると、電

気 エネルギー需要のピークは

夏季です。これは 冷房に使用

J レ
されるエネルギーの増加が主

てや
な原因であるとされています。

そこで“ 省エネルギー" を考慮

き
する時、ビルや工場で空調に

る
使用されるエネルギーを如何

に節約するかーは、 1985年代 ニザ巳b  

のエネルギー 危機に対し、今

調
すぐ具体化できる ひとつ

の方法であると云えます。

エ

• ネ
バーナーインターナショナル

Jギレ
社は 熱エネルギー回収装置の

先発メーカーとして、 エコ ノ

ベン 卜ユニッ卜等 12機種も の

システムを持ち 、例えばエコ

ノベントを例に取れば外気負

荷の75%もの節約が可能であ

るとして高層ビルを始め病院、

工場、研究所等に既に4000台

以上が省 エ才ＺＮ［ｾギー ｬ こ貢献中 。

』一冨 ＧｊＮｊＮＮｾ ヨ

株式会社バーナーインタ- ナショ- j - ) レ

- 本 社/ 〒 107 東 京 都 港 区 赤 坂 l 丁目 9 - 15( 日本自転車会館)

電 話0 3(5 8 5)6 4 2 1

・ 大 阪 営 業 所/ 干 54 1大 阪 市 東 区 道 修 町4- 31(大 阪 屋 道 修 町 ビル )

電 話0 6(2 0 2)8 8 8 6

塗 装 仕 上 げ の 現 場 で

偉力を発揮ノ

BERNER除湿機は、冷凍機と併

用すれば今迄の除湿方式では困

難 だ った低露点 - 40・C も可能

結氷による能力低下などなく

ラン ニ ングコストも安イ面。

作業現場で偉力を発揮する小

型高性能除湿機もあります。



東京都立夢の島体育館 熱線吸収ガラス ( ブロンス) にA - 18 7 ィルムが貼付されています.

夏・熱をシャットアウト。 冬・逃げる熱をスト、ソズ

スコ ｵ チテ ｔ Ｚｊｾ日照調整フィ ｊ レム
“ スコ ッチティント' 〕 日 照 調整 フィルムは、強靭なポリエステル ・フィルムにアルミを

蒸 着 した ものです。既設、新設の ビルを問わず、窓カヲ スの内側に貼付するだけで空 調 経

費を節減します。

カーテンやフリライン ドの 役 割 も 果 た しますが明視 性 を そこなわずに、カラ スのっくりだす美

しい空 間を、そのま冶保つことができることも大きな特色です。

〈スコッチティント 6 つ の 効 果〉

- 熱線反射( 最大 76%) - ま ぶ し さ 防止 ( 最大 82%)

・紫外線反射( 最大 97%) ・美 観 の 向 上( ノ、ーフ・ ミラー 効果)

- 飛 散 防止 ・プ ライ パ シ ー の 保 護

ス モ ー ク 、 ゴ ー ル ド 、 ブ ロ ン ズ の 各 色、 半透明、手L白 色 等 の 製 品 も あ り ま す 。

スコッチティント@ ガラス飛散防止フィルム P - 66 地 震 や 台 風 、 不 慮 の 事 故 で 起 こ る 窓 ガ ラ ス の 飛 散 を 防 止 し ま す。

。住友スリーエム株式会社翻

工業用テープ製品営業部

本 社 干 158 東京都世田 谷区玉川台 2- 33- 1  f i  (03) 709- 8321 

大阪支底 干 541 大阪市東区南本町2- 41 三 ツ 輪 ビル f i ( 06) 262- 164 1  

- 請 求 券 を ハ ガ キ に 駈 り 、 住 所 ・氏 名 ー年 令 臓業・

電話番号をご明記のうえ、在記ヘご請求ください。

〈スコ y チ テ ィ ン ト 〉 は 米 国 ス リ ー エ ム 社 の登i f l <商標です。

「一一一一寸

i資 料 1

1 献 券 l

」一一一」



夕、スキシは

ホよか快適な住いの環境づくり守めざし、

多方面から取り組んで、います;

室内に理想的な太陽光線を、

ダスキンフイJ レムがお手伝しますも

ダスキンフイノレムは、窓ガラスに接着 させ

るだけで、太陽からの可視光線、熱エオ、ノレ

キと一、紫外線、赤外線を反射し美 しい外観

快適な居住環境をつくります。

- 冷暖房効果を高めます。

ダスキンフィルムは、太陽熱エオ、ノ昨fーの76

% を反射しますか ら、建物内部の温度が

平均化され、窓ぎわても温度変化はありま

せん。夏は太 陽 熱をさえぎり、冷房 効 果を

高め、冬は室 内の暖房熱を反射し、熱を

室外に逃がしません。

- お部屋に適度な明るさをあたえます。

イライラするまぶ しい光を取りのぞき、窓ぎ

わでもおちついてお仕事、勉強ができまt

- プライノ〈シーをまもります。

ダスキン( 反射) フィルムは、明る し、外からは

鏡のよう に景色を映し、 室内が見えません。

- 耐久性にすぐれて L 、ます。

タやスキンフイノレムの素材は、 すべて厳選さ

れた一流品です。アノレコア社製のアノレミ

ニューム、デュポン社製のマイラ ー フィ

ノレム。その品質には折紙つきです。

※ 資料をお送 りします。ダスキン ・サン

エ ックスプロジェク 卜までご請求くださし、。

ダスキンフイノレムは、サンコントロール業界のトップ企業、アメリカ ・

サンエックス社 ｴ のフランチャイズ ｾｧＡ 出契約により販売しております 。

弓ヲｾ烹令又唱牢ド孟忌 d  

，ι-与:-f '/'以/λ 』 F窃3

圃 圃 - 圃 圃 . 圃 圃 圃 - 圃 圃 圃 圃 圃 圃 I r l ! l l

株式会社ダスキン・サンエックスフ。ロジェクト

干564 大阪市吹田市広芝田T l 4-9 T E L (06)385-5881 ( 直)



ダスキンはご家庭のお掃除用具 のレンタノレ会

社として皆さまに親しまれております。けれど私た

ちはただお掃除用具の会社にとどまることなく、

広〈生活環境全体を考え、よりよくするための

組織体として、努力し研究を重ねております二その

ひとつがヒツレの外観を美しく保ち、お部屋への

太陽光線を コントローノレするサンエ ックスフ。ロ

ジ土ク トであり、あ らゆるお部屋をきれいにする

サービスマスター事業部です。

0;:4;) 

喜 びのタネをまこう

タスキニd
干53 1 大 阪 市 大 淀 区 'l' i1t 1  - 6  - 24 

世界 長 ヒツレT E L ( 06)  372-877 1  ( 大代ぷ)

お部屋を見違えるようにクリーン・アッズ

システムお掃除のフ口、サービスマスターがお号| き受けしまま

カーペット、床、家具、壁、柱、 天井… 手に

負えない、あらゆる住いの汚れを取りのぞ

くシステムおf帯除プロの集団、タやスキン ・

サービスマスター。厳 しし 、トレーニングを積

んだサービスマスターマンが、直接お宅を訪

問。みがきぬかれた技術と最新の資器材を

駆使して、新しいお部屋はし、つまでも美し

さを保つように、古いお部屋 は見違えるよう

にきれいに完壁 にクリーン ・アップします。

ち 竺ミ

サービスマスター9つの業務

- カーペットサービス

カーペッ卜、じゅうたんなど、すべての敷物

をきれいにします。

. ハウスワイドサービス

応接室、キッチン、浴室、トイレ、窓ガラス

など、 家 じゅうのお掃除です。

. ハードフロアサービス

P タイル、アスタイノレなどの化学床材や、テラ

ソーの床の汚れをおとし、美しさを保ちます。

- ウオールサービス

布張り、新建材、ビニーノレペイントなどの、

あ. らゆる壁をきれいにします。

・ファニチュアサービス

ソファ一、レザー製品、チェイスなど、あら

ゆる備品の汚れを取りのぞきます。

・白木サービス

柱、床の問、廊下など日本家屋独特の白

木をきれいにします。特に、新築時に行な

えば新しさが長持 します。

・白木特殊サービス

古くなった家屋のアクおとし専門。白 木の

もつ風合 L、がよみがえります。

- ウッドフロアサービス

板の問、廊下についたガンコな 汚れをおと

し、木特有の美しさをよびもどします。

・トップpシーj レサービス

板の問、廊下などの特妹加工で強さ美 しき

も半永久的。ふだんのお手入れも簡単に

なります。 {主いのγ ステムおそうじ

株 式 会 社 ダ ス キ ン サ ー ヒc スマスター事 業 部

大阪市大淀区中 i4n-6-24 世界長ヒVレT E L (06)372-8771( 大代表)



米国 MA D I C O社

輸入販売日本総代理底
三品株式会社

〒540 大阪市東区京橋 3- 68 

北浜ビル 2 号館

Tel. 06 ( 9 4  1  ) 7 2  7  1  (代)

暑 さ

MA DI C O フ ィルムは太陽熱を約80%も

はね返し空調負荷を軽減します。

寒 さ

MA DI C O フィルムは暖房熱を外へ逃し

ませんので燃料を節減出来ます。

飛 散

MA DI C O フ ィ ル ム が 窓 ガ ラ ス に 貼 つ

であれば、テロ行為、 地 震 、 コ ン ビ ナ

ー ト 地 域 の 爆 発 な ど に よ っ て ガ ラ ス が

飛 び 散 る 事 を 防 ぎ 、 安 全 を 保 障 し ま す 。

肢しさ

MA DI C Oフィルムは西日や南の日射し

をフラインドなしにやわらげます。

色健せ

MA DI C O フ ィルムは大切な商品や家具

の色槌せを防ぎます 。

覗 き

MA DI C O フ ィルムを窓ガラスに貼ると、

日中 、室内 から 外は見えますが、外か ら

中は見えません 。 ，':1:" 1治亀氏や安全対策に

有効です 。

l AL Cl  元ミ 19 
- 軽量 ・ 耐 火 ・ 断 熱 ・遮音一 一 ー す ぐ れ た 物性 を 誇 る シポ レ ックスは 、AL Cの パ イ オ ニ ア と し て 10余 年 、常 に 現 代 建

築 が 要 求 す る 厳 し い 条 件 に お こ た え し て ま い り ま し た 。

・豊 富 な 実 績 と 確 か な 技 術一一一一当 社 は つ ね に よ り 豊 か な 建 築 を 求 め て 奉 仕 し て お り ま す 。

己 ｩｬｦ ｌｬｾＺＡｬス練王主主紅
. 本社・東京 1!1 (03)  256- 3451 

干 101 東京都千代田区神田司町2 - 6(平沼ビル)

. 大 阪 管 (06) 538- 0521 

〒550 大阪市西区立売堀北通1- 90(第三富士ビル)

・岡 山 倉 (0862) 24- 2417

〒700 岡山市丸の内2丁目 11- 20(大丸ビル)

. 広 島 公 (0822) 21- 5276 

〒730 広島市上八丁堀3- 7 (長束ビル)

. 高 松 宮 (0878) 51- 9665 

干760 高松市寿町1- 5 - 1 (高松フコク生命館)

. 高岡 管 (092)771 - 7271 

干810 循岡市中央区天神3- 3ー 11 (新梅居ビル)

. 名 古 屋 台 (052) 581- 7421 

干450 名古屋市中村区名駅4- 26- 25(大商ビル)

. 富 山 公 (0764) 41- 5175

干930 富山市桜木町1 - 29 (明治生命ビル)

. 工場 / 倹浜・大阪・北海道

此務叫柑策世仙旭岨
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建 築 基 準 法 日 影 規 制 の た め の 日 影 チ ャ ー ト

‘ 日 影 チ ャ ー ト と は . .

o  ＱＱ［［￭ｾ チャートは、 Ｑ ＱＱ あ る ｉ 也点 が ｩｬｬＱ 自 ｪ などによ っ てどのくらい 日 ［［ｦｾ に

なるかを調べ たい、 Ｈ Ｒ Ｉ 日 ［［ｩｾ 肉、さらに ｮ［［￭ｾ 時間図を作りたい、また

(3 )ある 地 点の 臼!I 君条件を満足 できる 建物 を計画したいーーという 場

合にヰIJmするチャートである 。

o  ｮ ［￬ ｩ ｾ チヘートは 、 「 日 ｻｩｩ ｾ 規制の手引 ｪ Ｈ 日本建築セ ンタ 一発行 Ｉの “円

さし 曲線メ ジャー' の 製作法準に従 って作 られて いる 。

o  R  ［ｪｾｾ チ セ ートは 、建築ぷ準法 の円 ［［ｩｾ 脱出 ｉｊ に 伴 う 険討 をはじめ 、日 ［ｾｾ

( 日J l H l に関するいかなる検討にも利用することができる 。

o  ｮＺｾ ｾ チ 苛 ートを構成する Ｓ 要 素 Ｈ 下図参 Ａｉｭ

ｾ ｊ 準 点 Ｈ Ｐ Ｉ 日影の ［［￭ｾ 特を調べたい地点 Ｈ 測定点 Ｉ ｉ こ 対 応する ｬｾＮ

Hキ主IJ線 ( A ) : 各H寺刻の太陽 J) 位を表わす直線1洋( 側外の数字は時刻

日係)

限界紙ｾ ( B )  建物 と ［ ｊ Ｓ 特を調べたい点のＨあるし、 は日［ｾ ｾ図を 作 る ｪＭ ｢ｾ ｾ

合 、建物j と円;;診 を受ける 而の) 両者の相 対的おさ に対

応する曲線群( 曲線上の数字 Ij : 高さ目盛)

チ ャ ート 圏 - & . I I ' M

‘ 日 影 チ ャ ー ト の種 類

O  -It総24・00' - 45・30' までを、総度にして 30' の事IJ み

間隔 で43筏類のバンドに分知されている 。

."・ー一一一一一一一一

本 格

-j;;_ ，干

o m白' ¥) Okm

"k.<<:A 

4 日影 チ ャ ー ト の 基 本 的 な 使 い 方一 一測 定 点 に 対 す る建物 に よ る 日 影 時 間

0 使 い方 の手順 ( 需工; ーは左閃の 中のものと対応)

(配 置 図) - ー ーの

0 例 題

イil 宝lの よ うに 、1"1 さ10mの

，i I 同建物の-ltf !!l J にある住宅

の FI 影時r : : 1を求める 。

、ビf

ｾ計画建物

I_ V 〆〆

ト ー十 一一 ＭＭ ｾＱ ｾ Ｍ Ｍ ｳ＠
作ゐJ 影響を測定した し 点以- - - -

① 建 物の円E択 を示す限If函 と 11彩チ T ートを用意する 。

② 円eWf 図とチヘ・ートを重ね 、チ t ートの O 点と測定点を介わせ 、 }j {立 を合

わせる 。

③ 建物j のお さ( 10m) に相吋す る限界線を兄 ，'p，す。

｀ その限界線よりＭｬ ｴｦ ＡＡｬ ｬ にある建 物部分 Ｈ ｏ Ｎ ｓｩＮへの［ｾｾ特許 ＱＱ うト 一一 ｼ支 ｬ の斜線的 Ｉ

を見出す。

｀ そのｾｾ特告 Ｑ Ｑ 分を両 ｦ ＡＡｬ ｬ から挟む ｈ キ刻線をｻ乍る 。

⑥ その時五IJ を読む ( 11 Ｚμ 開始 Ｑ Ｐ 時 ＳＰ 分 、 日［［ｾｾ終了 ＱＳＱＱ キ Ｉ。

⑦ 建物による日［抑制日ＨＱ ＳＱＱ Ｚ ＱＧ ＭＱＰ 時 ＳＰ 分 ｾ Ｒ 時間 ＳＰ 分 Ｉ が求 め られる 。

0 ;主

・ 配置図 とは ｾ ｉ 同建物 の ｪ 杉 と 山 さおよび 測定点 の位 慨が わかる際 Ｑ ｩＱ街 。 話 ｻｉｊ 定

ｽ Ｇ ，ｾＮから ｬ 事 ｪＺｬｴＧｉＡｬｨ をあらかじめ引いておくと便利である 。

・⑤ で読んだH寺五IJ は必要に応じ「注意事項」 の要領で標準時に換算する 。

⑥ の臼［ｾｾ 時間 については 換算 の必要はない 。

- 円e:r，'1苅の縮尺とチ ャートの縮尺が異な ったり、同じでも チ ヘーートの 'IJ に

うまく入らない場合は「注意 事項」を参照のこと 。

.  ｩｦｴｩ ｊ 定点、 が ｊ ｉＱＡＮｾｾ 商 ｼ にない ｪＭ ｊ ，ｽ 合 ｉ ｪＺ r浪IJ定点の高さの考慮の仕方 j ( 何時) 参

! ! Hのこと 。

Ｎｊ￬物 の高さとち ょ うど 一 致する ｾｾｪｬｾ の限界線がない ＱＱ Ｚ 干は「 限界 線 の補間

の仕方 j ( i"i時) の安市fi で祁il 日iすること 。

・建物形状が複線 で11111" 1のある JJJj 合 でも「複雑な形状の建物の場合」、「傾

斜面 をもっ建物の場合 j ( i"i目的 、「曲面 、不 規則面 の場合 j (下i略) の要領

で同様に求められるが、形状を 簡略化 しでもよい 。その際 ill 物を実際よ

りも大きめにとら える方向で附田制t すること 。

・測定したい点が てつ以 上ある時は ( たとえば、 n彩t見出11のチ ェ y クライ

ン lての各チ ェ y クポ イントなど) 、各 に々ついて手) 1 凶② ~ ⑥ を繰り返す。

建築 と社会 / 1977: 1'- 1111 ; ;.  65 



‘ 複 雑 な 形 状 の 建 物 の 場 合

10:00 
11: 30 1  12:30 14:00 

2qm 1  1  A  1"-... "-... 

i 川 、 - i 寸

'-. 1  ___________.I，.凶 15m

答 円 ［［ｴｾ 時 ｉｭ ｾ 111キrm30分

111キ/il 130分

ｾ＠ 311キ1m

ｏ ｾＮｾ さの鋭なる部分 ζ とに「 日 影 チャート の 基本的な使い方 」

の手11闘の③ ~ ⑤ を繰り返す。

Ｐ Ｑ 宇部分による ｉ ｉ Ｚｩｩｾｉｉ ， Ｇｈｭ 併が重なる ｈ 寺は合計の求めプ ｊ に ｩｴ 立 。

たとえば ａ で Ｑ Ｐ 時 Ｍ ＱＱ ＱＱ ［ Ｇ ＱＧ ＳＰ 分、 ｂ で ＱＱＱＱ キ Ｍ Ｑ ＲＱＱ［ 干の ＮｕＯ ｾ 合は、全

体で ｉ ｬ ｬｩｾｾ ｉｉ Ｎ ｉｈｭ Ｇ ｲｬｩ は ＱＰＱＱ Ｎ Ｇ ＱＧ Ｍ Ｑ ＲＱＱ キの ＲＱ 時間となる 。

Ｐ この求め ｽｪ は ＱＺＺＩ さが同 じ でも ［ｪｽｾ Ｊ，ｾｾ＠ ;'fl) 分が二つ以 1: ある Hキ( 予

而 ｉｦｾ が複雑であ ったり 、ｦｊｬ ｩ が被数棟ある ｈ キ Ｉも Ｑ Ｚ Ｑ｝械 である 。

‘ 日 影 チャートによる“ 日影図" 、“ 日 影 時間図" の作り方
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0 これまで II!I (! の検汀に治も ー的的に In，、られている "11 Ｚ［ｩ ｾ ｉＺ［ＨｉＢ ，＠

11 ［［ｦｾ 時 Ｑ ＯＺ｝ 医ｊＧ の作成にもチヘ・ー卜は や ｬ 川 できる 。

0 チャートの oｽＺｉｾ ， を ｭ 勿 の ｦｩＧｪ ＮＧＮｾ￭Ｎ に合わせる と 、その ｛ＢＱ さの限界

線 と ｉｉ ， ｜，刻線の交ｽＮＧｾＮがそ の ｭ 点のそのｬｉ ｾｲ 主 ｉｊ てもの ［ｪｾ ｾ となる 。 Ｈこの

場介 ｊｪ 伐は、チ ャートの 方伎と ｲ ｻｩ ｪｾｴ 逆にＩｾていることに徐立 。 Ｉ

Ｐ 以 ｆ 、イ Ｑ 閃 ａ Ｎ ｂＮ の手ｉｩ阪で円影間が作成でき、さらに建 物の Ｉｦ ｾ

状が単純ならば、 ｃＮ の手 ＱＱ 阪で日 Ｉ［￭ｾ 時間図も作成できる 。
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‘ 注 意 事 項

0 チ ャー卜を使用す る季節と 場所について

・チ ャート は、チヘ- ー トの左I!!I J に記した季節と緯

度で作成されている 。

- 指定綜 l支の l菊I!!I J Ｈ Ｊ似ｾにして Ｉ ＳＰＧ 以内のパント

に合まれる均所で使う場合、 日影の長さの誤ネ

は最大2.5 %、実際よりも長めに [I p，る( 指定科目E

よりも ｾ ｴｩ ｊｬｩ ｉ にあるｊｊ［ ｬｲｦｲ で使うと、実 ｦ 祭よりも 円

; 彰の長さがl . ¥i めになるので危険である )。

・ 円 ｬ［ｽ ｾ 規 出 ＱＱ に ｼ 記 ｬ する険討にチャートを用いる場合 、

チャートの選択は行政ri"の指示に従 って ドさL、。

0 時刻換算の方法

・チ t ートで読み取 った「良太陽11む の l時五IJ を

ill 物の1也の ffi 点に ついても! 日l般に役

影して 、そ のHキ五1/ のill 物の 11 ［ｾｾがで

きる

9s弄 15 ロ

i也の11.1'刻に ついても同被に して 名11.'1

釘Ａの，，ｾ与を Ｑ 乍る 。 Ｈ ＱＱ ［ｭ＾＼ ＱＩ

( n  ［ ［Ａ ｾ 則市 ＱＱ に出 Ｏｩｬｩ する険討の 助介、

本州以l桁の場所では 811. 'i から 1611. 1'ま

で作1><1 しなければならない J

C  

¥ ＼ムモ英三ｾア フ叩- 1時間

，｜ＧＢ￥ ｖ｜ｾ アフ ＧＭ Ｑ ＭＲ
， ¥ ¥ ¥'1<沿う 7アー- 2- 3

' "  グ当以/ L - ー- 3- 4

明 微 妙 ' 一一4以上

作Ｑｉ Ｎ Ｇ ｴｾｉｊ の円Ｚ［Ａ ｾの 重 なりから、 ｉ Il. fl /:1 

'1 Ｚ［ＡｾｾＨｩ減、 Ｒ ＱＱ キｉｉＺ ｊ 11 ＺｴｦｾｾＨ ｩＱＮ或、が

分かる 。 ( 11 彬lI. fIi:1I 立1)

(2.511寺r:-nの11 Ｚ［ｾ ｾ ｉｉ ＮＧｲＯｬ Ｚｊ ｾＨｕＡＡｘ を Ｉ［ ＱＱ りたい

ｮｾ 合、 ｂ で ＳＰ 分 ＱＱ ｪＺ の ｉｉ［ｭ 文 ｬ を ｉｨ ｬＱし

ておか 寺ければｾらない Ｉ
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したかーって、 '1-' 央総準時では、

r' l' 央際準l I ;f j ｾ Ｑ Ｒ 時 一 Ｈ ー ＱＲ 分 Ｉ

ｾ ＱＲＱＱ れ Ｒ 分となる 。

A  

.  ＢＺ［ｦ ｾ あるいは 日 ＡＱＨ Ａｉｉ Ｎ Ｇ ｲｬ ＺＺｊ ｴｸ に ついては 、読み取 っ

た値から直接求めて/ ; f . しっかえない 。

0 方位について

チャートに示す方的， ｾ｣ 丹は 真 北 Ｈ ｾｴ 何 ｊ ，Ａー の ｬ 旬 き

と考えてよい) であり、般 .It (磁石の示す北)

ではない。

.  J'j:;j t を求める日目( ' l ! な J m、( 1111ι i /に よる討IIJ 定、

北緑川の出liltlJ 、地1><1 による iitlJ 定など) が初介さ

れているので、それら伐料 (r " Ｚ［ｽ ｾ 則市 ＱＱ の予 Ｇｊ IJ  

日本 ili 築セ ンターづき行句会) を参 II({ のこと 。

0 縮尺の換算方法

- 配置閃の縮尺が 1 /200 ( または 1 /500) でない場

合、限界線の日さ ｮＧＺ ，ｾの数 ＨｊｉＧＨ が比Ａ日 ｬ 的に変わる

だけ (11キ刻線は変わらない ) であるので、縮尺

l / S で使う H寺には、縮尺 1 /200の (Ifl をS / 200併

するだけでよし、 。

たとえば、 1/300で使う H寺、刈さ 10mの限界線

は、

300 

10m x 一一一= 15m

200 

と読み換えるだけである 。

- チ ャートは A 2 半IJ ( タテ 42 .0cmX ヨコ 59 .4cm) の

大きさで作られてい るので、11/. 0 : した配 i;ttl ><1の

t仇尺のままではチャー卜の fti 問内に入らなか っ

たり、人 つでも小さ過ぎることがある 。 この

うな ｪＡｾ ｾ 合には、配 ｩ ，Ｂ ， Ｚｉ＾＼Ｑ 、チヘＧートも適‘ ｬｩ な縮尺

に変える 。

製 作 鹿 島 建 設

発 行 鹿 島 出 版 会

干107 東京都港区赤坂 6 - 5  - 13 

TEし582- 2251 振 替 東 京6- 180883

日影チャート 〈冬 至 日 用〉

瞳断 111製・転写を f克ず。

チ ャー ト1枚

頒 価 5，000 円 (送料とも)

* チ ャ ー ト 形 状一 一縦 42cmX 償 59.4cm( A  2 判 ) の 特 殊 な フィ

ル ム に 印 刷ぉ使 用 説 明書 付 、 円 筒 入 り 。

* 申 込方 法一一一一一必 要 バ ン ド の 番 号 を 確 認 の う え 、最 寄 り

の 書 底 ま た は 直 接 鹿 島 出 版会 に 送 金 し て

お 申 し込み下 さい。
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地震荷重について (その 1)  

井 上 豊

はじめに

日本建築学会による 地 笈 荷 量 案 の 提示 お よ

びこれに関するシンポジウムの開催、さらに、

新 た な 耐 援 計 算 指 針 や 耐 震 設 計 法 の 提 案 が 相

次 ぎ、 ま た ま た 耐 震 設 計 に つ い て の 話 題 がl賑

わってきている 。過 去 に 幾 多 の 震 害 を 受 け て

きたわが国においては 、［ｦ ｾｾ造物の設計に際し

て地 震荷重が非常ーに重姿な役1 . 1] を占め 、 した

がって、構造技術者が地袋荷重に強い関心を

持っていることは当然であろう 。 しかしなが

ら、実際の設計作業の中で、地震荷重の持つ

意味が本当に活かされて扱われているかとな

ると疑問なしとはしない 。 ここで、再度地 震

荷重について考えてみることとし、稿を二 つ

に分けて、 くそ の り で は 現 在 適 用 さ れ て い

る耐震規定および高層建築の設計の拠り所と

なっている技帝時f旨針について、 くその 2 ) で

は前記の地緩荷霊祭など最近の提案について、

若干ふれてみたい 。

地震荷重とは

r j也波 荷量」とは、建物が地震の作用を 受

けたときに否応なしに揺れて、その結果生じ

る大きな応力、変形の状態を予め設言十時に想

定するための便宜的な外力の総称、で、多くの

場 合 、 実 用 上 便 利 な よ う に 静 的 水 平 カ と し て

表 現 さ れ た 設 計 用 地 震 カ が そ の 中心 をなして

いる 。建 物 の 揺 れ 方 は 、 地震によってはもち

ろん、その設計の仕方によって大きく左右さ

れる。したがって、設計用地震力は他の多く

の荷重とは異なり 、単 に 応 力 算 定 時 に こ れ を

登 場 さ せ る た め の も の で は な く 、 設 計 条 件 の

仮定から構造詳細の検討. に至るまで、一貫し

た方針のもとで行われる耐震設計の中で位置

づけられねばならない 。

対 象 と な る 地 震 についてみると 、たと えば、

ごく近くでの中規模地震 、"*"程 度 の 距 離 の 大

地 震 、 少 し速くの巨大地 震 な ど は い ず れ も 震

度 階V の 強 震 程 度 で あ り 、 や や 安 全 側 に 見 込

めば数十年に 1 回くらいはわれわれが出会う

可 能 性 が 高 く 、 設 計 に 考 慮 す べき 地 震の強さ 盤 と の 動 的 相 互 作 用 が か な り 有利 な影響を及

の一つの目安と考えられる。しかしながら、

わが国のどこをとっても、大地 震 が 近 く で 起

こったり、巨大地 震 が 中 程 度 の 距 離 で 発 生 す

るという可能性もないわけではなく 、併せて

考える必要があろう。そこで、数十年程度と

考えられる建物の寿命の聞に 1 回くらいは起

こりそうな 地 震 の 中 で 最 も 不利 なものに対し

ては、構造体に被害を生じさせないようにし

ておき、さらに、多分遭遇することはなかろ

うが起こらないとは言い切れない程度の大き

い地震に対しては、構造体に若干の損傷を生

じても 止 むを得ないが、大破、崩壊の事態は

ぼすこと、さらに当時の設計では水平 カ に 対

する余力が多く見込まれていたことなどから、

終 局 耐 力 も 必 然 的 に 充 分 大 き い も の で あ っ た

と考えられる。しかし、近年設計の自動化、

合 理 化 に よ っ て 、壁などの少ない比較的柔ら

かい構造の 中低層建物で、余 力の少な い も の

が見受けられるようになっている。これらの

建 物 で は 、 い わ ゆ る 設 計 用 地 震 力 に 対 す る 応

力は許容値内とな っては い る も の の 、 実 地 震

動に対する応答は初期の想定とはかなり袋な

ったものとなるこ とに留意する必要があり、

さらに終局的な耐力を硲イ呆 す る た め に は 、 充

防 ぎ 得 る よ う に す る と い う二段 構 え の 耐 震 性 分な靭性を待たせるよう 心 掛 け ね ばならない。

検討法が、現時点てもは最も合理的と考えられ

ている 。 すなわち、前者の地震に対しでは、

予想される 地 震 時 応 力 に 対 応 し た 設 計 用 地 震

力による応力が、許容値以下となるよう構造

詳細を設計し 、ついで後者の地震に対して、

部 分 的 な 降 伏 を 伴 い な が ら く り 返 し 変 形 を 受

けた後、予想される最大変形まで耐力を保持

し得るかについて検討することとなる。した

がって「地震 荷 重 」 と し て は 設 計 用地震 カ お

よびこれと関連した終局耐力ないしは終局変

形について具体的に示す必要があろう 。

このような観点で、いくつかの設計法や指

針を眺めてみよう。

建築基準法による耐震計算

現 在 わ が 国 で 法 規 と し て 定 め ら れ て い るも

のは基準法に言う地震力の算定であって、 一

般に震度法と呼ばれ、設計用地震力について

の規定である 。

関東地震を きっかけに水平 カを考慮した構

造 設 計 の 重 要 さ が 認 識 さ れ 、 墓 石 な ど の 転 倒

から地震動 の大きさを水平震度の形で推定し 、

これを設計に取り入れたものであった。緩度

のf直はいくつかの変遂を経て 、戦後現在のも

のに定着している。すなわち、構造物各部に

作用させる水平力は、その部分の重s : に水平

震 度 を 乗 じ た 値 と し 、 水 平 緩 度k は、

k= a . β . ko  (1)  

で与えることとしている 。震 度 の 基 準値 koは、

地上高さ 16m までは 0.2 、 それ以上の部分で

は 4 m ごとに0. 01づっ地すことになっている。

係 数αは地盤の良否による地震動への影響と、

構 造 種 別 に よ る 振 動 性 状 や 強 度 へ の 信 頼 度 の

相違を考慮しようとするもので、こんご主とし

て対象とする S 造、 S R C造 、 R C造 に つ い て

は0.6- 1. 0の 値 と さ れ て い る 。 ま た 、 係 数 β

は古資料にまで及ぶ過 去の 震 害例 をもとに、

地震 の 影 響 の 地 域性 を考えた係数で0. 8- 1. 0

のf直となっている。

この考え方は、その歴史からも 判 るように

比較 的 低層 で 壁 や 筋 違 い の 多 い剛 な建物を造

ることを意図したもので、低層 剛 構造 物 に 関

す る 限 り 、 詳 細 な 数 値 等 は 別 と し て 動 的 な 立

場 か ら 言 つ で も あ る 程 度 う な ず け る 形 の も の

で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 建 物 で は 一 般 に 地

高層建築技術指針による耐震計算

これは昭和 38年 の 建 築 基 準 法 改 訂 に 伴 っ て

高 層 建 築 へ の 途 が聞 かれる際に 、未 だ 経 験 の

ない高層建築の耐震設計方針に関して 、 日本

建 築 学 会 が そ の 時 点 ま で の 研 究 成 果 を 反 映 し

て 技 術 指 針 と し て 公 表 し た も の で あ る 。 そ の

後、若干手を加えながら今日に至っているが、

その主旨から 、高層建築の耐震設計における

基 本的 な事項に関し 、考え方がある程度まと

まってきているものについて示している。

対 象とする建物は、育iJ 項 の 基 準 法 耐 震 規 定

の適用を受けない地 上45m以上のもので、そ

の構 造 計 画 に つ い て は 、 単 純 な 形 状 の 建物、

力学的に明快な構造、堅固な支持地盤が望ま

しいとされ、また地震時の挙動を念頭におい

て、 什 組 み は 強 度 と と も に 靭 性 を 持 ち 、 水 平

力に対 しでねじれ変形が生じないよう言十闘す

べきことが指摘されている 。耐 震 計 算 に つ い

ては 、そ の手順がつぎのように示されている 。

設 計 用地 震 力 は せ ん 断力係数 ( 建物のある部

分 に お け る せ ん 断 力 を そ の 部 分 か ら 上 の 金 重

立 で 除 し た 値 ) の 形 で 扱 わ れ 、 建 物 の 基 本 周

期に応じた基昔日の設計用せん断力係数( 設計

用 ベ ー ス シ ャ ー 係数) をも とに各層の設計用

層 せ ん 断 力 係 数 を 定 め 、 こ れ に よ っ て 梢 造 詳

細 の 設 計 を 行 っ た 後 、水 平 剛 性 、 降 伏 時 の 強

度、変形および降伏後の性状を調べることと

している 。 その結果にもとづいて 、 こ れ を 動

的解析のためのモデルとして表し、 地 震 動 に

対 す る応答計算を行 い な が ら 、 耐 震 安 全 性 が

確 か められるまで必要な設計の修正をく り返

すこととしている。

この手 )1阪の中で示されている具体的な数値

としては、ベースシャー係数に関する参考資

料とし てわずかに触れ ら れている程度であ り、

構造 設 計 の 内 容 は 審 査 機関 の チ ェ ッ ク を 受 け

る必要はあるが、耐震安全性検討の詳細l を、

設 計 者 自 ら が 行 う 動 的 解 析 に も と づ い て 自 由

に扱うことができる形となっている。このよ

うに精進技術者の自発的 検討 を 骨 子 と し た こ

とが、以降の耐震工学研究に大きな刺 激 を 与

え、 そ の 進 展 を 促 す と と も に 、 現 在 の 幅 広 い

関心を呼び起こしていると言えよう。

( いのうえ ゆたか 大阪大学工学部助教授 ・建築学科 ・工惇)

建築と社会 / Ｑ ＹＷＷＡｾ Ｑｬ 月号 67  
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ハ口ン 1301 消火設備

( Hal on 1301) ーその 2

西 村 喜 卿

構成要素

ハロン 1301消火設備は消火剤充てん容絡または

タンク、 11貧舟Tヘ ッ ドまたはホー スリール ・ホース

・ノズル、それらを連絡する配管( スケジ ュー ル

管 ・同管継手・パルプ類) 、起動装置、音響聖子報

装置、放出遅延装也、電源( 非常屯源装置も含む) 、

自動 火 災報知設備 の感知器、表示灯、標識、耐火

耐熱配線などから榊成されている 。

消火剤放出方式

1)  全域放出方式 (Tota! F !ooding Sys tem)  

防護区固または閉鎖された部屋全域に均ー かつ火

災発見後30秒以内 に消火剤 を放出 し消火する。

2) 局所放出方式 (Loca! App!i cati on  Sys tem)  

火災の発生している部分に直按消火剤を放出し、

その雰囲気で包含させて消火する 。放射圧力が高

いので、可燃物が飛び散らない箇所に設ける 。

3) 移動式 (Hand Hose L ine  Syst em)  

小 火 災の場合に使用 し、放出 ノズルを火災昔日付近

まで人為的 に移動させ消火剤を放射して消火する 。

ただし対象室には適当な 外気に面した 間口 が必要

となる 。

全域放出方式と局所放出方式の基本薬剤1孟を求

めるための係数を表- - 6 と表ー7に示す。

1 列式配置例

。.l( oX oX oX oX: o) [ ol:'叫( 0:10: ( 0) (吋長。x。

ヨ52缶と- - 2一一ー一一斗

o自立型非常電源装置

ｾ 盤機型ハロン操作鎧

⑤選択弁へ ・11

291J 式配置例 @起動容器

117 

表-6 全域放出方式の基本薬剤IJ :! 置を求めるための係数

自動車ヰ i!UI、駐車刷、自動車修理工湖、 |  

変 ＱＡｈ￮ｾ 、発＿な 機 家、第 Ｔ 綴の機危険物、 1 0. 32kg/ m'  

第 Ｔ 鎖および ｾ［Ｖ 官 ｬ の危険物

通信機器室 I  0. 32勾 / m'

綿花類、木毛、かんなくず、 11ろ、紙〈ず|

糸娘、わら刻 、1
0

.
52均/ ぱ

ゴム類、木〈ず、木材加工品 I  0. 64切1m'

表-7 局所放出方式の基本薬剤量を求めるための係数

面 積 方 式 6. 8 x  1. 25kg/ ば

※  

体 積 方 式 ( . n o n a ¥ 

14. 0- 3. 0j: J  X  1. 25kg / m'  

終 A 対象物の聞いの而般

a  対必物の四いにある実四段の而附

ハロンボンベ室の決定

ハロンボンベ室は防護対象 の大きさ( 室容積)

と設置すべき位位 ( 階高) 、 とくにボンベ室よ り

上廓階に防議対象がある場合はそれらの影響を受

け充分検討したのちボンベ集合本数が決定される 。

ボンベ室はそれに他 の機 器設置スペースとメンテ

ナンススペースを考ぼして室面積が決ま る。 図ー1

にそれらの参考寸法を示す。

つぎに設計する場合の順序を記す。

1) 所要ガス盆の 'Jf- 出を行う 。 ( 表 - 6、表 -7 参 照 )

2) 配管ルー 卜を 決定したのち、配管の径は流れに

よる圧 力損失と配管内を充て んしたときの初 期圧

力損失な どを計算し 、全圧 力損失 を考慮して決め

る。

3) ハロンボンベ 1 本 当た りの充てん公は全圧 力扱

.  要剤蝕射前の容器内気体部容11 2  

: 配管 ，. どの内容積 t  

ν2 = V，+ VZ : 薬剤般射後、薬剤が配管に充満したと

仮定したときの容器内気体部容禍 t  

P ， 薬剤肱射前の蜜饗ガス分圧 kgl αd 

= 容器内圧力 (aゆーハロ :'- 1301飽和圧力 (atQ)

サイホン管 =42at gー 14at g =28kgl 剖

Pz  :  Vz になったときの輩棄ガス分圧 kg/四 f

P， V，=九 九

P z = 巴X P，
.， 

図2
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あるので設備的には不利である 。図-3は基本配管

図とそれを等価配管長に換算した値をグラフに示

し、これをつぎに説明する 。 この場合は垂直配管

(押 し上げ配管) の実高さを H(m) とし、 水平配

管の実長をp ( m) で表している。いずれの場合で

も等価配管全E 長は L (m) とし、図-3のグラフで

は、初期圧力損失は曲線①、 押 し上げ損失は曲線

② 、全圧力損失は曲線①で示している 。③で示す

曲線の値が42 ( at g)  - 14 ( at g)  =  28 [ at g) である範

囲内でハロン 1301充てん塁を決定しなければなら

ない。図4 は等価配管系統を示し図中いずれの場

合でも施工が可能であることを表している 。 また

図ー5は [H+ L) の値が簡便概略法の係数として採

用してさしっかえがないので、そのf直が充てん量

の関係を表しており、 図- 6 ，7， 8 は係数を求め

るため作成したグラフである 。

以上の結果、ボンベ室は防護対象物に近く、ま

た押 し上げ配管とならない位置が有利である 。 ボ

ンベ室の具備すべき条件 をつぎに示す。

1) 防護区画以外の場所で保守点検のための出入り

が対象室を通過することなくできること 。

2) 天井高さは2. 5[ m) 以上であることか望ましく 、

かっ室温が40( t ) 以下であり、温度変化が少ない

失を充分満足すべき量とし、設置すべきボンベ集

合本数を決定する 。

室容積× 係数

〔本〕

1 本当たりの充てん量

ここでハロン 1301ボンベ 1 本あたりの充てん虫

決定について簡便概略法を示す。ハロン 1301はす

でに述べた通り、二酸化炭素消火設備と異なって

( mJ  

塗素ガスで加圧しである点、が特異であり、 l 本の

ボンベ( 内容積62[ 2) または68[ 2) ) に充てんする

量は対象規模によりそれぞれ異なる値となるので

ある 。こ れは普通常温で42 [a  tg) に加圧しである

液化ハロン 1301 が容器より流出 して配管内に充満

することによって、容器内気体部容積が増加し、

この ために容器内圧力は低下するので、充てん量

百O( mJ で調整する必要がある 。

ボンベ集合本数

流量2kg/ S 抵抗O. Ol kg/ cm. m
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図-2は貯蔵容器の気体部容積との関係を示して

いる 。

配管計画上、押し上げ配管となる場合、ハロ ン

1301の液比重は通常1. 46[ kg / 2) ( P r = 42[ at g) ) で

百( mJ

図ワ
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こと 。

3) 設置する 機器に直射日 光や雨水がかからないこ

とであり、後日搬入搬出 に便利な場所であること 。

4) 下層階にボン ベ室を設けるより上層階が有利で

あること 。

以上となる 。

最後にボンベマニホ ールドの一例 を図-9に示す。

まだまだ不備な点が多いが、今後の参考にしてい

ただければ幸いである 。
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昭和52年 度 ・ 第4 回 若 い 会 員 の集 い

大阪芸能センターを考える

レ ポ ー ト

今日は、久方の夏が戻って来たような暑さで、吹き出す汗

を吹きつつ、天王寺区逢坂上之町の坂を下ると、やがて会場の

一心寺日想憶が、その特徴ある姿を現す。山門を くぐり堂内

に入ると、冷房がよくきいていて心地よい。天井全面の硝子

障子を通ってくる光が、柔らかく堂内に漬ちている。畳に座

してしばらく開演を待つ。やがて定刻。司会の千葉幹事から、

講師の山崎正和氏と 高口著書行氏の紹介があり、今日の揚演会

が始ま った。

o  

( 山崎 氏の話 )

テーマを「芸能センターを柿恕していかなけれ

ばならな い現代 の状況について」にしぼって話を

すすめる 。

精fIl l i古rroJ を活気づけるものとして二つの要素が

必要である 。第ー の要素は情報であるが、それは

二 つに大日IJ される 。 今ここに一つを構造のある情

報、もう 一 つを構造めない情報とよぶ。 前者は、

学校の妓業のような特定の対象をもっ情報をいい、

後者は、ｾ、 トピックスとい った特定の対象をも

たない情報をいう 。 それは白己鳩勉性をも ってお

り、人口集中地区、すなわち大郎会にしか生まれ

ない 。 そしてこれが、 一種の熱気を生み出 してい

き 、 文 化 の飛ｬｩＧ ｲｬ に繋がっていく 。 第 二 の 司 ｾｾ索は、

少数意見の存在で、ある 。文化が11} J LI 性をもっため

には ｉｾｪ 1=1 の多数意兄となりうる少数意見の存在が

必要であり、そして少数意見 も太郎会にしか生き

続けていけない。

都市は血縁、地縁の| 羽わりの iVj い、いわば無名

性の集合体である 。 その自由性の保障が、機々な

生産活動の源泉とな っている反 l面、J瓜立 l必と 地域

社会に対する無関心を呼び、自 ｾ ｬ ｲｬ￭ の無秩序を引き

あ、こす図ともな っている 。 かつては、神社、仏| 拐

なとの、その均所にくると、おのずと威儀を正す

ハレの坊があり、そして祭りの小心にはや1
1
があ っ

て、そこにある極の緊張感をも った制宇ある維踏

が生まれた 。 また 外国では、 111fの中心に、人口が

集まり共同感情、意思を表す場、 IUJ を象徴する阿T

の顔としての広場があった 。現代の都市にも、そう

いった市民の共同感↑'i'i- を表す場、「ハレの場」が必

要なのではないか。

伺i市は精神の緊張をもたらし、鼓吹する面を持

っていなければならない。 「中之島芸能センター」

は、大阪におけるハレの均、すなわち 、人々が集

まり共同感情をもち合い、無名性のうちにも述帯

感をもたらす場、そのILj に来ない人々にと っても

都市の顔としての象徴性をもっJJJ} として柿恕され

てきたのである 。 そしてその場は、建築そのもの

が 、加市 の顔としてあるＩｾｾ響を与えるとともに 、

感動の多機性を保障し、集ま って来た人々が、そ

の多徴性に触れうるものでなければならないであ

ろう 。

く〉

つぎの高口氏の講演までの休憩時間を利用し て、一心寺の

住駿であり 、設計者でもおられる、高口氏のご厚意により 、

70 旭築 と社会 / 1977年1111 号

回想取の見学がなされた。氏はこの御堂を 「抽象のフレーム j

を冠して設計されたとのこと 。仏教の伝統犠式と R C . スチ

ールといった現代の材料との媛点の一つを見る思いがした。

伝小堀遠州作といわれる復元された八慈の茶室等を興味深〈

一周見て廻った。高口氏は当寺の作業服とい う氏自身のデザ

インによる筒袖の着物に下はモンベ、胸には頭陀袋といった

いでたちで席につかれた。氏の話は、発表案および設計途中

での各案の模型スライドを混じえながら行われた。

(高 口氏の話)

o  

発表された計画案は、いわば「イメージパイロ

y 卜プラン」というべきものであ って、今後、多

数の人々の参加、検討によ って、 より具体化して

いくべきものである 。

設計委日としてこの構想に参画したときは、五E

i築としたイメージのh耳:tt l段 階にあ った。 その中で

決まっていた「人間の創り出した諸々のものを集

めていこう」ということから設J十を J出発したが、

「本絡的な」そして「特殊な」ものを造ろうとい

うことから、多目 的 ホールをいくつか造るのでは

なくて、本絡的なl j l _ 一機能ホールをいくつか集め

ることとした。単一機能ホールとは、 f也の用途に

は使用できないという怠昧 で、はなく、ある特定の

用途に使用 するとき 、最大の効* を発仰 しうるホ

ールという芯¥1床である 。

当発表案に至るまで、高層回廊案、屋上l迄図書号、

モニュメント案、広場案と称、する四つの案があ っ

た。 j註終案は、このうち広上場案を発l足せしめたも

のであ って、近松劇場、西鶴劇場、世阿効弥;J劇劉μ場yJj

竹本j劇創J場L劫i、秋成劇場と呼ぶ 、浪速の生んだ芸能文

化人の名を冠した五つの単一機能ホールと、それ

らに取り囲まれた歌垣広JLj と称する、野外音楽堂、

フリーコンサートのIおとしての広場よりなる 。堂

島川に面する川辺の広JJ"j には舟近場を設け、かつ

ての渡しのように、 川沿いのホテルから観客が三

々五々、列 ｬ で渡 っ てくる ｦｬｾＩ ［ Ｈ を思い浮かべている 。

設計の途 ｉ ｾ �ｬ でいくつかの築が浮かび 、 そして消

えていったが、面 白いと思ったものが二つある 。

一つは ! 万人劇場であり、もう 一つは人工総であ

る。 人工総というのは、巨大なフレームを組み、

そこに椴々な緑を植えていくとい ったものである

が、もう少し進んだ粂件のもとに考えられる機会

が与えられれば、よりよ1・体的に考えてみたい。

o  

ここで高口氏の話は終わり、引き続いて質疑に入った。今

日の参加者は年代層が広〈、建築関係以外の方も多くて、芸

能セン世ーに対する関心の深さが、参加者の構成にも表れて

いるようだ。

o  

(質疑を通じての両講師の話)

大阪は、かつての浪速の IHJ ではなく 、今や国際

都市であり、その伝統を大切にしていくとともに、

国際性、現代性 を備えていかなければならない。

そして各ホールの名称が示すように、大阪の伝統

に芸能がある。芸能センタ ーが都市の顔としての

機能を果たしていくためには、郊外ではなくて、

節心に建設される必要があり、伝統的にも大阪の

中心である中之島は適地といえる 。 そして 、 そこ

に建つ芸能センターは公的支持の得られるもので

なければならず、多 くの人々の参加 と努力により、

日本の、世界の芸能センターに発展させていきた

し、。

く〉

千葉幹事の 「われわれも大阪の一員として、この計画に期

待し、見守っていこうではないか」との提曾をうけて、拍手

のうちに今日の講演会を終わった。

レポ- $ 1 ・桑田信篤 (側日連股計)

“ノ、レの場"と しての芸能センター

大 橋 一 雄

近松を生み 、西鶴を生み、さらに上方歌舞伎を育

て、人形浄瑠仰を育てた大阪の地に、この泰“ 芸

flEセ ンター " 設世の椛 想、が発表されてすでに半年

あまり 。各種の反響の高まりつ つあるとき 、 この

プロジ ェク卜担当の山崎、 日口両先生から 、基本

的な発想と，H[ l . ! l i 概要を 1mくことができました 。

由来、誰もが定義づけることのなか った館市に

あって 、一つのな殺を形づくるものとして、文化

を守り育ててゆく “ ハレのJLj" を、たまたま与え

られようとした 中之島の地に 、やがてそこが大阪

の顔となることを願って着想されたことに、私は

大きな共感を党えています。博物館的意味を含め

て、これらの殿堂を持つことも 、つぎのような怠

昧から必要であると私は指ー々 感じてきました 。 と

いうのも、上方歌舞伎、文楽を、大阪の人が芽生

えさせ 、発展 させて来させながら、ほとんどこれを

見限 った形で今 LI に及んでいるからです。今 、 こ

れらを応援しているのは、もはや大阪人ではない

のではありますまいか?

しかし、それは殺であれ、伝統を守り i波かく育

ててゆく I坊をは っき りと眼前においてくれたとき、

人は改めて自分を比直すことになるのでしょう 。

そこに新生の大阪の顔が美しく化粧されて再l映さ

れたと 言 えるのではありますまいか。

私自身、大阪に来て 、大阪の伝統芸能がまさに

滅亡に瀕しているのを見せつけられ 、悲 しみを党

えています。新生殿堂が新しい大阪人、 |刻凶人の

ものとな ってくれることを断わずにはいられませ

ん。両手を挙げて今回の計画に* 定: を事長し、 一 日

も半い完工の 1-1 を待とうではありませんか。

一人づつが無名であるということが郎会の特色

であるというこんな自由な人間関係も、やはり共

同の! 剖i ' i (f)- - t't のl吟味ー ーが問題にな ってきて 、

そこに近代の抜合文化センターを求め、そこでの

共通の感動感に浸ることが必要にな ってき た今日

この頃であると鹿島平されたとき、計画スタ ッフの

皆さんの必定Ａが、 ｾｭ もがお若者り広場を求めるであ

ろうとして、計画案の中にいう“ 放垣広幼" を 描

かすことにな ったと説明されました 。 この人の集

まる jJ/J は GL の投目 にも刻1] やかな配肢のなされて

いることを lifl き、今後の 1=1=1之lib再 /l fJ9をの大きな指

標となることと忠いますし、! よい空地の存在が有

事の際に発障され る効果を予:匹、しています。 ただ、

その効果のためには敷地周辺全部に亘る| 妨汐対策

を忘れずにしていただきたいとおもいます。

さて、私はこの杭を終えるに当たり、あえてこ

のセンターに、現 ｾｍ宮北ＮＩ ( : ダンスホール) を 加 えら

れんことを提言しておきたいのです。世界人の文

化資 産である社交ダンスの ｪｪｾｊ をも考慮するこそ 、

クオ リテイライフの充実感を H指 す住民JArroJや市

民 迎lOJの広範な切j きを洞察するとき 、忘れられな

い項目であると思います。 静かなブームの社交ダ

ンスは 、ホールとなると j瓜俗営業の取り締まりの

ために肩身放く“ ハレの場" からも 外 されている

のでし ょ うかつ新しい発想の芸能セン・ターゆえに 、

再考を願うものです。

(倣漸日本妓術コンサJ レヲ ン卜(N E WJ E C) )  



大阪芸能センター構想、を

めぐって

佐 々 木 葉 ニ

今回の講師の一人 、山崎正和氏の著作に「芸術

・変身 ・遊戯」がある 。 その中で私が今も 印象に

残っている文章は、氏が世阿弥の芸術論を語り、

芸術家と政治的統治者 にとって くパトロネージ〉

という 関係 とは何か・…- を論及した部分である 。

〈… … 芸術家はかたちを作りながら、それによ

って人を 動 かせるかどうかが心 もとなく、逆に政

治家はひとを直接 に動 かしながら 、その行為が明

確なかたちをJ寺たない司}I こ不安なのである。( 中国高)

パトロンは他人の作るかたちを自分の趣味の表現

として奪いとり、芸術家は相手の趣味に選ばれて

みずからの存在を拡張する 。wい奪われる関係に

よって結ばれる男女の械に 、パトロンと芸術家は

余人を容れない閉じられたきずなを結ぼうとする 。

それぞれ自分自身の手今| 守のために相手は選ばれた

かけがえのない存在でなければならない。 〉

具体的には世阿弥 と将軍殺満との関係 を合いた

この文13は、現在においても建築やもの作 りを 職

業とする人々と施主との本質的関係を物詩ってい

はしないだろうか。

この関係こそ、われわれがいかに西洋から学ん

だ「近代的自我」で武装し、現実世界を自らの手

で支配して生きょうと楽天的に考えでも 、現代 n

本では干互いかくすことのできない現実の姿でもあ

ろう 。

私達が山崎氏の世阿弥研究から啓発されるもの

は多い 。それは、世阿弥の芸術観がきわめて明確

で特巽な「自己」のありかを教えてくれるもので

あり 、山崎氏 がそこから現代社会に引 き出 した 問

題意識が鋭かったためともいえる。

今白の芸能センタ一機怨白体も、本質的にはl刻

経連というパトロンと実際に構想に参加 したメン

ノf 一途とが、互いに自己存在を拡張し合いながら

生み出された結 lih ともアナロジーできるのではな

いだろうか。

私が本稿想で山崎氏に期待した点も、氏がすで

にこの現代社会における 〈関係の絶対性〉 を根底

に見すえて取り中且んでおられると思えたからであ

り、今回の講演では、日口恭行氏の人間的郎市論

とともにその具体的展開過程に人一倍興味を持っ

て参加l したものである 。

大阪の衡には顔がない。衡の中心部に美術館や

国立劇場ひと つ待 って いない大阪にこそ文化施設

は必要であることは私達も共鳴する点である。し

かし、今回山崎氏が諮られた都市文化論は、高口

氏の模型ス ライドとともになぜ何も私達に諮りか

けてくれなかったのであろうか?

そこには、建築と芸術の統一体を模索するほど

の思想的気迫も兄受けられなか ったし、もちろん

山崎氏独特の「人間と環境の関係における芸術論」

が今回の構想、の中で・どのような役割を果たしたの

か知るべくもなかったのは、本当に残念である 。

山崎氏 は、本椛恕のイメージをニューヨークの

リンカーンセンターに求め、世界に通用する施設 、

大阪という 地域性 を意識せずに「本絡的」 胞設を

作りたいと言われる 。 リンカーンセンターと言え

ば、ニューヨークの都心部に最高レベルの各組芸

能上演施設を持ち、さらに、それを支える若い芸

能人の養成を同センター内のジュリアード ・スク

ールが手がけているという、まさに世界でも先駆

的 な施設である 。

しかし、本格的劇場 としてリンカーンセンター

が米国で成立しているには 、周辺 に数多 くの群小

劇場、実験劇場があった上でのことではなかった

だろうかワ

関西に はその下地すらなく、さらにこの大阪に

本格的施設群を持ち込んだとしても、その実現に

はより大士見綾な建設推進運動 が必要 なのではなか

ろうか。

事実、リンカーンセンター建設に協力した中且織

は、ロックフ エラー 三世以外にも数多くの有志、

芸能団体、市や州の援助があったと言われる 。

これらに閲して今回の講演会でとくに気がかり

だったのは、山崎 ・高口両氏に共通して見られる

「高踏派」的意識である 。すなわち両氏の発想レ

ベルと世1mの人達の受けとめ方のレベ、ル差を l嘆か

れ、中 ｉｾ 想、の持つ世界的視野と歴史的意義を説かれ

るだけの姿勢からは、 リンカーンセンターを求め

た当時のニューヨーク市民の情熱を大阪市民に期

待することは困維なのではなかろうか。

高口氏らが今回の. fIIi:tH実現にあたって詳細lに調

査された「世界のパコォーミング ・アーツセンタ

ーの研究」もその視点がセンタ一作りのソフ卜部

分、つまり郎市の中での施設の使われ方 、都市文

化とのつながりとその運営方針については述べて

おられず、氏の自説たる く錬金術的属性論的都市

;命〉 との訣別 もなされていないように見受けら れ

る。

総じて今回の講演から受けた印象が、 山崎 ・高

口両氏の本来の姿勢との接点が見出されず、 関経

連への答申的提案に終始している感がいなめなか

ったのは残念である。

芸能センター構想自体、大阪の文化 に夢 を待ち

込む発想であるがゆえに、単に「本格的」施設で

あるばかりでなく、大阪 ・関西の現実の文化的エ

ネルギーとの結合を求めて欲しいと思うのは私だ

けではないだろう 。

世阿弥の父観阿弥を生み出した力が、将軍義満

との結びつきだけにあるのではなく、当時の農業

生産力の確立と京浴の人口の階大化、さらに支え

られた新しい芸能文化希求のエネルギーにあ った

ことは忘れてはならないことであろう。

今後の芸能センター榔恕がこれらの視点からも

さらに着実に前進され、地域文化への起爆力にな

ることを 切 に期待したい。

(側鴻池組)

「大阪芸能センターを考える J

に参加して

森 田 道 子

計画が、新開発表されたとき、 非常に興味深 く

読んだ党えがあり、その後の進展をま日りたいし、

一心寺をも見せて いただけるとあって 、今回の企

画を知 ったとき、迷わずに、 初参加 を決めた。案

内 された l 階ホールの窓 1;1: 、庭を効果的にとら え、

庫裏への視線を遮断しているが、「庭の向こうは ? J

と一度腰を曲げて覗き、潜戸を抜けて庭に出てみ

たくなる不思議な開口部であった。会場の広間で

は、多少、講演の内容が聴きとりにくかった。

大阪一一庶民的で、バイタリティに溢れ、庶民

文化の笠かな、日本を代表する大都市。現代の都市

問題を典型的な姿で、苦しんでいるが、巨大な 人 口

流入は文化発展に大きな意義があり、現代の高度精

密産業にも、それに相応 しい心の潤 いが欠かせず、

また、まot陵情緒集約産業の育成が求められている

とき 、大阪ルネ y サンスを目指し 、国際性と伝統

にまたがる本格的文化を追求する場の 、文化的 投

資は確かに、 急務だと恕われる 。 日頃、緑不足を

痛感しており 、セ ンターの核数 をも う少 し減らし、

緑で包み込むような劇場公園はいかがなものか。

計画敷地は、堂島川と土佐城川にはさまれ、河

川敷を活かすのは必須と思われるが、日本人の好

ましいと思う河川観は、地下街、万博公園の人工

河川にみるように、 if背き流れのかきっぱた」的な

川で、現状は、好ましい川 とはほど遠く 憩い どこ

ろではない。消水までいかなくてもセンターが完

成する頃、少しはクリーンになっていたらと思う。

質疑応答で 、計画敷地近 くに住む一市民 が り 11

を隔てて片方は誇り高い大阪の“ 顔" 、片方は・ 1

と環境不均衡を l嘆いて られたが、言葉の端々から 、

計画への大きな期待と、わが街大阪への限りな い

愛着がジーンと伝わってきた。大阪 に通勤してい

ても、ごく 一部分しか知 らず、この集いへの参加

を機会に 、もっと“ 大阪" を知りたいと思う。

(鮒大林組本底設計第 1 部)

日 時 昭 和52年 8 月27日{土)

開渇 13: 20 開会 13: 30 →閉会 16: 30 

会 場 大 阪 ・ 一心寺 ・日懇願 (2階大広間)

(天王寺区逢阪上之町 155)

ゲスト 山崎正和氏 (大阪大学文学部教授)

高口恭行氏 (奈良女子大学助教授)

参加者 6 6名

プロヴラム 13 :30 開会のあいさつ・司会 千葉幹事

13: 35- 14: 40 講演 山崎講師

14・40- 15・∞休憩 …… この間日惣殿を見学

15: ∞- 16: 10 講演とス ライド 高口講師

16: 10- 16・30 質疑応答・解散

71 
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〈橋 〉 神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

生 活 空間 における土木綿造物の長観について昨今 うになる 。 この例は自然界の現象であるが、社会

よく論じられているが、その必要性について、レ 環境においても同じような述鎖反応が生じる 。

オンハルト教妓は次のように述べている 。 橋梁を例にとる 。絡をある地域とある地減を連絡

「道路や橋梁などの構造物の合理化は、美的形状 す る た め に 建 設 す る と 、 紙 の 建 設 工 事 お よ び 締

より優先しではならない。構 造 物 を 建 設 後 、 環 境 の供用により、自然環袋の変化を起こし、更に 、

が慈化 すると、精神 不安定を起こしたり、病気に 社会環境として、人を含めた物の動きの変化、地

なったりすることが認識されている 。 械特性、地域文化の平均化、社会精造の変化など

織 を造ることの第一 の目 的 は、人 間! の生活機能を が起こる。すなわち、平衡状態にある地域に構造

改善することである 。」 物 を建設すると、破壊と 創 造が同時に起こり、別

この言葉のもつ意味を考えながら、総について述 の 平 衡 状態 に移行していく 。

べてみよう 。 (維莫 哲 郎) このように、橋を築造する幼合には、一次効果だ

1. 土木構造物としての橋梁 けでなく、 二 次、 三 次と続く波及効果をも念頭に

おかなければならない。

つぎに、橋のもつ役割に つ いてのべる 。

2. 橋のもつ機能

続 の 機 能 の 第 1 は、道路の一環として、物と人を

大量に速く安全に運ぶことである 。

によ って 、 地 域A をB の 影 響 が お よ ぶ 地 域A ' ，B  

をB ' と変化させ 、更 に、 A とB の性格をもち合わ

せた、 地 域C を生じる可能性がある 。

f  地 域 ¥

A  i  

橋梁建設前

経済・文化圏

((:jti tfi  

4橋喬梁建設後

第 3 の機能は生活空間 の 最観 の因子である 。

橋は川面や海面あるいは峡谷など、広々とした空

間の中に建設され、周りから良く目にとまる構造

物となる特長があるため、景観は重要な婆紫である。

土 木 精 造 物 、 特 に 、 橋 梁、道 路 、 港 湾 、 ダ ム な ど

の都市の基幹構造物の建設が、日本の場合は、公

共事業として、長気刺激策に行われてきたため、

景観に対する配慮は、最も立ち遅れているものの

一 つである 。

続梁が生活空間を形成する場合、積極的に空間を

創造していく方法と、なるべく周囲のＩｾｾ縦を竣さ

ないで、消極的にいく方法とがある 。 これらのう

ち、いずれの方法を採るかは対 象とする 地 域の地

理、歴史などを考えて決定すべきである 。

第 4 の機能として、遊びの空間が考えられる 。

橋 は 、 第 3 の機能で述べたごとく、広々とした中

に建設される 。 よって、橋からの眺めも良く、都

市内の狭苦しい圧迫から開放された遊びの空間を

形成する 。

橋の上の遊びとは、待ち合わせ、長在見を楽しむ、

続 梁 と は 土 木 構 造 物 の 1 つである 。土木構造物と

は、生活していくのに必要な、道路、橋梁、河川、

上下水道、交通施設、港湾、空港などの都市の施

設をいい、これらの施設は多数の市民に、より良

い生活や快適な生活を提供するものでなければな

らない 。 従来 、土 木 構 造 物 を 利 用 す る 側 の 利 便 性

は追求されてきたが、上に述べている多数の市民

の 中 に は構 造 物 を利 用 しない者も当然含まれるは

ずであるから、彼らの側からの利益も追求されな

その地点に紙がない場合、他の場所へ迂回したり、 夕涼み、釣りなどである 。 このような考えは 、道

船などの他の乗物により運搬した場合の労力より、 路が物を通過させる役割と同時に、散策やかくれ

ければならない 。

ところで、土木構造物とは、市民の利益のために建

設されるものであるにもかかわらず、常に別の商

での環境破壊という不利益が、新しい環境を創造

少ない労力で物を運ぶために、すなわち、両岸の んlぎなどの子供達の遊びの場、コミュニケーショ

地域がそれぞれポテン シ ャJレを得るために建設さ ンの場などの空間を提供しているのと同様に、橋

れるものである 。 にも同じ役割をもたせ、生活の場の中に税額的に

橋を上記の観点から定義すると、 一部 の 歩 道 総 に 利用していこうとするものである 。

みられるように、車の利便性のみを求めて、橋の 縞のこのような利用方法は、一部都市内にもみら

利用者である歩行者の不利になるような構造物は、 れるが、大部分は田舎の土橋などによくみられ、

するという行為も含めて、伴うものである 。 たと それが都市長鋭に適合していても、橋梁とはしミえ 紙がコミュニケーションの221とな っている 。 この

えば、 上 流で よ く は ん ら ん す る 河川 を改修した場 ないのではないか。 また、このような械造 物 は 建 ように、橋に対する都市と田舎の利用方法の速い

合 、上流でのはんらんは無くなるが、流出される 造 す べ き で な い 。 は、土怖 か茨然材料である土と木ででき、周囲に

水量 が多くなり、それも短時nnに流出されるため 、 第 2 の機能は、経済、文化などの伝幡である 。 こ 緑が多いなど都市とは環境が巣なるという 理 由 も

下流の堤防の天端高を新たにあげる必要が生じる 。 れは、物のl IOJ きに伴 って 、 必 然 的 に 生 じ る も の で あげられるが、むしろ、都市の橋梁は力学を表示

更 に 、 河川 改 修 に よ り 、 今 ま で 流 出 さ れ て い た 砂 あり 、 橋梁より道路がもっ機能である 。 しているのに対して、土橋は地形を表わしている

が流出きれなくなるため 、海岸の侵蝕が生じるよ ある地域A とB を結ぶような縞梁を建設すること ためであるといわれている 。

写真①~⑤は神戸市内の住吉川に架けられたー述の舗

である 。 この河川は六甲山系の水が流れており、者s市

河川と しては、 きれいな水質である 。河原は子供達の

遊び場となり、さ らに、散策、ランニング寺どの余暇

の助として利用されている 。縞全体のまとまりは少な

いが、総の架 っている周囲の環境に合 っている 。写其で

分かるように、桁の下が遊びの空 fHJ となり、そ こから子

供述のかん声がIlfl えてきそうである 。さらに、夏の夕方

には、恰好の夕涼みのJおとな っている 。写真 ②，⑤の

ような場合は楠の下からの長観も ill 裂にな ってくる 。

写真③ は郎市紙梁には珍しい木綿であり、崎の画一化

の進む税代においては、このような .r;t があることは、

一種の喜びであり、住民の織に対するやさしさが感じ

@  られる 。写真③は神戸市の主要幹線に架っているもの

であるため、総の上部は普通の道路と同じ級相をして

いるが、 IWI 面は石を張り、河川の石垣とつりあ った景

観をな している 。
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1  l!ll m Iエネルギーの節約

2  経済文化の伝幡| 新しい経i斉・文化闘を造る

3  都市景観 | 積極的 ・消経的に対鋭を創 っていく

4 . 遊 び 1ft 語らい、待ち合わせ、夕涼み、釣りー

以 上 、 簡 単 に 、 織 の も つ 社 会 的 な 役 割 に つ い て 触

れ て み た が 、 次 に 、 土 木 椛 造 物 と し て の 橋 梁 、 総

のもつ役割l をふまえて、橋を設立|するさいの、 i主

主主事項について ふ れてみる 。

3. 橋の設計

ｦ ， ｾを造ることの第 Ｑ の目的は、レオンハル卜数段

が述べているように、人 間 の 生 活 機 能 の 改 普 で あ

る。総 の も つ 経 済 効 果 、 文 化 の 伝 附 機 関 と し て の

機 能 を 考 え る こ と は 行 政 の 問 題 で あ り 、 こ こ で は

い、夕涼み、釣りなどが考えれる 。 こ の よ う な 利 表現と 一体 に な る よ う に 選 択 さ れ る べ き で あ る 。

用 方 法 は 、 川 が そ の 地 域 の 生 活 と 密 接 に か か わ り 単 に カ 学 的 条 件 や 、 社 会 的 制 約 か ら の み 選 択 す ベ

合 って い る な ら 、 普 か ら 行 わ れ て い る 。 京 都 の 大 きでない。

文 字 焼 の 四 条 大 統 が 恰 好 の 兄 物l市になるのは、そ また 、橋 を 見 る 視 線 の 高 さ も 考 慮 き れ な け れ ば な

の 良 い10Jであろう 。 らない。縞 の 上 方 、 水 平 方 向 、 更 に 、 都 市 の 精 梁

都 市 に 架 設 さ れ る 橋 が 遊 び のさを聞を提供しにくい に お い て は 、 道 路 上 に 架 設 さ れ る こ と が 多 く な つ

の は 、 橋 の 構 造 が 力 を 表 わ し 、 周 辺 の 環 境 や 交 通 た た め 、 下 方 か ら の 長 観 に つ い て も 考 慮 す る 必 婆

s : が多いのも理由にあげられるが、それよりも、 がある 。

歩 道 の 阪 が 通 行 に 可 能 な 空 間 し か な い と い う の が 総 に つ い て と り と め も な い こ と を 合 い て き た が、

主因であろう 。 歩 道 に 樹 木 な ど を 配 備 す る の も 遊 最 近 は 標 準 設 計 と い う こ と で 箇ー な 橋 が 架 設 さ れ

ぴ の 空 間 を つ く る の に 役 に 立 つ で あ ろ う が 、 そ れ るようであるが、橋というのは、設計者の個性と

よ り も 、 歩 道 の 幅 を 広 げ る の が 得 策 で あ ろ う 。歩 地 域 特 性 が か み 合 った も の で あ る は ず な の で 、 安

巡 の 帽 を 広 げ 、 歩 行 以 外 の 空 間 が で き る と 、 そこ 易に標準設計に頼るべきでないと思う 。 良い橋を

によどみが生じ、遊びが生まれる 。 この例として、 造 る こ と は 、 こ れ は 何 に つ い て も 言 えることであ

そ の 外 観 は 優 れ て い な い が 、 大 阪 駅 前 の 歩 道 橋 が る が、設計者の教養を高めることと 、 良 い 縞 を 数

触 れ ず に 、 設 計 者 が 考 慮 し う る 項 目 に つ い て 述 べ みられる 。 この歩道絡は人の集まりやすいという 多く見ることであろう 。

ることにする 。 地 の 攻 も あ る が 、 歩 道 橋 の 幅 が 広 い た め 、 人 の 待 更に、良い橋が書判面されるような社会環境を造 つ

統 を設計する場合は、単に、 利用 者側 か ら の ア プ ち合わせ場所としてよく 利用 さ れ、 さらに、通行 ていく必要がある 。 そのための共体策として、コ

ロ ー チ だ け で な く 、 非 利 用 者 へ の 配 慮 も さ れ る べ 以 外の利用も行われている 。 ンペの実施、アーキテク トとエンジニアの協力、

きである 。 ま た 、 河川 上 に 架 け ら れ て い る 柿 の 場 合 は 、 河川 美観にすぐれたm造 物 の 表 彰 な ど を あ げ る こ と が

ま ず 最 初 に 紙 の 利 用 者 側 か ら の ア プ ロ ー チ に つ い 敷 に 降 り ら れ る ア プ ロ ー チ を つ け る こ と も 、 遊 び できる 。( きじ までつろう / 神戸市港例日技術部計l司法)

て述べてみる 。橋の利用方法は、j ) i J述したように、 の 空 間 を 造 る の に 有 効 な 方 法 で は な い だ ろ う か。

通 過 と 遊 び の二 つがある 。

通 過 に 対 し で は 、 続 の つ か い 易 さ 、 す な わ ち 、 サ

ーピスピリティが要求される 。 車 に 対 し で はm造

物が安全であるだけでなく、不愉快なｾｬｉ ｾｊ などの

除 去 、 運 転 者 の 視 界 も 含 め た 走 り 易 さ な ど を 考 慮

しなければならない 。

歩 行 者 に 対 し て は 、 橋 を 利 用 す る の に 不 必 要 な 労

力を求めるべきでなく、むしろ、織からのう;t 飢、

橋自体のリズム感の表現、橋の向こう仰IJ にあるも

のを: i i l i 恕させるような工夫などを行うことによ・っ

て、歩 行 を 楽 し く す べ き で あ る 。 また、歩行者の

自のおさから 一番 視 界 に 入 り や す い 高 欄 を 工 夫 し

たり 、高欄 が 統 而 に 滋 と す 影 を 考 慮 し た り す る の

もあ、もしろい。紛 が 南 北 に 架 け ら れ る か 、 東 西 に

架けられるかによ って、影の表現方法もおのずと

変わるはずである 。 南 北 に 架 け ら れ る な ら 、 朝 日

と夕日によ って高欄 の影が歩道上に務ちるため、

これらの影と歩行者の影を組み合わせてみるのも

おもしろい。

Ｎｴｦｾの上の遊びとしては 、 待ち合わせ、 ｮｦ Ａ い、諮ら

続 の 非 利 用 者 の 立 場 を 考 慮 す る と い う の は 、 統 梁

の 公観 を含めた、橋を造ることによ って 生 ず る 環

境 を 考 え る こ と で あ る 。 こ こ で い う 環 境 と は 自 然

環 境 と 社 会 環 境 の 両 方 で あ る 。 社 会 環 境 と は 、 経

参考文献

済 、文 化 圏 、 長 級 、 生 活 の 快 適 さ の パ ラ メ ー タ一、

すなわち、生活環授が考えられる 。 ここでは、社会

環 境 の う ち の 景 観 に つ い て 簡 単 に の べ て み る こ と

にする 。

統の美しさに つ いては、多くのＺＡｾ物で論じられて

いるので、 、 Ｓ 平調 ｈ はそちらにまかし、才ｾｬｊｩ c 1 ) とらえブJ

について触れてみる 。

f，(: iの美 しさとは、織が力学的に安定であるだけで

な く 、 地 域 の も つ 風 土 、 歴 史 、 社 会 構 造 に 迎 合 す

ることである 。 ここでいう地域とは絡の背後圏を

考 え て も よ い が、河川 、 道 路 な ど を 考 え る の も 方

法 で あ る 。

析 の 美 し さ は 形 状 と 材 質によ って表わされる 。形

状は軽快さ、重品感、直線性、リズム! 惑などを表

現 し 、 コ ンク リ ー ト 、 鉄、石 、 木 な ど が 統 の 材 質

で あ る が 、 こ れ ら の 材 質 の も つ 表 現 が 縞 の 形 状 の

1. 田原保二 r縞主主と景観J ( 土木学会誌)

P .P 40- 49 Annual  1977 年

Ｒ 秋岡芳夫中村良夫 ｲ 公共 ｾｉｕｊ における デ ザイ ン の

効用と限界 J (土木学会誌) P. P  43- 51 1977年 1 1' J

3 山本宏 r橋梁のサイコベクトルJ (土木学会誌)

P.  P  60- 68 1976年 4 月

4 関淳; r凶ドイツのライン 川崎 J ( 土木学会誌)

P.  P  79- 86 1973年 1 月

5. 木住野手E俊 r 都市縞梁と空II l l J( 綿梁と基礎)

P .  P  32- 39  1976年 3 月

6 若下藤紀; r文化史としての締梁J (締梁と基礎)

P .P 27- 30 1976年 8 月

7 凶村幸久; ｲｾｾ の統覚的側面 ｊ Ｈ 紙 ｭ と基礎 Ｉ

P .  P  22- 26  1976年 4 月

8 関淳; r マイヤールの総J (紙梁と 4忠臣官)

P.  P  36- 42  1975年 7 月

9.伊藤学 r今後の縞梁設計に望むこと J ( スチー Jレデ

ザイ ンNo.150) 1975年 11月

10. 神戸郎市設計資料研究会; r述築と社会』都市設J十

資料1.2，3  J  1975年 6 丹、 7 丹、 8 月

写真⑥は神戸市の住居地区に巡 られた歩道純であるが、

滑らかなくら状の曲線を持ち、紙而には計'1 り止め、日'!j

欄には手すりが付けられ、よく考 J.& された柿である 。

応榊] にもう少しの工夫 と、最長の効: 恥が考r&されたら、

さらに良いM，となるであろう 。

写真⑦ は神戸港の中突誕に柴け られた歩道捕であり、

内航汽船の乗合場に接合され、 ペデス トリ 7 ンルート

を形成している 。中突堤はポートタ ワー が建設され、

浴巡りの船の発者1おとなるな ど、1' 1，民が港に接触する

JJ; lである が、この歩道紙は、市街地 と中突堤を結ぷ文

字通りの崎放しの機能をも ってい る。

写真③~⑬は、倉敷の運河にかかる中総( 写真③) と

今 総 ( 写 真⑨ . ⑬) である 。中織は一枚紛でささえら

れ、今紙は、児島 J;'f，次郎画伯のデザインによる飽を図

案化した石の手すりを持 っている 。小さな絡は、この

よう口、周囲の景観に 7 γ チし、 手づ くりの昧が出せ

るまで設計したいものである 。
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評 議

臨時評議員会

員
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21 日 5 時 - 5 時半 於会館集会室

出席者 野々村、高橋正副議長ほか 10名

委任状 42名 計 54名

議事細J l IJ - 部改正の件( 会' t ' l . の値上げ)

理

編集理事会

事
. A  

-z;; 

1 日 4 時 - 5 1時 於会館集会室

出 席 者 福 田 副 会 長 ほ か 4 名

議事 ( 1 灘誌収支状況と今後の方針

(2)広告体制強化の件 (3)そのほか

定例理事会

21 日 4 時 - 5 t圭 於会館集会室

出席者 塚本、福田正副会長ほか 16名

殺事( 1 ) 臨時評議員会開催の件

(2細 則一部改正の件( 会政改正)

(3)会員グループ規程一部改正の件

(4 )第33回建築工事実務総沼会開催のf牛

(5 )婆望怨提出の件( 木造住宅にl却する研究施設

等を関西地区に設置することについての要望)

(6 )会員忘年懇親会中止の件

(7泊IJ 立ω周年記念事業技術選舎刊行の件

(8 )入 退 会者承認の件

(9版 告 事 項

事 業 委 員 会

見学会小委員会

1 日 61時- 8 1時 於会館集会室

出席者 綴田副委員長、水谷幹事ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 7 月の見学会の実施報告

(2)9 月- 10月の企画について経過報告

(3111 円以降の企画について

法隆寺・大仏殿見学打合

2 日 11時 - 111寺 於奈良 ・法隆寺

出 席 者 竹 中 工 務 庖 設 計 部 上 原 諜 長 、 法 隆 寺 作 業

所 阪 野 所 長 ほ か l 名

見学会依頼ならびにスケジュール打合せ

若い会員の集い 「ディスカバー大阪(3)J 現地調査

3 日 l 時- 6 時

出席者 阪倉主査ほか 3 名

ディスカバー大阪、北浜 ・船場のスケジュー Jレ及

見学場所の選定

若い会員のＮｾ、小委員会

6 日 6 時 - 9 時 於会館集会室

出 席 者 森 下 副 委 員 長 印 藤 、 千 葉 、 古 川 各 幹 事

ほか 15名

殺 事 ( 1)第 3 回、第 4 回の企画の実施報告

(2)第 5 回、第 6 回の企画についての経過報告

(3)第 7 回以降の企画そのほか

広報小委員会

7 日 6 時 - 7 1時15分 於会館集会室

出席者奥村、佐藤、南各幹事ほか 7 名

議 事 (1)第37回展示写兵について

(2)第38回以降の展示写真について

(3 )本年度の研修会企画について

委員会

8 日 6 時 - 7 時半 於会館集会室

出席 者 窪 田 委 員 長 乾 、 三品、柳、掘問、森下

各副委員長ほか 3 名

議 事 ( 1 ) 各小委員会の事業報告及本年度の事業

74 建築と社会 / 19押 年11月号

企画について (2)そのほか

「丹波絡を行く ・栗拾いと城下町篠山散策」講師

打合

12日 111侍- 1時 於神戸大学

出席者 多消I敏樹助教授ほか l 名

「神戸市三宮市街地改造 A 棟」見学打合

12日 211寺- 5 時 於 F村1戸市都市計画局

|  及鹿島述設三宮

¥出張所

出席者 神戸市都市計画局管理係

西川係長、鹿島建設三宮 出 張 所 本 村 所 長

ほか 2 名

「京都リハビリーセンタ一見学打合せ」

14日 21時半 - 4 1時 於 京 都 鴻 池 作 業 所

出席者 泊池組笹井作業所長ほか l 名

「奈良大仏殿見学打合」

17日 11時 - 1 1時 於 東 大 寺 内 消 水 建 設 作 業 所

出席者 清水建設八木作業所長ほか 1 名

若い会員の集い第 8 因企画分科会

19日 61時- 911寺 於会館 3 階会議室

出席者 佐野主査ほか 2 名

誠司王 第 9 回「伝統工芸を見る」の企画について

研修分科会

29日 61時- 8 1時半 於会館 3 階会議室

出席者 市川副委員長佐藤、南両幹事ほか 2 名

識 ZJJ (l )A S T M研修会について

(2 ) f 建築と社会」特集セミナーについて

編 集 委 員 会

1 月号計画特集幹事会

5 日 61侍- 8 時 於会館集会室

出席者 鈴木、繍川両委員、河辺聡特別幹事

議事 1 月号「デザインの動向一新旧のコントラスト」

特集についてフリートーキング

広告企画小委員会

12日 41時- 6 時 於会館集会室

出席者 中村委員長ほか 4 名

殺事 (1)広告体制l について

(2戸建築における省エネ Jレギ - { t J を10月号から

11 月号に順延する件およびその広告収入対策

について

(3)新建築作品の広告対策 ( 阪急グランドピ Jレ等)

(4)12月号 『水と設備』特集 ・特別広告収入対策

委員会

13日 41侍- 6 時 於会館集会室

出席者 中村委員長ほか 6 名

議長 (1 )9 月号分害IJ の件

(2)11 月 号 特 集 ( 2 特集併用号) の件

(3)12月号「水」特集編集幹事会報告

(4)昭和53年 l 月号「デザインの動向一手刷日のコ

ントラスト」特集編集幹事会報告

(5)2 月号「機造と栴造材料」特集編集幹事会の件

(6)3 月号計画特集について

m枚支状況 (8 )広告体制l

青年銭術者選衡委員会

14日 2 時 - 4 1時 於会館集会室

出席者 中村選衡委員長 、大辻、紙野、山田、樋仁l 、

須賀、香川、山口、阿部各選衡委員

(池田選衡委員は13日に選衡)

殺事 第24回青年技術者選衡

17日 10時 - 121侍 於会館集会室

出席者 荒井、香川選衡委員

議 ｾ ｊ ｊ 第24回青年技術者選衡

作品作風小委員会

19日 41時- 6 時 於会館集会室

出席者 大辻副委員長、柳原委f J .

議事 (1)9 月号、 10月号報告

(2)11  丹、 12月中竣工予定の候補作品選定

1 月号編集幹事会

20日 6 1侍- 8 時 於会館集会室

出席者 河辺、北野間特別幹事、鈴木委只ほか 2 名

殺事 「デザインの動向 新旧のコントラスト 」特集

の企画の具体化ーとくにアンケート文案につい

て協議一

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

6 日 正午 - 2 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1 汚子類項目の欠番シートについて

(2)企画分科会の作業分掌と進め方について

(3)ハン ドプヅク販売についての P R

22日 正午 - 2 1侍40分 於会館 3 階会議室

出席者 酒井幹事ほか 3 名

議事 (1乃子類項目の欠番と シー トの粗密について

(2砂: 付工事の新設について

(3)分科会の作業分掌について

委員会

27日 5 時半 - 811寺 於会館集会室

出席 者 弁 上 委 員 長 ほ か11名

議事( l 浸領した シー ト数につ いて

(2総 合 目 次 索 引 の 検 討

(3)ハンドプ y ク販売についての P R

法 規 委 員 会

委員会

27日 31時- 5 時 於会館集会室

出席者 市川委貝長ほか12名

議 事 風 ( J l¥客も含めて ) について

講 師 大 阪 市 立 大学教 授 川 村 純 夫 氏

建 材 委 員 会

委員会

30日 5 時半 - 9 11寺半 於会館集会室

出席者 山田委員長、牧田 元木両副委日長ほか 9 名

日本ヒルティ( 掬より 3 名

議事( 1 ) f フ 7 スニング機器」について

(2)r新建材紹介コーナー J 11 月以降指紋分について

(3)中国の建築事情につ いて

若 い 会 員 の 集 い

木質材料とインテリア

… 家具から造作までー建築材料を見る(2)-- ----

8 日 11侍40分 - 5 時

参加者 31名

見学場所 ( 鈴高島屋工作所大阪工場

見 学
. A  

-z;; 

住友中之島ビルディング新築工事の見学会

14日 2 時- 41時半

参加者 41名

設計管理 (開日建設計

ｊｦｾ＠ 工 ( 附守中工務底、鹿品建設側、( 紛WJ 池組

共同企業体

展 覧

第 14回よろず相談住宅展

自 9 日 至 14 日 ( 6 日Ill J)

. A  

-z;; 

於近鉄アベノ百貨底 7 階催場

相談件数 約900件

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 |  

13日 8 時 - 9 1時半 於大阪グランドホテル

出席者 84名

当日は日本住宅公団関西支社長扇谷弘一氏より

「日本人と土地」についてのお話を伺 った。

建 築 8 団 体 会 長 昼 食 会

22日 正午 - 2 1待

出席者 25名

於大阪ガスピル食堂

建 設 省 の 業 務 検 査

27日 11時- 41時半 於会館 3 階会議室

検査員 住宅局建築指導諜

建設事務官 曽田安{言氏

建 設 技 官 大 崎 *二氏

協会業務及び財産状況等について検査実施

9 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員22名〕

赤訟虫J l I J

岩 本 芳 夫

bll 雌 普 之

政 liir 行夫

深 井 敬三

宮 川 明 夫

安 原 盛 彦

山 lia 善博

生 図 敏 彦

永福よりチ

勝 一弘

小 林 良平

稲 頼 弘 之

六崎 消

保 田 幸H自

市 的 久 嗣

小 野 為一

喜多村義典

坂 田 総ニ

ill 本総忠、

森 研

山 田 邦 安
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電話 神戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ 堂 ピ ル 5 階 502号室)

電話 大阪 ( 364 ) 2031- 4

倉 庫 神戸市立合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 資 任 筋

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

カッパー防水帯

コーパータイト

継 目 が な い / 温度 変化 に よ る 伸 ぴ が な い / 腐

らない / 柔軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 ぴ 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

ー本 社 東 京 都 中 央 区銀座 制ー11 臨 附71) 幻03

オクロン防水帯

新工法プレノテク卜吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21)6092 

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3 - 3 電話052( 811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952(47)2945

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・ 壁 材・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 削

75 



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

76 

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

令室喜朗目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7 ;;江話 ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川区加島 1 -58-59  屯話 ( 302) 2271 ( 代)

支 広 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 品 悩 岡

営業所望 ＱＱ 路 ・ 函館 Ｎ ｾ岡 ・ 横浜・的問 京者 Ｑ｜ . 神 戸

z t E:22 設 計 施 工

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 額 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山 区大和大 路正面 上ル 電 話 京都 561局4944( 代 )

神 戸 市 生 回区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大 阪市内灰託戸嶋 l 丁目 10番 17号 干550 .;屯，!市 (44 1)8231

本 社 東 京 都 中 央区銀座 2 丁目 2 需 17号 〒104 屯J市(535) 5251  

支 社 大|坂 東 京 名 古 屋

支 庖 札幌・仙台・金沢・ 広島 縮 問

営業所 新潟天王里 ・岡山 ・ 高 位 熊 本

出張所 秋I tl .  '1:草 間 千 葉 . ! 黄浜静岡 宮111 . 福 井 銀 HI

!，t 制i 神戸 鹿 児 島 都 周

空 気 関 和 股 備

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 各 種 送 風 機 ・製 作 販 売

各種プラント設備

⑪糊舎社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672)  1281 (大 代 )

営 業 所 東 京 ・ 名 古屋 ・京 都 ・広 島 ・福岡 工 場 和 泉 ・名 古 屋

テレックス . 本 社 No. 562- 7688  和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

( 旧 斎藤久孝事務所 )

⑮ 斎 久 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪支 l苫 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2{日本ビルデイ ンク)

電 話 0 3 - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

営業所 札桃・仙 台 千葉 ・名古屋 ・金沢 ・高松・岡山 福岡

出 猿 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 広 島 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 業

ム

王J;'tぢH 街益三事也主主

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 田 初 蔵

大 阪 市 東 区 北 浜 2 T 目 2 2 番 地 T口舌 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 庖 東京 ・日比谷 三倍 ピル

支 庖 名 古 屋 、 福 岡 、 札 映、 広 島 . 仙 台 、 北 陸

出 世話 所 有賀浜 、 高 松 、 静 岡 、 民 団 、 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備召

衛 生 設 備日立計施工

⑩ 三 建 設 備 工 業 株 家 畜 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 傍 町 6 5 番地' ; r ; : : 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋 概殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 屋 仙 台 ・札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。樟式会社 発 空 調

-‘ 

--・・

東京本町 東京郎新宿区西新宿 新宿住友ピ J レ fE話 03- 344- 1911

大阪本1苫 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 1性 地 電 話 06- 363- 1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  ';I1，ii 目052- 581- 8571

広 Ａ 為市紙屋町 Ｑ 丁目 Ｒ 番 ＲＲ 号 Ｎ ｾｴｚぷ ＰＸＲＲ Ｍ ＴＷ Ｍ ＴＵＳ Ｕ

1M岡市中央 区大名 2 丁目 4 番22号 電話092- 761 - 3795

出 張 所 燃 浜 . fl'J'; 井 ・京都 ・神戸 松 江 沖純

管 工 事 業

(K) 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支 I，l;長 同 J反 幸 .:J4

大阪 ｉ 打北 ｬ 天堂鳥 ｾ ｴｾ ｉ ｔｬ Ｓ 帯 地 Ｈ 絞ｬｦ，ｾ千代川 ピルＩ

郵便吊: 号530 電 話 大 阪 (06) 346- 07211(1;; 

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 立 品 浜 iifl 1  - 2  5  ( 新大ピル )

;11話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・東京支庖 東京都中央区 日本橋本石町4- 2{ 三井第二別館)

';[{話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 広 品 札 映 ・東 海 村 ・北 陸 大 分

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災

。須 賀 工 業

大 阪市 西 区 土 佐 沼 1 - 2  - 3 0  T E L  06- 441- 5171 

支 庖 東 京 ・ 大 阪 ・織 浜 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・神戸・広島・福岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・静 岡 ・ 金 沢 ・高 松

出 張 所 仙 台

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 括 部 冷 機 織 葺 量 往

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁681在地( オートセン 7 ービル2階)

銅Hi L! 番号 542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  1書

東京営業所 東京都千代f l 1 区九段南 2丁目 2需 5号( 九段ピル 81;皆)

手1¥便番号 102 ''l!: Zf， * 京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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刊 …22土ンジーァし

大気扇土

与に_ _ / 諮問 問

本 社 製 E主主晶 東京' BiJ i 宿区間 fni b2- 6- 1宮03-)04- 18Sll 大代 ) 大活支庖 世田-203-3111 (;大

代j 昌吉直正品 宮052-21 1-1 535(代} 九州宜庖 世田2・43い2147 宮処断: H蝿仙古 哨且・広

島 神戸 出 強 剤 紙片・ 金 ｒ ・ ＧＢ宮 岬 同 書 困 烹 Ｑ Ｕ Ｎ 岡山松山 崎 本鹿 ｾ ｴ Ｎｉｊ .沖縄・ハン コク

温・湿度調整装置、 暖房

冷房、 水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 抗 図 面T 3  0  包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピル)

電 話 ( 211) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 lお I111 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 民 支 庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

書舌 ( 971 )  3  6  2  1  

一 般 空 関 設 備 ・恒 i且恒 j星 放倫・ 冷ヨ匝冷 蔵 E宣 備

冷 却 車E煉 E宣 備 ・環 境 改 善設 備そ の 他 上 記 に 附

，圏、』 帯 す る 衛 生 、 電 気 等 一切 の 工 事の 設 計 ・施 工

ｉｾ イヲ者本 ｕ フヲ ｕ ト椋読書花
々玄炉 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀r，z 中津本泊 1 丁目 2 待 J 也ホ ー コクビル

〒 531 11U舌 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 表 )

支 I吉 東 京 仰 中 央 反 円本 締 本 医T 3 の l 共，.11 ビル

〒 103 1 l t 結束 京( 03 )242- 5521(代 表 }

宮町掴陸自丹 Mi ，珂. ｲＮ 古島ｾ Ｎ ー広 島 ー キL 帆 仙 台

空気調和 ・衛生設備 大阪ガ ス指定工 事会社

設計 ・施工

ガ ｾ 設備 ・ ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約盾

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

(  I臼三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 電話 06 - 313 - 1846

芸品 tE E fJ 大阪市北区木幡町 3 4 - 2  電 話 06 - 313 - 1846

Z 芸春 立鰐 枚 方 市 甲 斐 回 東町 9 番 3 号 電 話0720- 49 - 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2  電 話 06 - 313 - 1846

1E 剛 容 瓜 際 枚 方 市 甲 斐 回 東町 9 番 3 号 電 話0720- 49 - 2128

日差 ・冷 房 ・空気温湿度調務装置

回 設 計 施 工

高 fi!!! 
釜拘

品ｾ

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 回 町 55 番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く m哩型里コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施工

換 気 ・ 除 塵 設備

東 洋 熊 工 調 信 機 式 会 笹 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2 7 T E し( 433) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お器西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

本社ｾ京都支庖 京 都市南区西九条笠田町 Ｒ 0 番 I也の 1

世Z話 (681) 5 1 0  1 - 5  .  fli n:1¥平周 (691) 1045 

大 阪 支 J苫 大 阪 市 北 区 天 満 締 筋 1 - 3 8( 天満僑北結 )

電話 ( 352;  3  5  0  1  - 3  

四日 市 支 l苫 四 日 市 市 浜 田 西 末 広 田I 屯 z活 ⑮7431- 3  

滋 賀 省 察 所 大 波 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

意 嘗 集 所 i軍司i 栄 町 2 - 1  1  1 電気 0592 ⑮ 3 6  1  0  

cie，O. i 金司妻S 副 S

ー1=. .  ・.......
: J J DJ  

③同議場掃さ苫

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸堀 1- 22- 7 T E L ( 441 )的 1994 ・( 443)附0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱学工業締ま舎紅

本 庖 大阪市南区Ul I l i j ! 町 2 - 5  0 電 話 261 - 24 36(ft) 

東京支l吉 東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 1231間

営 業 所 銀 座 ・ 浜 絞 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 偏 問

空気調和設備・ 給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設/ 設計・施工

⑫ 山田Z 諸積書1! I * l :

本社且菅工事事1部 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 - 6 - 8 電話06(443)8161(大代置)

環境韮置 車産部大阪市淀 川区三埠屋南 1 - 1  - 35 電話 06(308)l 491( 代置)

東 京 支 庖東京都江東区亀戸1 - 8 - 4 (由回ピル) 電話 03側31以21( 代表}

名 古 屋 支 后 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16  - J3( 京極ピル ) 電話 052(202)ω17(代葺)

出 強 所 神 戸 ・ 福 岡 . 11 山
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電 気 設 備 ⑤

I7Eヨ 占芳吉 A: : :='  . L瓜・ - - - h.  

| 場 竜 丸 株 式

1 U<，Jl i I.締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 1:，¥ 3  - 3  lIf l  H ビ ル

T E L  大阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

rlj iffi 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

京 都 営 鍵 所 以r . ! 1 市 街 ボ IX: ， 均以拘ｾ b与 野 町 2 1  

T  E  L  ，;( r.! 1  075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  (; -1:) 

市 中 央 区 議 院 1 -- 1 4 - 8

T  E  L  /(，¥j，¥'，j  092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

ズ ｴｾ 備の・ー

社

A

S

A

 

設 計 施 工

朝

電 気 ・言十装 工 事 設計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

ー逮

IE 時ぇ

本

本命士営蝶所

英

大 阪市 北区 高 垣町 16 東 阪急 ビ J レ T Eし0 6- 3 13- 1101

支 j苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・実 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・九 州l

信原栗取締役社長

/(0'， jlLj  福 岡 出 張 所

凪i
，、ー

代 表取締役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 総i 笠 町J 5  0  ( 吹ピル 7 附)

屯 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京自11 中 央区日本 紙 f I j 崎町 3 T Fl 2 番 地

，; [ ｾｩ ｆ，＠ ( 671)  1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ キ11 校 1);¥・ 堺 ， t;. ¥ 山

会 社

電気設備工事設計施工

電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正

東 光社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

男

大阪市東区7.'li11!1橋 五丁目 二八番 地 包括大阪 ( 202) 0325- 9 森

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・仙 台 ・丸 ノ 内・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出 張所 全国主要都市20ヶ所

常 務 取締 役 支社長
ヰ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事
工

会

A

一
一
一

印

式

包

均

株

糾

胡

機

嘉

伊

電

叫

暖

宝

附

気電

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 1"，目立 育 " r  11 瓦 t昨 卜 じ 号

屯 ，lf， .k I'U  (931)  Ｈｾ＠ )， 7  3  4  1  - 5  

大阪市城京区1占有三 1' 11 卜七得<，; - '，liM.j 大阪 (932)2869

奈良県御所rl i御1 ] 1i!fi 3ω 1ttl! 占御所 (2) 0122 

枚 )j di山之 J: 何個r 1の 1 ' i lW; 枚 ) j (43) 8659・(44)9232

神ド di1.t合F王者楽通六1 ' 11/; 吊: Ji 乃屯，lf， l*r; (24 1) 5969 

ム一

A

中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 II! T 5  0  ( 堂ビル 31指)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代)

東京 都 港 区 新 係 2 - 1  6  ( ニュー新紙ピル 7 1培)

屯 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

¥IL 話 ( 991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・ 千 楽 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

ト|

1，1; 

イメ

支

ｉｾ［＠tt 

神 戸'i:; ' J al i  

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 山 西淀川! ベキ( J ｌ ｉｾ 回 ｔ ｬ ｦｕＱ Ｑ ＰＱ 存 地

'，Il ぷ 大 阪 ( 472) 代 ぷ 1 1  0  1 ー 7

J.R j; 丸紅IS ｉｾ＠ 11. 川 氏 jl G 1.:1:又 IIJ 6  f  11 25併 11 サ (/( ，¥1:，¥ピ ル )

ι ，; ，f;  .11( ，;( ( 491) 1746 ( 492) 0 182 '  0350 

北 九 州 市 小 介 氏 鋳 物 r . rli IUr  2  3 併 I也

1民 話 小 介 ( 56) 5  6  6  5  '  5  8  1  8  

下 公i 和 歌 iJ J 1' ， ，' ， I五

電 気 工 事 設 計 施 工

+上

3

 

t

 

j

 

小;

立:

社
A

Q

E

 

事 株 式

自rs四林

エ

取 締 役 社 長

藤エ太 陽

';:t 業 所

)(1似， Ij 祈，r:，' i 1'( 銅 山 7 - 22 - 8  

T  E  L ( 06)  452ー 1 1  5  1  (代)

大 阪 市 11: t 花 I'{ ，C，' i  h{ 1  - 1  - 27 

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

ヰ土

屯カユニ'1'¥本書11

本

1: 下ｮ ｾ＠ ';! xJ好

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

中 実

大 阪市西 区北堀 江 卜J 凪1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・1，古 尿 ・広 島 ・栢 岡

田
取 締 役 社 長

l
t

-

4

ふ

i

イ立

高千縫亀縦株式会組

取締役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 10

電 絶 大 阪 (06) 3 5 8 ー 1 1  7  1 大 代表

東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 3 ・4 番 地

電 話 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

徳 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 信 徳 岡 (092) 7 1  2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078 (351)  6441 鹿 児 島 0992(24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

ヰ土

l苫

本

支

'常業所営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会μ 今 村 勝

取締役十I : bt 王子 木 寛

大 阪 市 北 区 侮 ケ 校 RI J 5  

' ，[ 話 大 阪 大 代 表 ( 312)

東 京 ・名 古 昆 ，Vq R 市 ・神 戸

松 山

電気・計装・空調工事 設計施工

電 気 工 事 ・ 昔十装 工 事 ・段 骨 十 施 工

t y卜 画 気 工L 信J二Y リ レ ヲ 跡 式s uA  ネ土〈
云

、昌二

1旦

大 阪 市 北 区 西 堀川町 15 T E L 06- 364- 3056( 代)

J.Rh¥ . 事1I 戸 ・広 I:: j ・岡 山

;f， i有 屋 ・岡 山 ・札 幌 ・普 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京 都 ・向 砂 ・三 原 徳 山・ 松 山 ・新 加 浜 ・稲 岡 ・i' "縄

万く本山
取締役社長

本 社

支 l何

事業所

6  1在 地

8  8  8  1  

キ1:..j>: 

支 I; Ij

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ・一 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タ イ J レ ー 大 仏 タ イ ル

新 発 売 古 代 土 器 開 高 温 〆 タイ J レ 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

場二E

ナニワ媛匂 ｾＲ 五

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

宅

臥

市

旭

週

区

厄

町

，

T

H
ヒ

四

一
電

耐

制

ム

0

・
ハ
五

T E L  ( 345) 9055(代 ぷ)

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T EL  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 di 北区. : : 目J: ，l
j

北田T 1  6  

大 阪 市 米 阪 本 町 4 - 27i卸堂ピル

大阪市* 区f i ¥' t l ; 1 i ! 2 - 3 6

事 + 上

f卸' 市下¥". ! ; i ¥斤

Ｑ 苗峰ｴＡＮＺＺｾＮ業所

Board&.Sl ate 

@明

F 哩型国圃_.'/・・・・・・. ｾ＠

づ ;. ¥ ' T " " ! 口、守弘問

、台 育古・.1 ，，1' ，1  

E似品d 比与豆J r. .;，¥ 

Standard 

奉 仕 感 謝 の 底

タ イ ル 工 事 施 工

Ｚｾ＠ JI1 湾 窯 零 歳 月S

社 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁目 98番地 ( 制 本 町 パ ス 停 前)

1[Lft舌 大 阪 06( 532)代 0461 <<!!> 550 

姫 路 市 北 条 口 1 2  6 帯 地( 住 友 生 命 保 険 ピ ル 7 F )  

' I l t 話姫路 0792( 82)  0999 <<!!> 670 

⑪ 

黒 木 反ーコ勺 J 、に

姫 路 営 難 所

橋ト…下守
信

号

種

ガラス製品卸問屋

セトモノのデパー卜

タに

o  ポツ耐 酸

陶器、

本 社 大阪市東住吉反! { OJ 川町 3 - 54 屯: 活 (06 )702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 干 富 岡 出 張 所

建段省飽定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

サクラ建産株式会社

ペ亙ふ

徒竺F

大阪市京区高斑僑 2 丁目 9 野村ピ J レ5階 m話 大 阪 (202) 4905大阪市都島 区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大阪 ( 922 ) 代 表4421 - 3  

建築物自制自等造 作 工事 、家 具建具・ 室 内 袋 備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T OR S ，L T D  F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 自 7 番 8 号

電話 大 阪 (06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知 ｾ ｊ ｾ 建築業 者 許可Ｈ般ー Ｕ Ｑ Ｉ あ ＱＲＰＶＴ 号
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E 3 進式
1  簡 易 間 住 切 デ イ オ |  

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で. オフィスレイ戸ウトも流動的です。取吋，取はず

しガ簡単なディオは時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。軽くて，同IJ 位のあるアィオ

パネル( イソパンド36) の表面は0 . 5 %の塩ビ鋼板で僑成され，美しい室内感覚を出しています。

( P A丁目牛〉

奥村重兵衛株式会社口 語 i童話器 i220353;;

年中見ていただける 皆様の見本室
|実|

80 

タイル

A M. IO目 00- P.M. 5.oo

日曜 ・祝日は休館

4毎回新進 O  南森町

常 設 展 示 場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

料 集

8 5 判・. 188頁・ ￥2，500(送料 ￥250 )

8 5 判 212頁ー￥ 3，∞O( 送料>f . 250 )  

8 5 判 225頁・￥ 3 ，200( 送料￥ 250 )

i丘 干IJ

刊 建 築 技 術

(  12 月 号〕 定 価 ￥700 

. 二重鋼管ぐい・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・ 一- …- 村上正己

. 建築構造の安全性と鋼材の許容応力度… ・・ - 石黒徳衛

. アンポンド工法・ ・ ー … … … … … … ー松谷輝雄ほか

. 狭地における大屋根建方・ ・ … ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・鈴木 武

. 建設省総合技術開発プ ロジェク 卜

“ 新耐震設計法の開発" ・ ・… … … … … 広沢雅也ほか

. 座談会 ・建設業と情報処理… ・ ー…・…・・松岡進士郎ほ か

. 建築基準法施行令の一部改正… … … … … … 一山島哲夫

・ 日本の住宅技術と住宅産業… … … … … … … 広瀬鎌二

・設計者と現場マンのためのわかる溶接… 一. . 一一 ・井上 博

〔特集号案内〕

・躯体生産技術の向上をめざして / 51 年4月・特価￥ 780

. 建築と接合 / 51 年 7 月 特 価 ￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年 " 月 特価 ￥1，400

・失敗の実例に学ぶ 1 / 52年 同 ・ 特 価 ￥ 1，000

・失敗の実例に学ぶ II / 52年 11 月・特価￥ 1，∞o

Z ご可〒 160 東京都新宿区北新宿卜 8 - 1中島ビル 8 F

時割合03 <363>4211附 振 替 口 座 東 京o 72417番

立 ヨ 諮 建 築 技 術



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・-
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ノ レ ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 堕

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 II t. j 待問 f1 - 12 日 生 ビ ル ｾ＠ ( 943) 6571代 表

東京 ・ 償浜 Ｇ Ｎ Ｇｴｲ Ｇｦ￪岡 ・ 郡山 ・ 水戸 ・ 浜松 ・ ｼ 凋山 Ｑ 守 ・ ｲ ｬ 干 片屋 ・ ｾＮＮ［［［山 ・ 大 ｈｴ Ｎ 点打 ＱＱ ・ ｬ ＮＩｬｾ . 神 戸 ・11: 尚 ・福 岡 他 全 問主主2: 都 市

現場の信頼に応える ｾｉｾｉＮ＠ 告 日 ロ

ヨR 口口

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

壱 ｾ￯Ｍ ＶＭート

7 s - 9 ; "  

IJ 守- q-ー

セメント.起泡・軽量 ・裏込用 %%: : 1・.，_

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i ョ7 - 16，

ー セメン卜混和剤・助材綜合メーカー -

ｾ，ｾＮｾ株式ｾＮＮＮ回ＱＺＺ ＱＮＮＮＮ｟ＮＮＫ
可当官j 会 社 . l : D f t 園 唱 ・ - - 咽 」 圃 』

東京級品川区二葉1一18- 8 f t 東京 (787) 1131代 表

東 北 支 庖 福島市下型T 寺字遼原3- 2 ft0245 (91) 1l 31附

関東営業所 茨 城 県 土 浦市大 田T 1 4 - 3 合 0298(23) 1131附

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3- 39 合 0196(45) 1331附

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17-26 f t  06 (974)  1131 

8 1  



良品ちZZ272 i ' I レヲ J l J 9J l

錆 び な い /

われない. ノ

燃えない. ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P. M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S. P. M)

オリエンタルスチールライト ( S . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C. S. P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i.皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波 V デッキ

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁 )

換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター (強制))

ｔｬ ｉｊｉ ＡｊｾヨＡ乱暴 Ｙｊｬ 製造掠式会祖
本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

営 業 本 部 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大阪 ( 488) 1081代 表

東 京 本 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115代 表

大 阪 支 l苫 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 底 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 北九1 +1( 691) 2831 代

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中村 区 泥 江町 1 の24第 2 中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 代

:J::J J ・ 左 官 用 外 内 塗 装 材

左官コテ塗り仕上塗料

和、洋内・外装材の最高級品

副

。 特 長 = 化 粧 ・ 防 水 ・ 亀 裂 防 止 ・

補修工事に最適。

100%アクリル弾性水系塗料材

〈 ロ ー ラ ー ワ ン タ ッ チ 仕 上 げ 〉

I 強 力 水 性 シ ミ 止 シ ー ラ - 1  

1ぷZ 2 スス等 ヨザ ｾ￞ｷＹｃ

( 緊楽仕上)

ｾＭＨ＠ JT::I.lJ B  

3C?全曹j 型空?壬6警!?

く支庖・営業所〉

明石・高槻・中国・四国・九州・東京・新潟・仙台

8 2  
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エ ル ミ ン 窓 の 断 面

Ｑ ， Ｗ 砂自の空ｾ習をもっ 二 重ガラスか［騒音を遮断しますｾＨ透過 ｊ 員失 ＳＹ デシベルＩ

2，- 9 ぐれた断熱性と 気密性で、空調設備費 ・鮒寺費を大巾に低下させます。

3，横軸180J 支l"li 陪機構により、外相IJ のガラスが室内から簡単に清掃できます。

4 ，内蔵されたブラインドは遮蔽率が良く、冷房費の節約になります。

5，内蔵されたブラインドは損傷しにくく、五回寺管理費が容易です。

6，二重ガラスとサy シの断熱材 によって結露を防 止します。

7 ，確実なワンタ ッチロックと 気密材によってすぐれた水密|主を発揮します。

Ｘ ， ｾ Ｑ ｴ 得な製造方法により、精度の古 Ｚｪ ｾ、窓、大型窓が可能です 。

省

ワ

ン

タ

ッ

チ

開

閉

窓

排

煙

・

進

入

口

に

最

適

( ⑪ 500- 3，300 

・製作寸法 { @ 600 - 2，600 

l 面 積4，50
m

' 以内

. 180度の反転

リンケージロ '1 7 のハンド J レと

アームを分雌 し I:: i' ( - を外 fl!l lに

押 し続けると、 1801!l: J豆転しま

す。外 相Ilt]' ラスが不l付fl!l lにきま

すので、外fl!l lガラスを本l内でm

ｬ 件 、安全に ｾ ＱＧｈＧ ， ￥ するニとができ

ます。

- 自 然 換 気

，、ノド J レを 901ft 1111転すると、す

べての主じ糸口 y クは や に 鮮

鋭し、こ !.l をきりに持ち | げる

と( ' ) ンケージロ '1 7 の場合) 、

Ａ日ｾｾ rが 1111転し、向然J担主、1立ifl

て" ，'i'I'11却します

- 正常位置

。会' .j 位、によリ 3 - 1011胡σ〉ロ y ク

でI，; jll 与に l血錠され、向l主の3t

'&;1'1 能を舷1足します。

このｾｽＨＡｾでブラインドの外降、

f{j j ' t ，制桜の娘作をします

日本工［ｾ三コｾｾＺｊｊ株式会社
園

- 内外障子の分離

180W i 転状態で、本 l人J fI !lj にき

た 外I:' i' rの 1.flt を千/II j 1こづ|く

と 附 f は i人l 外に分離します。

2・Rガラスの l付1M及ひτf ライン

ドの ｾ ｎｩ Ｇｲ ￥ が芥 ｾｊ にてＧきます 。



「信頼できる防札と折り紙っきのアスフアルト防水。

さらに信頼の度を深めます二

東西アスの新仕様。
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マ 東 西 ア … 卜 事 業 協 同 組 合

田島ルーフイング株式会社

大阪 : 大阪市西区京町堀 1 - 10  - 5電話 (06) 443  - 0431  

東京 : 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13電話 (03) 862 - 8531  


